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第 二 次 世界 大 戦 末 期 の 1945 年 (昭和 20 年 ) 。 

大 戸島 の 守備 隊 基 地 に 、 

敷島 浩一 少尉 (神木 隆之 介 ) が 操縦 する 零 戦 が 着陸 し た 。 
敷島 は 特攻 へ 向かう 途中 、 機 体 が 故障 し て この 基地 に 着陸 し た の だ 。 
し か し ベテラン の 整備 兵 ・ 橋 宗 作 (青森 崇高 ) は 
故障 箇所 が 見 つか ら な いと 敷島 に 言い 、 

彼 が 何 か を 隠し て いる こと を 見 抜い て いた 。 

その 夜 、 全 高 15m の 恐竜 の よう な 生物 が 基地 を 胃 撃 。 
整備 兵 び 一 人 が この 生物 は 、 

島 の 伝説 で 語り 継が れる 「 呉 爾 羅 ( ゴ ジラ )」 だ と 言う 。 
橘 は 敷島 に 、 零 戦 に 装着 され た 

20 ミ リ 砲 で 呉 画 羅 を 撃つ よう に 進言 する が 、 
敷島 は 恐怖 で 撃つ こと が で き な か っ た 。 

する と 呉 柄 羅 は 整備 兵 た ち に 襲い 掛か り 、 

彼ら は 橘 を 遺し て 全員 が 死亡 。 

翌朝 、 橋 は 生き 残っ た 敷島 に 

「 み ん な 死ん だ ん だ ぞ ! お 前 が 撃た な か っ た か ら だ 」 
と 怒り を ぶつ けた 。 

この 年 の 冬 、 引 き 上 げ 舶 で 一 緒 に な っ た 橋 は 、 
敷島 に 亡くな っ た 整備 兵 た ち が 持っ て いた 
家族 写真 を 手渡 し た 。 
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1945 年 (昭和 20 年 )、 冬 。 焼け 野原 に な っ た 東京 へ 帰っ て きた 敷島 は 、 
両親 が 空襲 で 亡くな っ た こと を 隣家 に 住む 太田 澄子 (安藤 閉 ク ラ ) か ら 知ら され る 。 
天涯 孤独 に な っ た 彼 は 、 闇 市 で 、 空 藤 の 最 中 に 託さ れ た 
赤ん坊 の 明子 を 抱え た 大 石 典子 (浜辺 美波 ) と 出会う 。 
成り 行き か ら 彼女 と 明子 を 
自宅 の バラ ッ ク へ 連れ 帰り 、 共 同 生活 を 始め た 。 
2 生活 の た め 、 敷 島 は 戦争 中 に 米 軍 が 残し た 
た 機器 を 撤去 する 仕事 に 就く 。 
2 その 撤去 作業 を 行う 特設 掃海 艇 "新生 丸 」 に は 、 
彼 の 他 に 艇 長 の 秋津 清治 (佐々 木 蔵 之 介 )、 
。 戦時 中 に 兵器 の 開発 に 携わっ て いた 元 技術 士官 ・ 野 田 健治 (吉岡 秀隆 ) 、 
若い 乗組 員 の 水島 四郎 (山田 裕貴 ) が 乗り 込ん で いた 。 
彼ら に は 仕事 を 続け る うち に 仲間 意識 が 芽生 え 、 
敷島 と 典子 に も 夫婦 の よう な 親しみ が 生ま れ て いく 。 
。 だ が 敷島 は 毎晩 、 大 戸島 の 悪夢 で うな され 、 生 き 残 っ た こと に 負い 目 を 感じ て いた 。 
決し て 自分 だ けが 幸せ に な る こと な ど で き な い 。 
典子 は 苦悩 する 敷島 を 見 守り な が ら 、 
幼児 に 成長 し た 明子 と 一 緒 に 自立 する た め 銀 座 で 働く 決心 を する 。 
1946 年 (昭和 2 年)、 夏 。 米 軍 に よる 校 実 験 、 
『 ク ロス ロー ド 作 戦 」 が ビキニ 環礁 で 行わ れ 、 
接収 艦 の 戦艦 ・ 長 門 も この 実験 に よっ て 沈没 。 
こ oN また この 時 、 近 海 を 回 遊 し て いた 呉 爾 羅 も 被爆 。 
2 原子 爆弾 に よっ て 身体 を 焼き 尽く され 、 
体 表 の 奥深 くま で 紛れ 込ん だ 放射 性 物質 は 表皮 の 細胞 に エラ ー に 次 ぐ エ ラー を 起こ し 、 
2 思 夷 の 持つ 再生 能力 を も っ て し て も 、 元 の 次 を 取り 戻す こと は で き な か っ た 。 
| 。 。 。 。 体 は 暴 赴 し た か の よう に 巨大 化し 、 そ れ は 以前 の 姿 を 遥か に し の ぐ 巨 体 と 化し て いっ た 。 
ーー「 ゴ ジラ 」 誕 生 の 瞬間 で あっ た 。 


1947 年 (昭和 22 年 ) 。 太平 洋 で 謎 の 巨大 生物 に よっ て 米国 の 船舶 が 被害 を 受け る 事故 が 続発 。 
、 。 検 土 を 受け た 船 に 残さ れ た 生物 の 皮膚 組織 か ら は 、 
、 大 量 の 放射 能 が 検知 され る 。 8 

、 巨大 生物 は 、 日 本 へ と 近づい て いる と 予測 され た 。 


STORY 」 


『 新 生 丸 」 に 、 巨 大 生物 を 足止め しろ と いう 命令 が 下る 。 

敷島 は 巨大 生物 の 正体 が 呉 爾 比 で は な いか と 予測 し 、 

被害 の 状況 か ら か つて より 大 きく 凶暴 に な っ て いる と 判断 する 。 
や が て "新生 丸 」 の 前 に 、 体 高 50m へ と 変貌 し た ゴジ ラ が 姿 を 現す 。 
敷島 は 船 の 機銃 で 立ち 向かう が 歯 が 立 た ず 、 

回 収 し た 機 軍 を ゴジ ラ に ぶつ け て 爆破 させ る が 効果 は な い 。 
最後 の 機電 を ゴジ ラ の 口 の 中 に 放り 込み 、 

これ を 敷島 が 機銃 で 爆発 させ た 。 

し か し ゴジ ラ は 急激 に 細胞 を 再生 させ て 完全 復活 。 

絶 体 絶命 と 思わ れ た 瞬間 、 接 収 艦 の 重 巡 洋 艦 ・ 高 雄 が 

シン ガ ポ ボー ル か ら 帰 っ て き て 、 戦 列 に 加わ っ た 。 

高雄 の 砲弾 を 浴び る ゴジ ラ 。 

一 旦 は 水中 に 消え る が 、 ゴ ジラ は 鯨 の よう に ジャ ンプ し て 
高雄 に 飛び 乗り 、 舶 に ダメ ー ジ を 与え る 。 


- ゴ ジラ ヘ へ ゼロ 距離 か ら 砲弾 を 浴び せる 高雄 。 


た ま ら ず ゴ ジラ は 水中 に 落下 する が 、 や が て 海面 が 青い 光 に 包ま れ 、 
ゴジ ラ が 吐い た 熱線 に よっ て 高雄 は 海 の 藻 層 と な っ て 消え た 。 
その 状況 を 、 現 場 か ら 逃 げ な が ら 「 新 生 丸 」 の 乗組 員 た ち は 、 
絶望 と 共に 見 つめ て いた 。 

ゴジ ラ と の 戦い に よっ て 気 を 失っ た 敷島 は 病院 で 目覚 め る 。 
彼 は 野田 か ら 、 ゴ ジラ が 東京 へ 向かっ て いる こと を 、 

政府 は 混乱 を 恐れ で 国民 に ふせ て いる と 知ら され る 。 
病院 か ら 自 宅 へ 戻っ た 敷島 は 、 

典子 に 自分 が 特攻 か ら 逃 げた 人 間 で ある こと 、 

そし て 大 戸島 で の 過去 を 語り 、 

その ゴジ ラ と 再び 出会っ た と 告げ る 。 

「 自 分 は 生き て いて は いけ な い 人 間 だ 」 と 語る 敷島 。 

典子 は よう や く 敷 島 が 抱え て いた 心 の 苦し み を 知り 、 

彼 に 「 生 き 残 っ た 人 間 は きち ん と 生き て いく べき "で す 」 

と 言っ て 彼 を 抱き し め る 。 

そし て 翌朝 、 遂 に 東京 へ ゴジ ラ が 上 陸 し た 。 


| 海 重 作 戦 」 決 行 。 


鳴り 響く 空襲 警報 、 そ し て ラジ オ か ら の 緊急 放送 。 


Cc 東京 湾 か ら 品川 を 経て 、 銀 座 へ と 向かっ た ゴジ ラ 。 
No 敷島 は 銀座 で 働い て いる 典子 が 危な いと 感じ 、 救 出 に 向かう 。 


一 方 、 山 手 線 に 乗っ て いた 典子 は ゴジ ラ の 襲撃 に 遭い 、 

』 。 。 。 。。 。。・ 乗っ て いた 電車 の 車両 ご と 持ち 上 げ ら れる が 、 辛 くも 危機 を 脱出 し た < 
お - - 逃げ 惑う 群衆 の 中 、 東 京 大 空襲 を 思い 出し 、 
PR 定 然 と " 生 "を 諦め て 歩い て いた 典子 を 、 敷 島 が 発見 。 
0 人 で 逃げ 始め る と 、 ゴ ジラ の 背びれ が 青く 光り 出す 。 
ME 熱線 が 放出 され 、 そ の エネ ルギー に よる 爆風 を 前 に 典子 は 
に 敷島 を ビル 陰 に 押し 込め て 、 自 ら は 吹き 飛ば され て し まう 。 
人 敷島 だ けが 生き 残り 、 彼 は ゴジ ラ へ の 復讐 を 暫 っ た 。 
AS ゴジ ラ に よっ て 東京 は 壊滅 的 な 被害 を 受け た が 、 
ーー 駐留 連合 国軍 は ソ連 軍 を 刺激 する 恐れ が ある と し て 軍事 行動 を 避け 、 
SN 自前 の 軍隊 を 持た な い 日 本 は 民間 人 だ け で 、. 
3y 。 - ゴジ ラ に 立ち 向かう こと に な る 。 
NO 、 や が て 民間 人 が 集まり 、 
駆逐 艦 ・ 雪 風 の 元 艦長 ・ 掘 田 辰 雄 (田中 美央 ) を リー ダー に 
『 巨 大 生物 圭 策 説明 会 」 が 開か れ た 。 
そこ で 発表 され た 対 ゴ ジラ 作戦 を 立案 し た の は 野田 。 
r 新 生 丸 」 の メン バー も 集まっ て いる 。 そ の 名 も 「 海 神 作戦 」。 
フロ ン ガ ス の 泡 で ゴジ ラ を 包み 込み 、 
一 気 に 深 海 まで 沈め て 急激 な 水圧 の 変化 に よっ て 、 ゴ ジラ を 倒す 。 
第 二 次 攻撃 と し て 、 今 度 は 大 き な 浮 袋 を 深海 で 膨らませ 、 
海底 か ら 海面 まで 一 気 に ゴ ジラ を 引き 揚げ て 、 
凄まじ い 減圧 を 与え る こと で 息の根 を 止め よう と いう の だ 。 
r 誰 も 守っ て くれ な い 」 
r 誰 か が 貧乏 くじ を 引か な く て は いけ な い + 
戦争 を 生き 抜い た 民間 人 た ち は 戦 い を 決意 する 。 
一 方 、 野 田 た ちと は 別に 、 敷 島 は 独自 の や り 方 で : 
。。 ゴジ ラ に 立ち 向かう こと を 密か に 決め た 。 
』 その た め に 彼 は 、 元 整備 兵 の 橋 を 探 じ 始 め る 。 
。 海神 作 戦 」 と 敷島 の 対 ゴ ジラ 戦へ の 準備 が 進む 中 、 
遂に ビ ゴジ ラ が 相模 滴 に 次 を 現し た ……。 
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INTERVIEW 


そこ は 


ーー ゴジ ラ 喘 画 の 主演 オファー され だ 時 の 感 
想 は ? 

正直 、 ビ ビ り まし た ね 。 シ リー ズ 開 始 か ら 2024 年 で 70 周 年 、 そ し て 
30 作 目 (国内 ・ 実 写 ) と いう ダブ ル ア ニ バー サリ ー の 記念 すべ き 作 
品 で すし 、 日 本 が 世界 に 誇る ゴジ ラ で すか ら 。 そ の 真ん中 に 立た 
せ て も ら う と いう の は 、 お 話 を 伺っ た 時 は ビビ り ま し た し 、 プ レッ 
シャ ー も あり まし た 。 た だ 、 自 分 が どこ まで で きる の か と いう 挑 
戦 で も あり ます か ら 、 お 引き 受け し まし た 。 


ーー 演じ られ た 敷島 は 、 大 戸島 で 辛い 経験 を 
し だ 上 難しい 役 で すね 。 


時 代 設 定 も 育っ た 環境 も 自分 と は 違う 役 で し た か ら 、 ゼ ロ か ら 役 

作り を し て いき まし た 。 最初 は ひたすら 鏡 に 向かっ て 、「 お 前 は 生 
き て いち ゃ いけ な い 人 間 な ん だ 」 と 言い 聞か せ て いま し た 。 携帯 
電話 の 待ち 受け も 「 早 く 死 ね よ 」 っ て 書か れ て いる も の に し て 。 ど 
う や っ て 敷島 と 向き 合え を ば いい の か わか ら な か っ た の で 、 と に か 
く 自 分 を 追い 込め ば 、 切 羽 詰まっ た 感 が 出る ん じゃ な いか と 思っ 
た ん で す 。 で も それ は 自己 満足 で し か な か っ た し 、 勘 違い だ っ た 
ん で す 。 二 和 の 基 記 E 高 さ ん に 相談 し て みた ら 、 青 木 さ ん も 前 に 
戦争 を Me し た 役 を 演じ た 時 、「 自 分 も 同じ 感じ だ っ た 」 と 言っ 
で VS で 。 ょ り 史 実 だ し 、 当 事 者 に し か わか ら な い 心 の 傷 が ある 。 
We に あたっ て 、 同 じ よ うな 状況 に 置 こ うと し て 自分 を 
追い 込ん だ 。 で も 、 そ れ で 自分 自身 が 崩壊 寸前 に な っ て 、 面 えら れ 
な く な っ て し まっ て 。 そ こと から いろいろ 工夫 し て 、 何 と か 乗り 越 
えた っ て 。 その 話 を 聞い て 、 追 い 込 ん だ か ら と いっ て 切羽 詰まっ 
た 感 が 出る か と いっ た ら 、 そ うじ ゃ な いん だ な っ て 思い まし た 。 

そん な こと を し な く て も 、 例 えば 技術 的 な こと だ っ た り 見 せ 方 だ っ 
た り で 、 十 分 敷島 が 抱 を て いる も の は 観 て いる 人 に 伝わる ん じゃ 
な いか と 。 な お か つ 自 分 の 精神 状態 が ダメ だ と 、 芝 居 に すら な ら 
な い 。 そう 思っ て か ら 、 追 い 込む の を や め ま し た 。 一 つの シー ン を 
演じ る 時 に 、 本 番 ま で 徐々 に 自分 で 気持 ち を 作る よう に し て 、 本 番 
で フル スロ ッ ト ル の 感情 が 出せ る よう に し まし た 。 


ーー 「 生 き て いて いい の か | と いう 自分 へ の 問い 
か け は 、 敷 島 役 の 大 き な テ ー マ で し た ね 。 


冒頭 で 敷島 は 、 特 攻 で き な か っ た こと を 楠 に 「 恥 知ら ず 」 と 思わ れ 
ます が 、 死 ぬこ と が 本 当 の 男気 だ と は 一 枝 に は 言え を ませ ん よね 。 
橘 は 、 当 時 の 日 本 軍 が 教育 し た 思想 に 則っ て 、 敷 島 を 「 恥 知ら ず 」 
だ と 思う ん で し ょ う が 、「 生 きた い 」 と いう の は 人 間 の 本 能 だ と 思 
うん で す 。 敷島 の 中 に は 「 生 きた い 」 と いう 気持 ち が 根 本 に あっ て 、 
そこ は PR Ry だ か ら こ る そ 苦 悩 す る わけ で 。 
戦争 が 終わ っ て 典子 と 出会う こと で 、「 生 きた い 」 の 先 に 何 を 思う 
の か が 、 彼 の 中 で 変わ っ て いっ た 気 が し ます 。 戦時 中 は 「 生 きた い ] 
と 思っ て 、 生 き 残っ て し まっ た 。 それ が 戦後 に は 、「 生 きた い 」 と い 
う 選 択 が 正しかっ た の か わか ら な く な っ て 、 後 悔 に 繋が る 。 で も 
典子 と 出会っ た こと で 、 最 終 的 に 「 生 き て て よかっ た 」 と いう こと 
に た どり 着く ん だ と 思う ん で す 。 


敷島 の 中 に は 「 生 きた い 」| と いう 気持 ち が 根 本 に あっ て 、 
一 貫 し て いる と 思い まし た 。 


ーー 一役 に と 
ぜ で し しょう? 
最初 は 彼女 の 存在 が 面倒 だ と 思っ た で し ょ う が 、 
つれ て 「 何 で お 前 は まだ いる ん だ 」 と 思う 回 数 が 減っ て いっ て 、 い 
つ し か いる の が 当たり 前 の 存在 に な っ て いっ た 。 な お か つ 敷 島 に 
と っ て 、 典 子 は 甘え られ る 存在 だ っ た と 思う ん で す 。 彼女 が いる 
と と で 、 そ れ ま で モノ クロ だ っ た 自分 の 世界 が 、 一 色 、 二 色 と 増 え 
始め て 、 色 彩 鮮 や か な も の に な っ て いっ た 。 それは 自然 な 流れ だ っ 
た けれ ど 、「 新 生 丸 ] の みん な に 「 覚 悟 を 決め 際 コ 博 肌 和 生 区 
れ て 、「 別 に 嫁さん じゃ な い 」 と いう 返し 方 を し た 時 、 

ら 典 子 と の 距離 が 近づい て いる の に 、 自 分 で びっ くり 上 
な いか と 。 気持 ちの 上 で は 、 自 分 は 誰か と 幸せ に な っ て は いけ な 
いと いう の が ある けれ ど 、 彼 女 に は いな く な っ て ほし く な いと い 
う 抗 えな い 本 能 も 一 方 に ある 。 その 本 人 能 と 気持 ちの 葛藤 が 、 典 子 
に 対し て は あっ た よう に 思い ます ね 。 


っ て 、 典子 は どう いう 存在 だ っ た の 


- 緒 に 暮らす に 


ーー [新生 丸 ] の 面々 と の 撮影 の 雰囲気 は ? 
MK の HPE 
船 で の 撮影 初日 、 荒 波 の 中 を 船出 し て いっ た ん で す が 、 も う 吐 き そ 
うに な っ て 。 で も 他 の メン バー は 頑張 っ て いる し 、「 大 丈夫 ?」 っ 
て (山田 ) 裕 買 く ん も 心配 し て くれ て 、 僕 だ け 船 酔 い し て いる わけ 
に は いか な いと 思っ て 。 それで 「 は い 、 カ ッ ト 」 と いう 掛け 声 の 後 
NM 監督 を 見 た ら 、 酔 っ て 船 に 突っ 伏し て いて ( 笑 )。 3 
、 自 分 だ け じ ゃ な いん だ と 思っ て 安心 し まし た 。 本 来 は 
ae こ 撮 影 し た か っ た で すね 。 


ーー [新生 丸 ] の 機雷 で 戦う 場面 や | 震 電 | に 乗っ 
て 戦う 場面 な ど 、 目 の 前 に いな い ゴ ジラ と 戦う 場 
面 は 難し く な か っ た だ た で すか ? 


フィ クシ ョ ン に 立ち 向かわ な く て は いけ な い の で 、 最 大 の 恐怖 と 
いう の を 想像 し な が ら や っ て いま し た 。 恐怖 と いう より ゃ 、[ 死 に 
食べ られ る 」 と いう 感覚 で 演じ まし た 。 本 当 に 命 を 落と すん だ な 
と いう 想い で 、 な る べく いよ うと し た ん で す 。 だ か ら 第 い た り 、 怖 
が っ た り と いう 表現 は 、 と に か く < 薄く な ら な いよ うに 気 を つけ て 
いま し た 。 完成 し た 時 に は すご い VEX が 合成 され る だ ろう か ら 、 
その 映像 と の 温度 差 が 出 な いよ うに と 意識 し て いま し た ね 。 また 
敷島 の 背負 っ て いる も の を 思う と 、「 ワ ーッ ]」 と 声 を 出せ ば いい と 
いう も の で も な い の で 、 ど うい う 表 現 が 的 確 な の か は 監督 と 綿密 
に 話し 合い まし た 。 監督 が すべ て を イメ ー ジ で き て いる の で 、 監 
替 が OK な ら 基 本 的 に OK だ ろう と 思っ て いま し た 。 


ーー プレ ッ シ ャ ー も 感じ た ゴジ ラ 映 画 を 撮り 終 
えた 、 今 の 気持 ち は ? 

まり 規模 が で か いな と 思い まし た 。『 る ろう に 剣心 』】 シ リー ズ も 
大 き な 作 品 で 派手 で し た が 、 ゴ ジラ は 海外 で も 上 映 さ れる と か 。 国 
を 超え る 大 き さ が あっ て 、 特 別 な 作品 だ と 実感 し て いま す 。 
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ン に て 生計 ン を 務 

受賞 重 以 降 』 注 目 の 若 俳優 - 壮 
リ だ ス の ブフ 1 詐 の 条 人 」(19)、 『 思 い 
ECIDD 2 [ジン 仮 箇 ライ LaCOK 『 サ イレ ン 


INTERVIEWW 


ーー ゴジ ラ 喘 画 へ の 出演 を を オファー ほれ だ 時 の 
感想 は ? 


「 東 宝 シ ン デ レラ |」 の オー ディ ショ ン の 時 か ら 、 東 宝 の 会 議 室 に は ゴ 


ジラ の フィ ギュ ア が いく つも 置い て あり まし た し 、 事 務 所 (東宝 芸能 ) 
の 先輩 方 か ら も ゃ ゴジラ 映画 の お 話 を 聞か せ て も ら っ て いた の で 、 お 
話 を いた だ いて 、 他 の 作品 と は 少し 違っ た 感 民 が あり まし た 。 


> た 典子 の キャ ラク ター を 、 どの よう に 
捉え まし た か ? 
最初 に 脚本 を 読ん だ 時 は 、「 あ っ 、 子 ども が いる ん だ 」 と 思い まし た 。 
血 は 繋が っ て いな い に し て も ゃ 、 母 親代わり の 役 と いう の は 演じ た 
こと が な か っ た の で 、 そ こ に 対し て 和 驚 き が あり まし た 。 典子 に 関 
し て は 回 想 シ ー ン が まっ た く な く て 、 彼 女 の 背 景 は 口 で 説明 し て 
いる だ け な の で 、 そ の 部 分 を どれ だ け 想 像 し て 自分 で 作り 上 げ て 
いく こと が で きる の か 。 今 まで 演じ た こと が な い 役 だ っ た の で 覚 
言 も いり まし た し 、 気 合 を 入れ 直さ な きゃ や ゃ いけない と 思い まし た 。 


ー 一 撮影 現場 の 雰囲気 は ? 

KA も NM 
きま し た 。 サク ラ さ ん が 生き 残っ て 帰っ て きた 敷島 さ 

03 本 当 に 現場 の 雰 陸 気 が 変わ っ て 、 み ん 

な の 緊張 感 が 増す の が わか り ま し た 。 山崎 監督 に 「 浜 辺 さ ん は ゴ 

ジラ だ け じ ゃ な く 、 サ クラ さん と 5 戦っ て いく ん だ よ 。 頑張 っ て ね ] 

と 言わ れ て 、 毎 シー ン 緊 張 感 を 持ち な が ら 現 場 に 陥 ん で いま し た 。 


学 さ せ て いた 
ん を 非難 


典子 は 敷島 の 家 に 居候 し ます が 、 役 と 暮 ら 

し て いく うち に 、 どの よう な 変化 が あっ た と 思 
ゅ いま すか ? 
典子 は 登 0 し た 時 、 図 々 し く 押 し が 強い 女性 の よう な 印象 が あり 
ます が 、 実 は 人 間 ら し い 優 し い 面 を 持っ て いま す 。 一 緒 に 住み 始 
め た 頃 は 、 居 候 さ せ て も ら っ て いる 気 ま ず さ が あり 、 最 初 は 敷島 

に 対し て は 家族 や 、 生 活 す る パー トナ ー の よう Meptee 7 
と 思い ます 。 一 緒 に 過ごす うち に 惹か れ 合 っ て いく の で す が 、 
い に 抱 える も の が ある WP 
や が て 典子 は 、 彼 の 幸せ を 願う な ら 自 分 は どう し た らい い の か と 
悩む せよ うに な り 、 後 半 で は 自分 か ら 家 を 出る 決意 を し て 、 強 く 生 き 
て いこ うと いう 意識 へ と 変わ っ て いき ます 。 


ーー「 自 分 に は 生き て いく 資格 が な い 」 と 言う 彼 
に 、 典 子 は 「 生 き 残 っ た 人 間 は きち ん と 生き て い 
くべ き で す ]」 と 言う 場面 が あり まし た ね 

典子 に も 、 子 ども を 預け られ た 時 に 、 自 分 が 責任 を 持っ て 引き 取る 
と 心 を 決め る まで の 葛藤 が あっ た と 思い ます し 、 こ の 状況 か ら 逃 
05 お も 絶対 に あっ た と 思う ん で す 。 彼女 は 明 
子 を 育て る こ 自 分 が 生き る 理由 を 見 つけ て 、 そ れ に し が みつ 
NM せる よう に 生き て きた と ころ が あり 、 そ ん な 


日 本 を 代表 する 伝統 的 な 作品 に 携 わ ら せ て いた だ いて 、 
本 当 に あ り が た い ょ 思っ て いま す 。 


彼女 に は 「 生 き て いく 資格 が な い 」 と いう 敷島 さん の 言葉 に 、 許 せ 
な い 気 持ち が あっ た と 思い ます 。 監督 みか ら 、「 敷 島 さ ん を 説得 する 
時 に は 、 戦 争 で いろ ん な も の を 失っ た 典子 の 悔し さや 底 し み を 、 ち ゃ 
ん と 伝え て ほし い 」 と 言わ れ ま し た 。 


ーー そし て 穫 子 は 銀座 で ゴジ ラ と 遺 過 し ます が 、 
山手 線 の 電車 内 で 宙 づ り に な る 場面 は 大 変 だ っ 
だ の で 洗 ? 
監督 の 脚本 は 映像 の イメ ー ジ を 書い た ト 書 き が 多い の で 、 こ の シー 
ン の 動き が どう な る か は 、 現 場 に 行っ て 確認 し な いと 演技 の 計画 
が 立て られ な いと 思い まし た 。 現場 で 「 こ うな っ て 、 こ う 撮 り ま す ]」 
と 説明 され て 、「 大 丈夫 か な 」 と 思い まし た 。 典子 は 生命 力 が 強い 
女性 で 、 守 る も の が ある か ら 火 事 場 の バカ カカ が 出る ん だ と 自分 に 
RNN 和義 放 eb 所 m 
車内 の 座席 な ど に 掴ま っ て いる 感じ を 出す 予 の で す が 、 
それ だ と 腕 へ の 体重 の か か り 方 で 本 当 に ぶら 下がっ て いる の か ど 
うか が わか っ て し まう の で 、 命 綱 は つけ て いま す が 、 ほ ぼ 自 力 で ぶ 
ら 下 が っ て いた ん で す 。 あと は 自分 の 筋肉 と の 相談 で し た が 、 腕 
が ちぎ れる か も し れ な いと 思い まし た ( 笑 )。 で も アク ショ ン 部 さ 
ん と 動き を 合わ せ て 、 典 子 に な りき っ て 火事 場 の バカ カカ を 出し て 
乗り 切り まし た 。 


ー 一 実際 に は 目 の 前 に いな い ゴ ジラ と 芝居 を す 


る の は 上 難しく な か っ た で すみ か ? 
最初 に 監督 と 、「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 大 怪獣 頂上 決戦 」 を 見 学 に 行っ 
お CGNSIS221D03 和 は 
より 想像 し や すく な り ま し た 。 た だ 6 で 「 遠 くに ゴジ ラ が いま す ] 
と 言わ れ て も 、 ど れ く らい 遠く に いる の か 、 危 機 感 の レベ ル を 表現 
する の が 難し か っ た で す 。 PP 
か ? 1 と 確認 し 合っ て 必死 に や っ て いま し た 。 それから 逃げ る 和 群 
衆 を 演じ た エキ スト ラ の 方 々 が 本 当 に プロ で 、 監 督 に 「 逃 げ け ま どっ 
て くだ さい 」 と 言わ れる と 、 最 初 か ら 全速 力 で 走っ て 、 転 ん で も 「 全 
然 大 丈夫 で す 」 と いう 感じ で 、 皆 さん 気合 が 入っ て いま し た 。 


ラ 喘 画 へ の 出演 を 終 を て 、 ど ん 
寺 の わ 1 し だ た か? 
撮影 し て いる 時 に は 、 ゴ ジラ は 恐怖 の 対象 で あっ て 、 こ ん な 怖い も 
の が 来 た ら どう な っ て し まう ん だ ろう と 想像 し て いた ん で す 。 で 
ゃ 完成 し た 映画 を 観る と 、 ゴ ジラ は た また ま 陸 に 上 が っ て き て 、 振 
り 返 っ た り し て いる だ け で 、 そ れ な の に みん な の 敵 に され て いる 
ん だ と いう こと に 気がつき まし た 。 謎 が 多い 存在 で 、 ゴ ジラ は ど 
うい うこ と と を 考え て いる ん だ ろう と 思っ た ら 、 作 品 に 見 入っ て し 
まい まし た 。 音楽 や 嘱 き 声 に 迫力 が ある の で 、 観 て いて 鼓動 が 高 
まる 感じ も ゃ あっ て 、 や は り ゴ ジラ 映画 は 観る 側 の 気持 ち を 満た し 
て くれ る も の が ある な と 思い まし た 。 今 は 怪獣 映画 が 少な く な っ 
て いま す が 、 日 本 を 代表 する 伝統 的 な 作品 に 携わり ら せ て いた だ いて 
本 当 に あり が た いと 思っ て いま す 。 


③ 居 中堂 
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ーー 一 目 の 前 に いな い ゴ ジラ を 相手 に 芝居 を する 難し き は ? 


あそこ て で 水鳥 は 、「 明 日 死ん で 


て い 


僕 は オー ディ ショ ン で の 決定 で し 
た が 、 山 崎 貴 監督 の 作品 に 携わり た 
いと 以前 か ら 思 っ て いて 、 作 品 が 何 
な の か を 知ら され ず に オー ディ ショ 
を 受け た ん で す 。 台本 を 渡さ れ た 
時 は 、「 戦 争 あ の か な 」 と 思い まし た 
が 、 後 日 合格 し た と いう 知ら せ を 受 
け て 、 そ の 時 初め て ゴジ ラ 映 画 だ と 
わか り ま し た 。 僕 は 子ども の 頃 、『 ゴ 
ジラ VS キン グ ギ ドラ 』 な ど ゴ ジラ ・ 
シリ ー ズ を た くさ ん 観 て いま し た し 
特に 『 ゴ ジラ VS デス トロ イア 」 は デ 
スト ロイ ア が か っ こよ く て 大 好き 
で し た か ら 、 馴 染み の ある シリ ー ズ 
に 参加 で きる 嬉し さ が あ り ま し た 。 


京 リ ベン ジャ ー ズ 』 シリーズ (21・23)、 


IINTERVIEW 


* も や いい]」 と 覚悟 を 決め て いた と 思い ます 。 野田 さん は 
よう に し た い 」 と 後 で 言い ます けど 、 あ の ゴジ ラ と 相対 し て 、 運 良く 生き 
る 。 そこ まで 人 覚悟 を 決め て 説明 会 に 臨め 
僕 は や っ て いま し た 。 と ころ 


め ば 、 艇 長 に も 認め て も ら え る 


が 艇 長 に 、「 お 前 は 、 連 れ て いか な い 」 と 言わ れる 


fh 輸 
十 上 6 計 」2/EX) て で 俳優 
四 議 庫 鐘 人 」(17)、「 あ の 頃 、 
手 の 寺 計上 面 出 泊 作 に 、『 東 
『 耳 を すま せ ば 』『 ブ ラッ 


(23) な ど が ある 


用 き 家族 (18) など 話題 人 
燃え よ 剣 』(21)、『 余 命 10 年 』 


クナイ トバ パレード 有 本 夜 、 鳥 た ち が 嘩 く 』(22)、『 キ ング ダム 運命 の 炎 


| 水島 は 今 今 現在 の 戦争 を 知ら な い 人 た ち を 


| 休 役 し た キャ ラク ター だ と 思い まし だ た 。 


ー 一 演じ た 水島 四郎 は 、 
同和 
山崎 監督 か ら 、 水 島 *、 戦 艦 や 戦闘 機 の 名 前 
われ まし た 。 世代 的 に 子ども の 頃 か ら 戦 争 に 行き た いと 思っ て いた 子 で 、 彼 が 機雷 の 掃海 作戦 に 参加 
90 人 II の SE 
秋津 さん に 可愛 が られ て いて 、 ノ リ も いい し 性 格 も 明る い 男 で す が 、 本 当 の 戦争 の 怖 さ を 知ら な い 。 戦 
争 を 自分 で 体感 し て いな いか ら 、 軽 口 を た を た いて し まう ん で すけ ど 、 そ ん な 水島 は 今 現在 の 戦争 を 知 
ら な いす べ て の 人 た ち を 象徴 し た キャ ラク ター だ と 思い まし た 。 


ま 軍国 少年 を 聞い た だ け で テン ショ ン が 上 が る 男 だ と 言 


ゴジ ラ と 章 過 し て 麗人 を 問 近 に 感じ らん で すね 。 
「 新 生 丸 」 に 乗っ 目 の 前 に し た 時 、 あ ん な に 戦争 に 行き 
す ほ ど 居 が る 。 台本 に は な か っ た で すけ ど 、 あ の 時 自分 か ら 倒 れ 込 
この 時 水島 が 味わっ た 本 当 の 絶望 と いう の は 、 戦 争 に 置き 換え る 
る よう に 見 えれ ば いい な と 思い まし た 。 


た いと 思っ て いた 水島 が 、 腰 を 抜か 
0 PAN 


こと も で きる し 、 そ れ を 体現 し て い 


CD ジラ を 


僕 は ゴジ ラ 映 画 の 中 で も 、 デ 
スト ロイ ア や メガ ギラ ス な ど 、 


EE 
と ど 


これ だ よね 」 と いう 
も の に な っ て いる と 思い ます 。 
また VFX 技 術 も 素晴らしく 
て 、 そ うい う 意 味 で 世界 に ゃ 


- 人 の 犠牲 者 も 出さ ラ っ て 、 
て 帰っ て 来 ら れる わけ が な いと 彼 は 思っ 


ん じゃ な いか と 。 そん な 想像 を し て 


な い 


。 艇 長 は 親心 や あっ て そう 言っ 


集団 で リア クシ ョ ン を 合わ せる の が 難し か っ た で すね 。 例え ば ゴジ ラ が 振り 返っ た と し て 、 そ こ で 「 エ ッ | と FI ヴィ ラン 側 の 怪 貞 に 若 か れ る 
驚く 時 。 そこ か ら 向 か っ て くる ゴジ ラ が 、 手 を 伸ばし て くる の か 、 し っ ぽ を 振る っ て くる の か で 、 向 い て いる か 傾向 が か ある ん で す が 、 ゴ ジラ 
MM て は ヴィ ラン の 魅力 だ け で な く 
Ge だ 生 る ? 」 と 話し 合い な が ら や っ て いま し た が 、 有 芝居 を どう 組み 立て る の か が 難し か っ た で す 。 で 人 人 間 の た め に 戦っ て くれ る イ 
MI68 の ee ほし か っ た で す 。 ま へ メー ジ ゃ も あっ て 、 今 まで いろ 
た さ ん な 側面 を 見 て き きま ル 頑 。 人 
ーー その 後 、 水 鳥 は 「 巨 大 生物 圭 策 説明 会 ] に も 参加 し 、 対 ゴジ ラ 戦 に 臨 も うと し ます ね 。 か で 回 は 原点 回 帰 と いう か 、「 ゴ ジ 
/ 
・ の 
ゴ 
2 
ング 
喘 
画 


た と 思い ます が 、 対 ゴジ ラ 戦 の 日 に 死ん で も いい と 覚悟 し た 水鳥 に 


けが あっ た と 思い ます 。 


崇 


発信 で きる ゴジ ラ 映 画 が で 
た と 思い まし た 。 


は 、「 何 で で すか ! 」 と いう 悔し さと 慎 り だ 


9c(" 


PROFILE | 1980 年 生ま れ 、 大 阪 府 出身 

説 「 も ちりとてちん 」(07ー08)、「 カ ムカ ム エ ヴ リ 
マ ィ 「 通 馬 伝 」(10)、「 平 清盛 」(12)、| 西 卿 ど 
映画 「 る ろう に 全 心 』」 シ リー ズ (12・14・21) な ど 


の 最新 作 、 マ ・ ド ン ソ ク 主 演 


で は メイ ン キ ャ ラク ター と し て 出演 。 バ 


ン MC を 李 め て いる 


INTERVIEW 


ーー ゴジラ 映画 へ の 出演 を オフ ァ ー を られ た 時 の 感想 は ? 
役 を 聞い た 時 に 、 
と 思い まし た 
で いた 世代 で すか ら 。 


超大 作 で も あり ます し 、 

る の は 大 き な 意 味 が ある 
ゴジ ラ の お ゃ も ちゃ で 遊ん 
り ま し た ね 


ーー 一 演じ た 橘 宗 作 は 冒頭 で 、 敷 島 に 忘れ られ な い 記 憶 を 残 


す 役 で すね 。 


(18) 、「 鎌倉 殿 の 13 人 」(22)、 
大 ヒッ 
犯罪 都市 NO WAY OUT 


E な 出演 作 に 


バディ 」(21)、NHK 大 


ラ エ ティ 番組 「 ラ ラ 


、NHK 連 を 


ト 韓国 映画 シ 
(24 年 初春 公開 予定 ) 


FE] で は メイ 


続 テ レビ 小 


河 ド ラ 


リー ズ 


| 避 島 を 生還 さき せる こと が 、 棋 に と っ て 
| 戦争 を 終わ ら せ る こと に 上 繋が っ て いる 気 が す る ん で す 。 


橘 は 敷島 と 同じ タイ ミン グ で 県 内 雑 と ! 
翻 非 さ れ て 影響 を 受け る キャ ラク タ 


と 会 うま で どん な 人 生 を 歩ん で いっ た の か を 、 あ る 


いけ な いと 。 そし て 再会 し た 敷 」 


の か が 大 切な の だ と 思い まし た 。 


や り 方 が 卑劣 で すか ら ね 。 大 戸 
島 の こと で も 許せ な い の に 、 そ 
の アプ ロー チ の 仕方 が 許せ な い 。 
そこ で 彼 は 、 す べ て の 思い を 怒 
り に まかせ て ぶつ ける ん で す 。 
で も この 再会 が あっ た か ら 、 楠 
の 中 で 止ま っ て いた 時 間 が 再 
び 動 き 出し た の も ゃ 事実 な ん で 
す 。 も ゃ し か し た ら 敷 島 は 橘 の 中 
で も 終わ っ て いな い 戦 争 に 、 こ 
の 作戦 に 参加 させ る こと で 区 
切り を つけ させ よう と 
いた の か も し れ な い 。 そこで 二 
人 は 共鳴 し た 部 分 が ある と 思 
て いま す 


思っ 


島 に どう いっ た 態度 で 、 


UBSI2i 


っ 枕 , い 下層 旨 許さ m で の Sr 誤 い 


レ 


ゴジ ラ ( 県 陥 維 ) 
ゴジ ラ 映 画 は 子 と 
最 影 の 仕方 に も ゃ すごく 関心 が あ 


1 ノミ 


会う 。 


これ が 米 軍 の 押 撃 で 、 自 分 が 率い る 小隊 全員 が 亡くな っ 
た の で あれ ば 、 ま た 話 は 違っ た と 思い ます が 、 遭 遇 し た 時 

“県 箇 維 ” と いう 認識 も なく 、 恐 竜 の よう な 生物 が 現 
れ て 全滅 させ た と 。 その 事実 を 楠 は どう 処理 し て 
いい の か 、 心 の 整理 が つか な か っ た と 思う ん で す 。 この 


ぱふ 


) と 対 財 す る シー ン が あ 
“や も の 頃 か ら 観 て いた し 、 


WM 
の 


5 
四 


体験 を 話し て も 、 誰 も 信じ て くれ な いと 思い ます し 。 だ 
か ら 敷 島 と は 、 体 験 を 共有 し て いる と いう 部 分 で は 、 薄 
が っ て いる と ころ が ある と 思う ん で す 。 そ れ で 「 お 前 が 


品 m ざ ら 葉 選 喜 


2 軸 た な か っ た か ら だ 」 と 敷島 を 責め て 、 す べ て 彼 に 走 任 

い に 転嫁 する こと で 、 整 理 が つか な い 自 分 の 心 を し まい 込ん 

そこ か ら 、 彼 と 同じ よう に 人 生 を 3 で し まっ た 。 そう し た こと で 、 彼 も きっ と 戦後 は 苦し ん で 、 

で すか ら ね 。 脚本 を 読ん で 、 PP か 敷島 と 同じ よう Me PWM 々 を 過ごし て いた 。 敷島 
ユ 度 想像 し て 表現 し な く て (! 4 に は 典子 と いう 拠り どこ ろ に な る 人 が いま し た が 、 監 叔 

どん な 距離 感 で 向き 合う か ら 橘 は 家族 を 失っ て いる と 培 0 て いま し た か ら 、 話 せ 


部 山 小 。 ば 中 党 部 混 


1 
】 


1 


4 半 衣 当ら 司 


MM に 


る 相手 も いな く て 、 辛 い 数 年 を 過ごし て いた と 思い ます ね 


ーー 敷島 は 「 震 電 ] に 特攻 する 覚悟 で 乗り 込み ます が 、 橋 は 機体 に 脱出 装置 を 
装着 する 。 憎い は ず の 相手 を 、 助 け よ うと し た 心理 は ? 

それ は 「 岩 電 」 を 整備 する うち に 、 橘 の 時 を 動か し て ちゃ ん と 戦争 を 終結 させ よう と し た 、 敷 鳥 の 気持 
ち を 感じ 取っ た か ら だ と 思い ます 。 別に 優し さ で は な いと 思い ます が 、 お 前 が そう いう 意思 表示 を す 
る な ら 、 俺 も お 前 に 戦争 の 終わ ら せ 方 を 提示 し よう と 。 それ が あの 脱出 装置 だ っ た と 思い ます 。 彼 自身 、 
大 戸島 で 整備 兵 を し て いた 時 、 特 攻 を 手助け し て いた こと に 発 加 感 が あっ た 。 その こと ゃ 戦後 引き ずっ 
て きた と 思う ん で す 。 敷島 は 憎い 相手 で は ある けれ ど 、 と 生き て 返す こと で 、 彼 な り の 
罪滅ぼし が で きる と いう 想い が あっ た と 思う し 、 敷 島 を 生 選 させ る こと が 、 楠 に と っ て 戦争 を 終わ ら せ 


る こと に 繋が っ て いる 気 が す る ん で す 。 


こい つ を ちゃ ん と 


ーー 「 恩 電 ] は 、 こ の 映画 の も う 一 人 の 主役 で も あり ます ね 。 


実物 大 の | 岩 電 」 を 組み 立て と ころ も 拝見 し まし た が 、 や は り 幻 の 戦闘 機 が 目 の 前 に ある 
の は 興奮 し まし た ね 。 橘 も また 、 あ の 戦闘 機 に 触れ て 整備 が で きる と いう こと に 、 整 備 士 と し て の 興奮 
が あっ た と 思い ます 。 この 映画 は 、 ゴ ジラ は も ちろ ん 見 も る の で すけ れ ど 、 動 く 「 岩 電 」 が 観 ら れる 


の も 見 どこ ろ の 一 つ だ と 思い ます よ 。 


4 と いう 


と いう 


PA ーッ "人 


因 PROFILE | i970 信 拓 壮 、 埼 玉 県 出身 。 印 後 と で 『 八 つ 墓 村 」(77) で 映画 デ 


出さ れ 、「 男 は つら いよ 浪花 の 恋 の 寅次郎 」(81) 以降 の リー ズ に 
三 華 目 の タ 日 』 シ リー ズ (05*07:12) で は 、 日 本 アカ デミ エ 賞 


、『 峠 最後 の サム ライ 』『 川 っ ぺり ムコ リッ タ 』『Dr. コト ー 診 療 所 』(22) 、 


野田 に 感情 移入 し て 映画 を 観る と 、 
INTEKVIEW また 違っ た 見 方 が で きる か も し れ ま せん 。 


今 | 不思議 な 感じ が し まし た 。 僕 が 『 男 は つら 、 1 3 還 
回 いよ 』 シ リー ズ に 出 て いる 時 、 同 時 期 に ゴ ーー 汽 じ た 野田 健治 は 、 戦時 中 に 武器 を 開発 し て いた 技術 屋 で すね 。 
ジラ 映画 が 公開 され て いる 時 代 が あり ま 最初 に 監督 か ら 、 大 学 に 入っ て メカ 作り に 興味 を 持っ て 、 独 り 身 で ある と いっ た こと が 書か 
ジ し た し 、『 男 は つら いよ 」』 MY れ た 野田 の 履歴 書 を も ら っ て 、 学 CSMEMM けれ ど 物 作り が 好き な 人 だ ろう な と 。 それと 
ラ の 祖父 役だっ た 志村 卒 さん は 、 第 1 作 の 山 敷島 に 、「 私 も 戦争 の 頃 を 思う と 、 眠 れ な く 4 MM り ま す 」 と 言う シー ン が あり ます が 、 
喘 根 博 士 で すか ら ね 。 AA で お 話 を いた だ い 彼 に は 、 海 軍 工 厳 で 自分 が 開 し た 武器 を 背負 っ て 亡くな っ た 人 た ち へ の 想い が ある ん だ 
で た 時 、 思 わ ず 「 博 士 の 役 で すか ?」 と 聞き ろ うと 。 最後 の 方 で 、「 こ の 国 は 命 を 粗 人 TSN 皇 
す まし た 。 それと 第 1 作 を 監督 し た 本 多 猪 四 は 絶対 に いけ な いと いう 想い が ある と 思う ん で す 。 自分 が 作っ た も の が 平和 の た めで は な く 、 
ね 郎 先 生 は 、『 八 月 の 狂詩曲 』 の 時 に 演出 補佐 戦い に 使わ れ て し まっ た こと に 対す る さ を 、 嫌 と いう ほど 感じ た 人 物 で し ょ うか ら 。 


で 入ら れ て いて 、 現 場 で 先生 に は よく し て 


いた だ いた の で 、 不 思 議 な 縁 を 感じ まし た 
ょ サテ リー) 幸人 と み m ロ ナー Tr 
お 話 を いた だ いて 、 最 初 に 西武 園 ゆ うえ ん だ だ 。 彼 に は 字 者 的 よ 面 も あ り ます よね 。 


0 


ち へ 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 大 怪獣 頂上 決戦 」 ゴジ ラ が 放射 熱線 を 吐く 場面 で 最初 、 僕 は 驚く 顔 を し て いま し た が 、 監 督 に 「 野 田 に は 、 ち ょ 
を 観 に 行っ た ん で す 。 そ の ゴジ ラ の 凄 さ に と 笑っ て VM 1 りら を 見 た と 
圧倒 され て 、 ア トラ クシ ョ ン が 終わ っ た 後 、 いう 喜び が 、 そ こ に は ある ん じゃ な いか と 。 た だ 和 く の で は な く 、 ど こ か 冷静 に 状況 を 見 て い 
近く の ベン チ に 1 時 間 く らい 座っ て 、「 あ の る か ら こ そ 、 ゴ ジラ が 放射 熱線 を 続け て 貴 寺 9 と に 気づく と 思う ん で 
ゴジ ラ を 倒せ る ん だ ろう か ?」 と 果 然 と し 
0 「 新 生 丸 ] で の 撮影 は 、 監督 は 脚本 の 最後 に “ 神 殺し "と 書い 枯 目 
荒波 で 大 変 だ っ た そう で すね 。 て いた ん で す 。 ゴ ジラ が 光 に 包ま れ い 
僕ら より も ゃ も 、 ス タッ フ が 大 変 だ っ た と 思い ます 。 撮影 の 柴崎 幸三 さん は 、 腰 を 縄 で 縛っ て 身 を 乗り て 神々 し く 内 部 崩壊 し て いく 次 に 、 あ 
出し て 、 揺 れる 船 の 上 で モニ ター を 見 な が ら カ メラ を 回 し て いま し た か ら 、 あ の 気迫 を 見 た ら こ ち 思わ ずみ ん な が 敬礼 する 。 そ の “ 本 り 
ら は 弱音 を 吐 け な いで す よ 。 僕 ら 俳優 NVAUBR し "と いう 部 分 に 行け さえ すれ ば ま 
た の で 、 へ アメ イク の 宮内 三千代 さん も メイ ク 以 外 の 仕事 を や っ て くれ た り し て 。 皆さん の 気合 を い の か な と 。 AN す 
現場 で 感じ まし た 。 負っ て し まっ た 野田 の よう な 人 た ち か 


、「 俺 を 倒す こと で 、 お 前 た ち は 生 
きろ 」 と 教え に 来 た 神 の よう な 存在 で 、 


ーー 野田 は 状況 説明 する 役 で も あり ます ね 。 ゴジ ラ を 倒す こと で どこ か 登場 人 物 


mw で 且 症 NLUS 思 滑 


だ か ら 説 明 台 詞 が 多い ん で す 。 | 巨大 生物 圭 策 説明 会 」 の 場面 で は 、100 人 を 前 に 作戦 を 延々 と 説明 た ち は 救 われ た よう な 気 が し て 。 そ 
する 。 それ を 監督 は け で きる だ け 、 早 口 で お 願い し ます 」 と 言う ん で す 。 で も 観 て いる 方 に 理解 され う 思 うと 、 ゴ ジラ が か わい そう に な 
な いと いけ な いで すか ら 、 た だ 早く し ゃ べ れ ば いい と いう も の で も な い 。 それで あの 場面 を 撮影 す り ま し た ね 。 

る 時 は 前 乗り し て 、 監 督 に お 芝居 の 稽古 を 事前 に 観 て も らい まし た 。 野田 は 状況 説明 を する と 同時 
に 登場 人 物 の 気持 ち を 流 み 取る 役 で も ある の で 、 彼 に 感情 移 人 し て 映画 を 観る と 、 ま た 違っ た 見 方 


が で きる か も FN 


空襲 で 家族 を 矢 っ た 女性 。 
敷島 宅 の 隣 に 住む 。 


PROFILE | 1986 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。『「 百 円 の 恋 』(14) 、「 万 引き 家族 』(18) で 


日 本 アカ デミ ー 賞 最 優秀 主演 女優 賞 を 、 あ る 男 』(22) で 同 賞 最 優秀 助演 女優 賞 を 


受賞 。 NHK 連 続 テ レビ 小説 「 ま ん ぶ く 」(18 て 19) で は ヒロ イン を 務め た 。 近年 の 
映画 出演 作 に 、『DESTINY 鎌倉 あの が た り 』(17)、『 人 怪物 」(23)、『BAD LANDS 


バッ ド ・ ラ ンズ 』『 ゆ と り で す が な に か イン ター ナシ ョ ナル 』(23) な ど が ある 


4 


浴 子 は 日 々 、 生 きる こと と 聞い な が ら 
INTERVIEW | 造 こ し て い ぅ 女性 だ と 思い まし た 。 


ーー ゴジラ 映画 へ の 出演 を オフ ァ ー ほ され だ 時 の 感想 は ? 


オフ ァ ー を いた だ いた の は か な り 前 な の で す が 、 そ の 頃 私 は 、 自 分 の 家庭 の 中 に いる こと に 比重 を 置い て 
いた ん で す 。 で も ゴジ ラ に 出会う こと は な か な か な いな と 思い まし た し 、 山 崎 監 督 と ご 一 緒 で きる こと が 
嬉し か っ た で す 。 山崎 監督 と は 2015 年 に 、 北 イタ リア の ウデ ィ ネ ・ フ ファー イースト 喘 画 祭 で 初め て お 会 い 
し まし た 。 私 は 主演 し た 『 百 円 の 恋 』 と 『0.5 ミ リ 』 が 上 映 さ れる の で 参加 し て お り 、 監 督 も 『 寄 生 獣 』 二 部 作 
の 上 映 の た め に いら っ し ゃ っ て いて 。 私 は あま り 商 業 映画 に 縁 が な い 時 期 で し た か ら 、 い つか 山崎 監督 の 
作品 に 出 ら れる こと が あっ た らい いな と 思う よう な 、 憧 れ の 存在 で し た 。 その 時 に 監督 や 皆さん と いい 時 
間 を 過ごし て 、 最 後に 「 い つか 、 出 て ね 」 と 監督 が 言っ て くれ た ん で す 。 海外 の 映画 祭 は ずい ぶん 行か せ て 
いた だ きま し た が 、 こ の 時 の 映画 祭 は 特に 印象 に 残っ て いる ん で す 。 その 後 、『DESTINY 鎌倉 も の が た 
り 」 で 初め て ご 一 緒 し まし た が 、」 度 PVA 頃 で 、 出 産前 に 出演 し た 最後 の 作品 が その 
映画 だ っ た の で 想い 出 深く て 。 山崎 監督 は 私 の 大 切な 場面 で めぐ り 会 う 特 別 な 存在 な の で 、 ま た 仕事 が で 
きる こと が 楽し み で し た 。 


と と ころ どこ ろ し か 出 て こと こない 
役 で すか ら 、 そ の 出 方 が 難し 
特に あの 初日 は 
難し く て で て 、 気持 ちの 上 で テン 
ショ ン を 上 げ て “傾く "必要 が 
ある の で 緊張 し まし た 。 最初 
こ < 脚本 を 読ん だ 時 か ら 、 あ の 
了 面 で は 凄く 嫌 な 奴 、 憎 た ら 
し い 奴 と いう 感じ を 出さ な く 
て は いけ な いと 思い まし た か 
, た だ 敷島 役 の 神木 さん も 
監 に も 穏やか な 人 柄 な の で 、 
現場 自体 に は と て も 素敵 な 空 
気 感 が あり 和 し た 。 あの 時 、 私 
は 手拭 い を 持ち な が ら 敷 島 と 
話す ん で す 。 そ の 時 の 手拭 い 


AS ぴ は SW 語 醒 蘭 


0 


太田 港 子 は 敷島 の 隣 の 家 に 住む 女性 で 、 
戦争 で 息子 を 亡くし て いる ん で す よ ね 。 


あま り 生 活 の 部 分 が 出 て こない 映画 の 中 で 、 澄 子 は 生活 の 匂い を させ る 役 だ と 思い まし た 。 この 映画 は そ 


れ ぞ れ の “生き る "と いう 気持 ち を 描い て いま す が 、 澄 子 は 、 戦 うこ と に よっ て 生き よう と する 男性 陣 と は を 使う や り 取 りや 、 撮 影 前 に 

違っ て 、 日 々 、 生 きる こと と 聞 い な が ら 過 ご し て い 人 だ 重い きり し 混 。 泥 の 中 に 入っ て 衣裳 を 汚す な 
ど 、 自 分 か ら ア イデ ア を 出し 
ま し た ね 。 


敷島 や 典子 、 明 子 に 対 
し て 、 自 分 の 経験 や 状 
況 を 踏ま えて 、 彼 ら へ 
情 を 和 す ナ て いく ん で 
す 。 特に 明子 に 対し て 
は 、 彼 女 の 存在 が あっ 
た か ら 、 子 ども を 失っ 
た こと な どの 気持 ち 
を 、 少 し ずつ 整理 で き 
る よう に な っ て いっ た 
ん だ と 思い ます 


ーー 明子 を 預かる 場面 も あり ます ね 。 

赤ちゃん 時 代 の 明子 と 一 緒 の シー ン も あり まし た か ら 、 い か に 彼女 と うま く や っ て いく か は 気 を 遣い まし た 。 
私 自身 も 母親 で すし 、 以 前 朝ドラ 「 ま ん ぷく 」 を や っ た 時 に も ゃ も 、 ち びっ 子 た ちと 接する 機会 が の 多かっ た の で 、 こ こ 
は 頑張 り ポ イン ト だ な と 。 で すか ら 赤 ん 坊 の 明子 が 泣き 出し て も 、 他 の 人 に 任せ ず 、 何 と か 自分 で 泣き 止ま せよ 
うと か 、 撮 影 上 どう 映 れ ば 一 番 い い 状 態 な の か も 意識 し な が ら や っ て いま し た ね 。 


NN 


誠に (VI に 
ぶ 党 琉 本 と 守 落 宮 半 池 


ーー 吊 演 し た シー ン 以 外 も 現場 で ご 覧 に な り ま し た か ? 
並行 し て 是枝 裕和 監督 の 『 怪 物 」 を 、 長 野 県 で 撮影 し て いた ん で す 。 そ ぅ し た ら 長 野 で 「 巨 大 生物 時 策 説明 会 」 の 
場面 を 撮る と 聞い て 、 見 学 に 行き まし た 


秋津 浴 容 


に わ 夢 の 陣 』 


INTIERVIEW 


ゴジ ラ 映 画 は 、 も ちろ ん 
何 本 か は 観 て いま すけ れ 家族 や 仲間 を 戦争 で 失っ 
ど 、 自 分 が それ に 出る と と 呼ぶ 水島 の こと ゃ 、 
は 考え た こと が な か っ た 
で すね 。 た だ 、 東 宝 ス タ 
ジオ へ 行く た びに 、 入 り 
1 に ある ゴジ ラ の 銅像 を 
必ず 見 て いま すか ら 、 彼 
と 共演 する の は どう いう 


感じ な ん だ ろう と 興味 を 


こ は ち ゃ ん と 生き て いっ て 


その 日 の 空模様 、 風 の 強 さ 、 
は いい の に 風 が 強く て 


| N ざ 紀 裕 S/ 胡 NL 一 一 


我 が 事 の よう 


ーー 「 新 生 丸 | の 海上 シー ン は 、 
波 の 高 さ に よ 
出航 で き な い こと も あり まし た 。 


し 、 氷 都 府 出身 。 内 学 在 学 中 か ら 削 団 「 選 


E。 2000 年 、NH 
肉 画 、 舞 褒 と 幅広 く 
質 優秀 主演 男 
シャ イロ ッ ク の 子供 た ち マイ ホー ム ヒ ー ロ ー 


(23)、『 映 画 


(24 年 春 公開 予定 )】 な ど が ある 


家族 や 仲間 を 戦争 で 失っ て きた 男 な ん だ ろう な と 。 


だ か ら こ そ 敷 島 と 典子 の こと を 


に 思っ て い 60 


ー 一 演じ た 秋津 は 「 新 生 丸 | の リー ダー で 、 戦 争 を 生き 残っ て きた 男 で すね 。 
て きた 男 な ん だ ろう な と 。 だからこそ 
部 下 を 失っ て きた 経験 が あ 
させ な いと 秋津 は 言い ます けれ ど 、 そ れ は 一 番 身 近 に いて 成長 を 
いな い の は 幸せ な こと な ん だ と 。 だ か ら お 前 は 余計 な 戦闘 に 出向 いて : 
ほし いと いう 想い が 秋津 に 


を 敷島 と 典子 の こと を 我 が 事 の よう に 思う し 、“ 小 僧 " 
対 ゴ ジラ 作戦 に 参加 

、 お 前 が 戦争 を 経験 し 

未来 ある 命 を 


そ 大 事 に 思っ て いる 。 後半 で 水島 を 
喜ん で いた 水鳥 に 対し て 

に 傷 を 作る 必要 は な い 。 
は あっ た ん だ と 思い ます ね 。 


る か ら こ 
を 、 水 島 
撮影 時 に 悪天候 が 多く て 大 変 だ っ た よ う で すね 。 


っ て 出航 で きる か どう か が 決ま る ん で す 。 支度 部 屋 で 待機 し て いて 、 天 気 
出航 し て も 海 が 荒れ て いて 、 丁 度 い い 状 況 に な る こと は 何 


8 持ち まし た 。 そ れ と 、 山 度 も な い 。 だ か ら 撮 影 現場 に 着い た ら 、 す ぐ 本 番 を 回 す と 言わ れ て 、 焦 っ た こと も あり まし た 。 我々 は ゴジ ラ と 戦っ 
来 崎 組 に は 初 参加 で し た の て いる ん で すけ れ ど 、 天 候 と も 戦っ て いて 、 自 然 の 方 が ゴジ ラ よ り 強 い ぞ と 感じ まし た 。 波 で 船 が 揺れ て 、 僕 は 船 の 
な たる うだ P れ どす - 番 高い 部 分 に 乗っ て いま し た か ら 特 に 播 れ が ひど く て 、 い っ ぺん ダウ ン し か けた 時 が あっ た 。 メ イク さん が 倒れ 
の や り が い の あ る 現場 に 呼 て メイ ク な し で 撮影 し た こと も あり ます 。 僕 ら の 船 と 監督 船 、 撮 影 船 、 救 助 船 で 海 に 出る ん で す が 、 僕 ら が 演技 し て 
指 ん で いた だ けた な と 。 そ いて 、 ふ と 監督 船 の 方 を 見 る と 、 監 督 が ダウ ン し て いる ん で す 。 監督 は 撮る 時 だ け 何 と か 起き て 、「OK」 を 出す と ま 

の 二 つ に すご どく 惹か れ て 、 た ダウ ン す る と いう 感じ で し た 。 人 他 に も 何人 か バタ バタ 倒れ て いき まし た か ら 、 そ ん な 経験 を し た お か げ で みん な 


・ や 完 


お 引き 受け し まし た 。 戦友 に な れ ま し た ね 。 


ーー そう いう 撮影 を 乗り 越 を た か ら か 、 対 ゴジ ラ 作 
戦 に つい て 「 新 生 丸 ] の 4 人 が 居酒屋 で 話す 場面 は 、 
和やか な 雰囲気 が 出 て いま し た ね 

あそこ は 大 事 な 場 面 だ と 思い まし た 。 野田 が 考え た 作戦 が 穴 だ ら け だ 
と いう の は 、 お そら く 和 観客 も 感じ て いる と 思う ん で す 。 だ か ら こ そる 劇 
前 
だ と 思い まし た 。 それ も ここ で は 、 お 客 さ ん に 笑っ て も ら わ な く て は 
いけ な いと 思っ た ん で す 。 この 映画 を エン タメ と し て 良く 見 せる に は 、 
感情 は リア リティ で 芝居 を 作る けれ ども 、 ゴ ジラ を 取り 巻く 非 現実 的 
な 設定 に 関し て は 、 ど うす れ ば 観客 を 作品 世界 に 引き 入れ る こと が で 
きる か を 考え な く て は いけ な いと 感じ まし た 。 だ か ら 僕 は 明る め に ガ 


ン ガ ン ツ ッ コ ん で 、 話 し 合い を 進め て いっ た 方 が いい と 思っ た ん で す 。 


了 時 0 て 組ん だ 山崎 避 督 の 印象 は ? 

分 で 脚本 を 書い て いる 監督 は 「 そ ん な バカ な 」 と いう 風 に 、 自 分 の 本 
に ツッコ みな が ら や っ て らっし ゃ る ん で す よ 。 あの 「 新 生 丸 ] で ゴジ ラ に 立 
ち 向 か うな ん て 、 本 当 な ら あ り 得 ませ ん か ら ね 。 そ れ で いて 現場 が テン パ る 
と いう こと と は まず な く て 、 あ れ だ け 大 変 な と と を や っ て いる の に 、 
楽し い 現場 で し た 。 


の に 、 
穏やか で 


ーー 完成 し た 映画 を ご 覧 に な っ た 感想 は ? 

初 号 試写 を 観 終 わっ た 時 、 席 か ら 立 て ませ ん で し た ね 。 すご いも の を 観 た と 
いう 感覚 が あり まし た 。 エ ンタ メ と し て 面白 か っ た し 、 人 間 ド ラマ と し て も ゃ 
重厚 で 、 何 か いろ ん な こと が 重く 響き まし た 。 怖い ゴジ ラ も 良かっ た で すし 、 
世界 に 発信 する こと を 見 据え た 、 凄 い ゴ ジラ 映画 が で きた な と 思い ます 。 


PROFILE | 1966 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。90 年 か ら 8 年 間 劇 団 方 南 ざ み に 参 加 。 舞台 、 


映 画 TV ド ラマ で 幅広 く 活躍 する 。 主 な 映画 出演 作 に 、 喘 画 TALWAYS 三 丁目 の タ 
朋 シ リー ズ (05・07・12)、「『THE 有頂天 ホテ ル 』(06)、『 カ ノ ジ ど ョ は 嘘 を 愛し すぎ て る 
了 永 遠 の 0」(13)、「 白 ゆき 姫 殺 人 事件 』(14)、『 海 賊 と よ ば れ た 男 』(16) 、『 山 歌 』『 ゴ ー ス 


トブ ッ ク お ば けず か ん 』(22) な ど が ある 


COMIMENT 


自分 が ゴジ ラ 映画 に 出演 で きる な ん て 、 本 
当 に 夢 の よ う で し た 。 演じ た 板垣 役 は 、 最 初 は デパ ー ト の 上 に 浮か ぶ 
宣伝 用 の 気球 を 作る 町 工場 の 親父 さん 、 く らい に し か 思っ て いま せん 
で し た が 、 我 々 の バル ー ン で ゴジ ラ を 浮上 させ る と いう 、 と ん で も な い 作 戦 内 容 を 知り 、 演 技 に 臨む に あたっ て か な り 気 合 を 入れ 直し まし た 。 実際 、 旧 海 
軍機 に は 浮 況 ( ふ は ん ) 装 置 と いう 、 海 に 沈ま な いた め の バ ルー ン 装 置 が 搭載 され て いた も の も あっ た よう で 、 か な り し っ か り と し た 企業 で ある こと が わ 


か り ま し た 。 帽子 と 作業 服 に 刺繍 され た 会 社名 ・ 東 洋 バ ルー ン の ロゴ は 、 か な りか っ こい いん で す よ ( 笑 )。 そ こる 是 非 見 て ほし いで す 

「 巨 大 生物 詩 策 説明 会 」 の 場面 に は 、 そ れ ぞ れ の 立場 の 人 た ちがい て 、 自 分 の 判断 で 、 作 戦 に 参加 する か どう か を 決断 し な く て は な ら な い 。 それ に 対し て 、 
誰 $ 止 め あられ な いし 、 そ の 人 の 決断 を 受け 入れ る し か な い 。 現場 に は 多く の 人 が いま し た が 、 ひ と り ひ と り の 孤独 感 と 寂し さ を 感じ て 演じ て いま し た 。 東 
洋 バ ルー ン の メン バー は 、 ゴ ジラ と 戦う 現場 まで 行く こと を 志願 する ん で す が 、 そ こ に は 自分 の 仕事 に 対す る プラ イド 、 役 割 を 全う し た いと いう 想い が あっ 
た と 思い ます 。 あの シー ン を 撮影 する 前 に 、 メ ン バ ー そ れ ぞ れ に どう し た いか 聞い て みた ん で す が 、「 成 果 を 見 届け た い ! 」 と いう 気持 ち は み ん な 同じ で し た , 
あの シー ン 以 降 、 東 洋 バ ルー ン と し て の 結束 力 が 高まっ た と 思い ます 


田中 美央 叉 田 請 大 


駆逐 艦 | 雪 風 ] 元 艦長 


PROFILE | 1974 年 生ま れ 、 兵 庫 県 出身 。 大 阪 芸術 大 学 舞 台 芸 術 学部 卒業 後 、 劇 団 倍 


優 座 研究 所 を 経て 劇団 俳優 座 に 在籍 。 2022 年 2 月 に 退団 。 舞台 の ほか 映画 、TV ド ラマ 、 
声優 や ナレ ー タ ー と し て マル チ に 活動 する 。 主 な 映画 出演 作 に 、『 海 賊 と よ ば れ た 男 
(16)、『 関 ヶ 原 』(17)、『 検 察 側 の 罪人 』(18) 、『 無 頼 』(20)、『 大 河 へ の 道上 半 ヘ ルド ッ グ ス 
(22) キン グ ダ ム 運命 の 炎 』(23) な ど が ある 


COMINMENT 


出演 の 御 依 頼 を 受け た 時 、 喜 びと と も に と 
て つも な い プ レッ シャ ー を 感じ まし た 。 駆逐 艦 「 雪 風 」 の 元 艦長 ・ 堀 田 
を 演じ る に あたっ て 、 歴 代 の | 雪 風 ] 艦長 に つい て 書か れ た 文献 や 資料 
を 基 に 、 勇猛 果敢 な 上 官 の 側面 と 、 民 間 企 業 に 勤め る 部 下 想い の 柔らか い 上 司 の 一 面 を 併せ 持つ 人 物 を 日 指し まし た 。 また 横須賀 港 に ある 記念 艦 「 三笠 」 
に 何 度 も 通い 、 駆 逐 艦 の スケ ー ル 感 の イメ ー ジ を 膨らませ まし た ね 。 脚本 の 読み 合わ せ の 時 、 山崎 監督 か ら 「 も っ と 文系 の 艦長 で お 願い し ます 」 と いう 指 
示 を いた だ きま し た 。 元 軍 人 を 意 、 熱 弁 を 振る う 演 技 に な っ て いた の で す が 、 堀 田 は あく まで 民間 人 と し て ゴジ ラ に 立ち 向かう 、 揺 れる 気持 
ち を 持っ た 人 物 と し て 演じ て ほし いと いう 指示 だ っ た と 思い ます 。 
ゴジ ラ と 戦う 場面 は 、 自 分 が あの ゴジ ラ と 今 、 戦 っ て いる の だ と いう 実感 と 高揚 感 が あり まし た 。 時 に は クレ ー ン で 十 数 メー トル の 高 さ に 船 の デッキ 部 
を 持ち 上 げ て の 撮影 $ あ り 、 緊 張 感 は 半端 な も の で は あり ませ ん で し た 。 撮影 中 は 、「 雪 風 」 の 搭乗 員 全 員 と で きる だ け 同 じ 時 則 どす よみ し で いぶ ま 
。 狭い 艦橋 で 過ごす うち に 不思議 な 連帯 感 が お 生ま れ て いき まし た ね 。 こ れ ほ ど 不 利 な 状況 で 戦う ゴジ ラ 映 画 は な か っ た と 思い ます 。 武器 や 弥 薬 $ な 
い 状 況 で 、 い か に し て ゴジ ラ と 戦う か 2 初代 ゴジ ラ を 初 魏 と させ る カッ ト も ゃ も 多い の で 、 幅 広い ファ ン の 方 に 楽し ん で いた だ ける と 思っ て いま す 。 


ーー 時 代 設 定 と し て は 第 
二 次 世界 大 戦 終了 後 の 混 
乱 期 で 、 日 本 が 軍事 カカ を 
持っ て いな い 時 代 に な っ 


- 番 来る と まず い 時 期 に ゴジ ラ が や っ て 来 
る 。 そこで 人 々 が どう ふる まう の か と いう 


の が 、 映画 的 だ と 思っ た ん で す 。 残存 乱 隊 


> 引き 上 げ 船 に 使わ れ て いる し 、 駆 逐 租 
大 砲 を 搬 去 さ れ た も の し か な い 。 戦 う 手 段 


本 ら し キ レス ウム に が わずか し か な いと ころ で 、 人 は どう や っ 
生 
れ た 時 の 感想 は ? 全く て 巨大 な 敵 と 戦う の か が 観 て みた か っ た 


それ と この 時 代 に し た の は 、 重 巡洋艦 「 高 雄 


を 出し た か っ た か ら で す 。 人 僕 の 中 で は 、「 大 


ゴジ ラ 』 は 大 好き な ん で す 。 で も よく 出来 過 和 |、「 堆 戦 」、「 赤 城 ] の 次 に 映像 化し た か っ 
和 ぎ て いる の で 、 今 回 の 劇 中 に 「 誰 か が 貧乏 く た の が 「 高 雄 ] な ん で す よ 。 実 際 に [高雄 
じ 引 か な きゃ や いけ ね えん だ よ 」 と いう セリ が 自沈 処理 され た 時 期 を 調べ る と 、 少 し 嘘 
フ が あり ます けれ ど 、 や や そう いう 気持 ち つく に し て も ギリ ギリ この 辺り し か な いと 
が ある 一 方 で 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 の よう な いい 思っ て 時 代 を 設定 し まし た 


自分 も ゴジ ラ 映 画 を 作っ て 


ご ヽ 


みた いと いう 気持 ち が 高 まっ て くる 。 そ の 


めい に 乗っ て 、 監 人 を や ろう と 決め まし た 。 較 較 衣 2 粒 プン に ミー っ シ 2 
民間 人 だ け で 人 あ 生 9 
INTERVIEW 1 ィ ジ ラ に 立ち 計 還 凍 生 凍 


自分 た ち で や れる こと に ーー 山崎 監 者 生 二 還 草 | 由 の かう とい う 0 間 生 生き 


制約 が あっ て 、 が 最初 に 観 た ゴ 信 店 絡 が 雨 で 中 の が 半 色 で す う で 、 同 じ こ と 
兵器 も な い 民 間 人 が 邊 侍 交 る ゃ 。 TV 3 


どう や っ て 戦う か を 描く こと で 、 
で は “ 雨 人 欠 生 組 "と て 代 』 に 東 宣 の 1 な い 

e 今 の 映 画 が 生ま れる と で は “雨傘 番組 "と し て 代わ り に 東宝 の 怪 ト 
思い まし た 。 獣 映 画 を よく 放送 し て いた ん で す 。 その 時 、 政府 が うま く 機 能 し て いな い 感じ が し て 、「 俺 


の 
や 


れ と 新型 コロ ナウ イル ス の 流行 以降 、 


初め て 第 1 作 の 『 ゴ ジラ 」 を 観 ま し た 。 当時 た ち で 何と か する し か な い 」 と いう 意識 が 強 
の 怪獣 も の は 「 ウ ルト ラマ ン | シリーズ と か 、 く な っ た 気 も する ん で す 。 そ こ は 現 代 と も 
も う 少 し 怖く な いも の が 多かっ た 。 で も 『 ゴ リン ク す る 感覚 だ と 思い ます 自分 た ち で 
ジラ 』 を 観 て 、 自 分 が 本 当 に 殺さ れる ん じゃ や れる こと に 制約 が あっ て 、 兵 器 も な い 民 間 

ゝ か と 思っ た ん で す 。 そ れ で ゴジ ラ は 必 人 が どう や っ て 戦う か を 描く こと で 、“ 今 
いと いう イメ ー ジ が 吊り 込ま れ ま し た 。 そ の 映画 が 生ま れる と 思い まし た 


の 原 体験 も ああ っ て 、 第 1 作 は 僕 の 中 で 炊 然 と 


輝く 映画 な ん で す 。 ゴ ジラ は 核兵器 に よっ 
て 生ま れ た も の で 、 戦 衝 用 と いう も の が 怪獣 


の 形 を し て 襲い 掛か っ て くる 。 そ の イメ ー 


ある の で 、 自 分 が ゴジ ラ 映 画 を 作 


ジ が 強く 


る な ら 、 そ の 方 向 性 で や り た いと 思い 


ーー 旨 導 生 る 
益 は 限ら れ て 
ぃ い ます が 、 終 粗 陳 生 寺 
に は 「 震 電 」 た ん で す 。 第 
ぃ う 戦 闘 機 が 世界 大 戦 未 期 
出 て きま すね 。 に は まだ 試作 機 


で 、 戦 闘 で 活躍 し た こと は な い 。 い まだ に 
- 度 ゃ 実写 で 映像 化 さ れ た こと が な い の で 


sp 症 | 高 礁 | と 同じ く 


らい 、「 岩 電 」 は 


や っ て みた く て 、「 岩 電 」 を 設計 し た 方 の 息 

子 さ ん に も 会 い に 行き まし た 。 お 話 を 伺う 

と 、 設 計 者 で ある その 方 の 父親 が 、 テ スト パ 
も 務め て 初 飛行 し て いる ん で す よ 


言え ば 、 危 な すぎ て 誰 も 乗っ て くれ な 


D 中 人 


ゃ な いか と 。 実戦 配備 する に は 
まだ 問題 が 山積 み だ っ た 機体 らし いで す が 、 


出し た か っ た ん で す 


か っ た ん じ 


N 


敷島 の キャ ラ 


島 を 、 特 攻 に 向 馬 還 
か う は ず だ っ だ - つ の 考え 
戦闘 機 乗り に し 
た わけ は ? 


- つ は 橘 が 「( 県 個 維 を ) 


が あり まし た 


冒頭 の 大 戸島 


の 場面 で 、 


加 つ な 


と 言っ た の に 、 敷 島 が 「 俺 が や っ て や り ま 
す よ 」 と 言っ て 撃つ こと で 、 整 備 兵 た ち ヵ 
死ん で し まう 。 も ゃ う 一 つ は 今 の 形 で 、 橘 が 
「 撃 て 」 と 言っ た の に 、 敷 島 は 撃て な い 。 そ 


の 二 つ を 考え て いた 時 に 、 神 木 君 が 敷島 を 
れ は 撃て な い 奴 に し た 方 が いい な と 。 彼 は 
いう 演技 も 上 手 \ その 体 


に よっ て 絶望 を 味わっ た 人 間 が 、 戦 後に 


そう 


ゝ で すか られ ね 


内 


典子 や 明子 と 出会う こと で 再び 生き よう と 


覚醒 し て いく 。 で も その 希望 は 、 


典子 を 春 


ち 切 られ る 。 そん な 展開 は 


われ る こと で 断 


ーー 敷島 と 典子 


の ドラ マ が メイ ン 


き な 存 在 が 
出 て くる 映 
画 で は 、 人 間 の 物語 と 怪獣 の 物語 が 蘭 離 し て 
し まう ケー ス が あり ます 。 人 間 と 怪獣 の 物 
語 を 融合 させ る に は 、 感 情 面 で ゴジ ラ に ゃ の 
すご く 復 讐 心 を 抱く 人 間 を 生み 出す 必要 が 
あっ た 。 それ で 今 の 物語 に な っ た ん で す が 、 
日 本 の 高度 成長 期 を 描い た 


シリ ー ズ の 時 代 と は 違う 、 


ALWAYS 三 丁 
目 の 夕日 戦後 の 
焼け 跡 の 時 代 を 生き た 人 た ちの 話 を 前 か ら 
や っ て みた か っ た ん で す 。 すべて を 失っ た 
人 た ち が 、 人 と 触れ 合っ て いる うち に 新た な 
人 生 を 見 つけ て いく と いう 物語 を 作り た か ・ 


た 。 その 前 々 か ら 思 っ 


で 0 た だ が 半 デ ケ や 。 と 
の ゴジ ラ 映 画 な らく っ つけ て や れる と 思っ 
ここ で は や っ と 出来 上 が ろう と 
し て いた 幸せ を 、 敷 島 は ゴジ ラ に 粉砕 され る 
ん で すけ れ ど も 。 彼 が 他人 の 女性 や 子ども 


と 一 緒 に 暮らし 始め る と いう の は 、 藤 沢 周 平 


の 長屋 も の の 小説 が 発想 の 原点 に な っ て い 


その 敷島 と 
典子 に 、 神木 隆之 
介さ きん と 息 辺 美波 


- 人 は 昭和 
の 世界 に 似 


る ん を キャ ステ ィ 宣 王 
ング し た わけ は ? 
の 作り が 超 現 1 
代 も 似合う 
て いた 魅力 を 、 


神木 君 は 顔 
的 と いう の で は な く 、 古 い 時 
浜辺 さん も 昭和 の 女優 が 持っ 
いま だ に 持っ て いる 人 だ と 
感じ る ん で す 。 彼女 に は 往年 の 東宝 の 女優 
が 持つ 匂い みた いな も の が あっ て 、 こ れ は 


俳優 と し て の 財産 だ と 思い ます ね 


の 当時 ゴジ ど ジラ と 
戦え る 可能 性 が あ 


る 人 は 誰か と 調べ 


か ら や れる か も し れ な いと 。 し か も ゃ 彼ら は 
木造 船 で 作業 し て いて 、 小 さ な ぼ ろ い 船 で ゴ 
ジラ か ら 必 死に 逃げ る と いう イメ ー ジ が あっ 

た の で 、 こ れ は いい と 思い まし た 


で 戦う の は 、「 宮 崎 駿 の 雑 想 ノー ト 


ョ スク 


され て いた 「 最 貧 前 線 」 の こと も ゎ も 頭 に あっ た 
あの 作品 で は 漁船 を 改造 し た 船 で 
米 軍 の 爆撃 機 と 戦う ん で す が 、 そ の 貧乏 くさ 
ぃ 「 最 貧 前 線 」 的 な 枠組 み の 中 で 、 ゴ ジラ と 


戦う に は どう すれ ば いい か と 考え まし た 


ALWAYS 続 ・ 


今回 の 作 
品 に お いて ゴジ 


= 丁目 の 夕日 


ラ を と うい う 存 
在 と し て 描き ま を 出す 時 や 、「 ゴ 
し た か ? 6 


大 怪獣 頂 


0 の こみ る 
で 則 麗 に ゴジ フ 


ト 決戦 」 の 映像 を 作る 時 に 、 自 分 
の 中 で は 「 ゴ ジラ っ て 何だ ろう ?」 と いう 
問い か け は し て いた ん で す 。 僕 の 中 で は 神 
様 と 生物 の 両方 を 兼ね 備え た 存在 と いう イ 
メー ジ が あり まし た 。 ゴ ジラ は 神様 の よう 
な こと も する けれ ど 、 決 し て 単なる 神様 で 
は な く て 、 動 物 的 な 野獣 と し て の 属性 も 持 
うな が ら 、 そ の 両方 で 揺 ら め いて いる 存在 
だ と 思い ます 。 映画 を 作り 終え て 改め て 感 


じ た の は 「 ゴ ジラ 映画 ] を 作る と いう こと 


は 神事 に 近い の か な と いう 感覚 で す 。 映画 


と いう 有形 で 「 ゴ ジラ 」 と いう 荒神 を 鎮め る 
た め の 「 神 楽 」 を 多 う 。 ゴ ジラ 映画 と は そう 


いう も の な ん だ と 改め て 思う よう に な り ま 


ナチ - 
/ 


] 
レ 


| ゴジ | 喘 画 史 


1954 年 の 第 1 作 『 


ゴジ ラ 」 を 上 上 切 9 に 、 


これ まで 29 作 品 (日 本 版 ・ 実 写 喘 画 ) が 


製作 る れ た 。 


2024 年 に 70 周 年 を 迎え る 


『 ゴ ジラ 」 シ リー ズ の 


歴史 を 、 一 挙 に 振り 返っ て みよ う ! 


(解説 : 竹 之 内 円 ) 


| 19255 年 
4 月 24 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 

監督 : 小 田 基 義 

特技 監督: 円 谷 英 二 
脚本 : 村 田 武 雄 、 日 高 繁 明 
音楽 : 佐 藤 勝 

有 濱 : 小 泉 博 、 千 秋 実 、 
志村 奮 、 着 山 セッ 子 、 木 匠 
マ ュ ユリ 

82 分 ご モノ クロ 
ダー ド 


スタ ン 


スト で 山根 博士 が 言っ た 「 あ れ が 最後 の ゴジ ラ と 
えな い 」 が 現実 と な っ た 。 本 作 で は 大 阪 に ゴ 
陸 し 、 初 の 敵 怪 詞 ア ン ギ ラス と 激突 する 。 通 
1 を 出す た め ハ イス ド ( ス ロー モ ョ 
用 され る が 、 冒 頭 の ゴジ ラ と アン ギラ ス の 戦い は 
カメ ラ の 撮影 スピ ー ド の 設定 を 間違え て 早送り の よう 
alc っ た 。 だ が 円 谷 英 二 特 技 監督 は 「 生 物 感 が 
あっ て 面白 い 」 と 採用 し 、 効 果 を あげ た 。 


1965 年 

12 月 19 旧 公開 
製作 : 田 中 友幸 

監 上 本 多 猪 四朗 
特技 監督: 円谷 英二 


脚本 : 関 沢 新 一 
音 # 福 部 昭 


出資 : 宝 田 明 、 ニ ッ ク ・ ア ダ 
ュ ス 、 水 野 久 美 、 久 保 明 、 
上 屋 謝 男 
94 分 カラ ー 
コー ブ 


シネ マス 


「 地 球 防衛 


大 戦争 」(59) な ど j 
撮 の 人 気 S 5 盛り 込ま れ 、 近 未 
劇 中 で は 196X 年 ) を 舞台 に し た 映画 。 キ ング ギ 
ドラ 撃退 の た め 〆 ラ と ラド ン を 貸し て ほし いと 申し 
れ は 地 款 侵略 の # 


る 攻撃 や の ち に メー サー 殺 舞 光 
れる A サ イク ル な ど 、 ド 派手 ヵ バト ル が 楽 
し め る 。 水 野 久 美 演じ る 妖艶 な X 星 人 ・ 波 川 女史 に 魅 
了 さ れ た 少年 ファ ン も 多かっ た 


1969 年 
12 月 20 昌 公開 


製作 : 田 中 友 詩 
監督 : 本 多 猪 四朗 
特技 監修 : 円 谷 英 二 
脚本 : 関 沢 新 一 
音楽 : 宮 内 国 朗 


則 濱 : 佐 原 健二 、 中 真 千 


了 、 矢 崎 知 紀 、 天 本 英世 、 
堺 左千夫 

Z0 分 
ュ コープ 


カラ ー プ シネ マス 


ゴジ ラ 喘 画 の 中 で 唯 
台 と し た 作品 で 、 人 | 
想 と し て 登場 する 怪獣 が 登場 する 
が 、 ゴ ジラ 、 ミ ニラ 、 ガ バラ 、 カ マキ ラス 以外 は 過去 作 
映像 の 流用 と いう こと も あり 、 公 開 当 時 の 評価 は いま 
ひと つ だ っ た 。 だ が 、 現 在 で は 、“" 鍵 っ 子 "な ど 当 時 の 社 
会 問題 を 描い て いる こと や 、 小 さい 体 で いじ め っ 子 怪 
獣 の ラ と 自分 を 重ね た 少年 の 
成長 ファ ン ジー と し て 再 き 環 さ れ て いる 。 


部 少 の の 空 


1962 年 
8 月 11H 公 開 
抽 作 : 田中 友幸 


監督 : 本 多 猪 四 朗 
特技 監督 : 円 谷 英 二 


脚本 : 関沢 新 一 


97 分 ご カ ラー シネ マス 
コー ブ (東宝 スコープ ) 


7 年 ぶり の 復活 作 は 、 東 宝 創立 30 周 年 記念 映画 と し 
て 初 の カラ ー、 そ し て ワイ ド 画 面 の シネ マス コー プ と な 
り 、 ハ リウ ッ ド の 怪獣 映画 の 原点 「 


か ら キ ング コン グ を 借り 受け 


] マン 喜劇 の 要 
動員 1120 万 人 と いう ぅ 
FE と な っ た 。 


1966 年 
12 月 17 昌 公開 


製作 : 田 中 友 壮 

監督 福田 純 

特技 監督: 円 谷 英 二 

脚本 : 関 沢 新 一 

音楽 : 佐 藤 勝 

出演 1 明 、 水 野 久 美 、 
砂 塚 秀 夫 、 平 田 昭 彦 、 ペ 
ア ・ バ ン ビ 
8 分 カラ ー 
ラー ブ 


シネ マス 


ズ (61 一 71) 
春 映画 を 得 
: 役 の アク ショ ン 
加山 名 鐘 


の 鳥 だ っ 臣 財 が 大 科 
や 『100 発 100 中 」(65) な ど 


ろ 


MP ジ みな の 馬 も 見 どこ 


1971 年 
Z 月 24 旧 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督 : 坂 野 義光 
特殊 技術 : 中 野 昭 鹿 
脚本 : 二 淵 薦 、 坂 野 義 光 
音楽 : 真 鋼 理 一 朗 
則 濱 : 山 内 明 、 柴 本 俊夫 、 
川瀬 裕之 、 木 村 俊 恵 、 麻 
里 圭 子 
85 分 
ョ ー プ 


カラ ー プ シネ マス 


5 問題 作 グロ テ メ ク な ヘドラ ヤサイ ケ た 美 
* 空 を 飛ぶ 奇想 天外 な 演出 も あり 、 公 開 時 
『 価 は 芳しく な か っ た 。 現 在 で は ダー ク で 異色 の ゴ 
ジラ と し て カル ト 的 な 人 気 を 誇っ て いる 。 坂 時 臣 
督 に よる ゴジ ラ は 本 作 の み だ が 、 後 年 ハリ ウッ ド 
『GODZILLA ゴジ ラ 』(16) の 企画 と エグ ゼクティ 
プ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー も 務め た 


1954 年 
11 月 3 日 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督: 本 多 猪 四郎 
特殊 技術 : 円 谷 英 二 、 
向井 宏 、 渡 辺 明 、 
岸田 九 一 朗 
脚本 : 村 田 武雄 、 本 
多 猪 四 朗 

音楽: 伊福部 
肌 演 : 宝 田 明 、 河 内 
桃子 、 平 田 昭彦 、 志 
村 稚 、 堺 千 夫 
97 分 モノクロ ンス 
タン ダー ド 


1964 征 

4 月 29H 公 開 
製作 : 田中 友幸 

覧 督 : 本 多 猟 四 人 朗 

特技 監督 : 円 谷 英二 
脚本 : 関沢 新 一 

音楽 : 伊 福 部 昭 

出演 : 宝 田 明 、 星 由 里 
子 、 小 泉 博 、 ザ ・ ビ ー ナ ッ 
ッ 、 佐 原 健二 

89 分 ご カラ ー グ シネ マス 
コー プ (東宝 ス ュ ー プ ) 


今 作 で は 1961 年 の 大 ヒッ ト 作 『 モ スラ 』 に 登場 し た モ 
スラ が ゴジ ラ と 対決 。 大 型 台風 で 流れ 着い た 巨大 な 
卵 は そ ス ラ の 卵 で 、 干 拓 地 か ら 出 現し た ゴジ ラ が 名 
古屋 に 現れ る 。 女 性 的 な 美 し さ と 優し さ を 持つ モス ラ 
に 強い か か る 、 凶 暴 な ゴジ ラ の 悪役 ぶり が 楽し め る 
肉弾 戦 の いわ ゆる “怪獣 プロ レス "の る 戦 
は 違い 、 空 を 舞う 成虫 モス ラ と 地面 を 遣う 幼虫 モス ラ 
と いう 、 空 と 地 の 立体 的 な 戦い を 見 せる 。 本 作 か ら 人 
気 シ リー ズ と し て 、 ゴ ジラ 映画 は 以後 、(1970 年 を 除 
き )1975 年 まで 毎年 作ら れる よう に な っ た 


1967 年 

12 月 16 昌 公開 
製作 : 田 中 友幸 
監督 : 袖 田 純 
特技 監修 : 円 谷 英二 
特技 監督 : 有 川 頁 昌 
脚本 関沢 新 一 、 断 波 一 絵 
音楽 : 佐 藤 勝 

肌 深 : 高 島 思 夫 、 前 田 美 
肖 里 、 久 保 明 、 平 田 昭 彦 、 


佐原 健二 
86 分 プ カ ラ ー グ シネ マス 
コー プ 
特撮 ヒー ロー 番組 人 気 で 第 一 次 怪獣 デー ム が 起き 、 


お うと 、 子 ども た ちと 
ラ を 登場 させ た 。 前 
舞台 と な っ て いて 、 一 部 は 
な われ た 。 ゴ ジラ の 卵 を 、 異 常 
気象 で 巨大 化し た 怪獣 カマ キラ スヤ や ヤク モン ガ が 狙う 。 
この 新 怪獣 た ち は 、 実 在 の 昆虫 を 巨大 化し た よう な リ 
アル 志向 の デザ イン で 、 人 間 が 入ら ず 、 ワ イヤ ー で 
吊っ て 操 演 する た め 撮影 は 難航 し た と いう 。 南 の 島 で 
富 に 埋もれ て いく ゴジ ラ 親 子 は 、 シ リー ズ 屈 指 の 余韻 
を 残す 名 シ 


ゴジ ラ を より 子ども に 親しん 
dE 息 


1972 年 
3 月 12 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督 : 福 田 純 
特殊 技術 : 中 野 昭 
脚本 : 関 沢 新 一 
音楽 : 伊 福 部 昭 
肌 濱 : 石 川 博 、 間 見 百合 
子 、 梅 田 智 子 、 西 沢 利明 、 
高島 稔 、 藤 田 尊 
89 分 カラ テー 
コー ブ 


シネ マス 


特撮 テレ ビ 


組 の 人 気 も 手 伝 - 怪獣 ブー ム 
ラ も 悪い 怪獣 と 戦う ヒー ロー を 目指 すこ 
と に な る 。 絶 対 の 平和 を 掲げ る 世界 子供 テン ド だ が 、 
ラ た ち を 抹殺 し 地球 を 狙う 宇宙 人 の 基地 
ラ は アン ギラ イガ ン は キン グ ギ ドラ と 
グマ ッ チ で 戦う 。 ゴ ジラ 、 ガ イガ ン 、 キ ング ギド ラ は 
作 の 特撮 ヒー ロー 番組 「 流 星人 間 ゾ ー ン 」(73) 
に も ゲス ト 出 演 し て 子ども た ち を 喜ば せ 、 ゴ ジラ ゃ 正義 
の ヒー ロー の 仲 由 財 入 り を 果たし た 。 


ジ 衣 争 の メタ ファ ー 
3 昌和 中泊 映画 。 大 戸島 の 
怪 詞 ゴ ジラ が 品川 か ら 
海 に する 。 戦争 を 経験 し た 本 多 猪 四郎 臣 1 
戦 、 反 核 の 思い を 込め た 重厚 な 怪獣 映画 。 F 
は 当時 と し て は 破格 の 1 億 円 が 投じ られ た 超大 作 
で 、 観 客 動員 964 万 人 、 興 収 1.6 億 円 の 記録 的 ヒッ ト 
と な っ た 。 ま た 世界 各国 で も 上 映 さ れ て 大 ヒッ ト し 、 
スー ツ ( 着 で ぐ るみ) アク ター( 手 塚 勝巳 ・ 中 島 春雄 ) 
の 演技 に よる 怪獣 と 精巧 な ミニ チュ ア を 使っ た 円 谷 
英二 の 特撮 は 、 世 界 中 の 映画 関係 者 に 衝撃 と 影響 
を 与え た 。 ま さ に 人 怪獣 映画 の 原点 に し て 頂点 。 


1964 年 
12 月 20H 公 開 


製作 : 田中 友幸 

監督 本 多 猪 四郎 

特技 監督 : 円 谷 英 
脚本 : 関沢 新 

音楽 : 伊福部 昭 

肌 濱 : 夏木 陽介 、 星 由 
里子 、 若 林 喘 子 、 志 村 番 、 
ザ ず ・ ビ ピーナッツ 

93 分 プ カ ラ テー シネ マス 
コー プ (東宝 スコ ー ブ ) 


、 金 星人 を 名 乗る 美女 が 
箇 超 怪獣 キン グ ギド ラ の 筐 来 する … ジ 
ラ の 最大 に し て 最強 の 敵 キ ング ギ ラ の 初 登場 作 。 

つの 首 、 二 本 の ) 、 大 き な 糞 を 持つ キン グ ギ ドラ は ス 
タッ フ 10 人 が か り で れ た と いわ れる 。 モ スラ の 
説得 に より 、 ゴ が 地球 の た め に キン グ ギ ド 
ラ と 戦う こと ジラ は 本 作 か ら 人 類 の 味方 と 
な っ た 。 ま た 当時 ヒッ ト し て いた 『007』」 シ リー ズ の 人 気 
も あっ て か 、 本 作 に は スパ イ 映 画 の 要素 も 盛り 込ま 
れ 、 さ ら に 女王 と 彼女 を 守る 刑事 の 関係 性 に 「 ロ ー マ 
の 休日 』(50) の 雰囲気 意図 的 に 導入 し て いる 。 


中 


1968 年 

8 月 1H 公 開 
製作 : 田 中 友幸 
監督 : 本 多 猪 四朗 

特技 監修 : 円 谷 英二 
特技 監督 : 有 川 貞 
脚本 : 二 淵 薦 、 本 多 獲 四郎 
音楽 : 伊 福 部 昭 
則 資 : 久 保 明 、 小 株 夕 岐 
子 、 愛 京子 、 佐 原 健二 、 土 
屋 間 男 
89 分 
ラー プ 


- 次 怪獣 プー ム $ 落 ち 着き 、 前 作 の 興行 成績 も 芳 し 
め 当 時 最後 の 集大成 と し て 企画 され 、 ゴ 
ジラ と 初 共演 の 怪獣 も ゃ 含む 11 体 が 登場 する 。 怪 獣 も 
ニュ ー ヨ ー ク や パリ 、 モ スク ワ な ど 世 界 各地 に 現れ た 
が 決戦 の 地 は 富士 山肌 で 、 終 盤 の 11 大 怪獣 が 勢 捕 
いし た 画 は 壮観 。 当 初 の 仮題 は 『 怪 獣 忠 臣 蔵 』 で あ 
り 、 敵 の キラ アク 星人 ゃ 「 忠 臣 蔵 "上 野 介 と 


カラ ー プ シネ マス 


記 合わ せ た も の 。 本 作 は 予想 を 超え る 大 ヒッ ト と な 
り 、 ゴ ジラ シリ ー ズ は 継続 され る こと に な っ た 
1923 年 
3 月 1Z 昌 公開 
製作 : 田 中 友幸 


監督 ・ 脚 本 : 福 田 純 
特殊 技術 : 中 野 昭 春 
音楽 : 眞 鍋 理 一 郎 

肌 濱 : 佐 々 木 勝彦 、 林 ゆ た 
か 、 川 瀬 裕之 、 森 幹太 、 和 
田 太 郎 

82 分 プ カ ラ ー ン シ 
ュ コーブ 


ネ マ ス 


ボッ ト ・ ア ニ メ の 影響 も あり 、 ゴ ジラ 


が 登場 する 。 物語 は 人 類 に よる 、 度 重なる 地下 核 実験 
に 怒っ た 海底 王国 シー トピ ビア が メガ ロ と ガイ ガン を 
使っ て 人 類 に 報復 する と いう も の で 、 反 核 を 訴え る 内 
容 と な っ て いる 。 こ の 頃 は 予算 も 厳し く な っ て いた が 、 
メガ ロ の ダム 破壊 は 巨大 な オー プン セッ ト が 組ま れ 大 
迫力 の シー ン を 実現 し て いる 。 


<@6D『 栖 家 器 紀 笠 」 


回 クイ 


(1954^19725) 


第 1 作 の 『 ゴ ジラ 」』(54) は 水爆 に よっ て 呼び 覚まさ れ た 古代 生物 と いう 
設定 で 、 皮 膚 と 大 き な 背 びれ を 持ち 、 表 情 の な い 目 で 、 耳 が ある の が 特 
徴 。 ゴ ジラ の スー ツ ( か つて は ぬい ぐる み 、 着 ぐる み と 呼 ば れ た ) は 2 体 
作ら れ た 。1 号 が 重 す ぎ て 動け な か っ た た め 、 撮 影 の 多く は 軽量 な 2 号 
が 使わ れ た 。1 号 は 上 下 に 分 割 さ れ 、 上 半身 は 隅田 川 を 南下 する シー 
ン で 、 下 半身 は 建物 を 踏み 潰す アッ プ な ど に 使わ れ た 。 第 1 作 か ら わ 
ず か 半年 で の 公開 と な っ た 『 ゴ ジラ の 逆襲 』(55) の スー ツ は 、 か な り 急 
ピッ チ で の 製作 だ っ た と いう 。 特 徴 と し て は 両目 が 正面 寄り に あり 、 大 
きめ の 也 、 歯 並び の 悪い 口 で 、 体 形 と し て は や や 細身 と な っ た 。 放 射 熱 
線 を 吐く 時 背びれ が 光ら な い ゴ ジラ で も ある 。『 キ ング コン グ 対 ゴジ ラ 』 
(62) は キン グ コ ング が 逆 三 角形 の 体形 だ か ら か 、 対 照 的 に ゴジ ラ は 三 
角形 の 安定 感 の ある 体形 と な り 、 耳 が な く な り 、 生 物 的 に は あり 得 な い 
巨大 な 目玉 と 太い 足 が 特徴 。 横 か ら 見 る と 口 が 大 きく 裂け て お り 、 凶 暴 
な 顔つき だ 。 さ ら に 凶悪 な 顔つき と な る の が 『 モ スラ 対 ゴ ジラ 』(64)。 三 
白眼 の 上 胸 み つけ る よう な 顔 で 、 頭 部 の 造形 素材 が 柔らか い ゴ ム に 変 
わっ た こと に より 、 歩 く と 類 が 揺れ る 。 本 作 以 降 、 ゴ ど ラ の 顔 は 本 作 の 
石 府 原 型 を 基 に 顔 が 作ら れる こと と な り 、『 人 怪獣 島 の 決戦 ゴジ ラ の 息 
子 』(67) を 除き 『 地 球 攻撃 命令 ゴジ ラ 対 ガイ ガン 』(72) ま で 8 作品 で 
使わ れ 、 多 く の 人 が イメ ー ジ する ゴジ ラ の 顔 と な っ た 。『 三 大 任 獣 地 
球 最大 の 決戦 』(64) で は 三 白 眼 だ っ た 目 が 修正 され た た め 違 う 顔 に 
見 える が 、 前 作 の スー ツ を 改造 し て 使用 し て いる 。『 人 怪獣 大 戦争 』(65) 
で は 、 頭 部 は 先ほど 述べ た 型 を 使用 し て 新規 造形 し 、 身 体 も 新規 造形 
で 、 用 周り が 太く 尻尾 が 短く な っ て いる 。『 ゴ ジラ ・ エ ビラ ・ モ スラ 南海 
の 大 決闘 」(66) で は 陸上 スー ツ が 『 人 怪獣 大 戦争 』、 水 中 バト ル で は 『 三 
大 公 獣 地球 最大 の 決戦 J の スー ツ が 流用 され た 。 ミ ニラ が 登場 する 
『 人 怪獣 島 の 決戦 ゴジ ラ の 息子 』 は これ まで に 比べ 柔和 な 顔つき と な り 、 
ミニ ラ と 比べ て 大 きく 見 せる た め 、 頭 部 上 部 が 大 きめ に 作ら れ て いる 。 
『 人 怪獣 総 進撃 』(68) で も スー ツ は 新造 され 、 顔 は 『 モ スラ 対 ゴ ジラ 』 の 
原型 修正 版 が 使わ れ た 。 こ の スー ツ は 『 地 球 攻撃 命令 ゴジ ラ 対 ガイ ガ 
ン 』 ま で 4 作品 で 使わ れる こと に な る 。 作 品 に よっ て 顔つき が 違っ て 見 え 
る の は 、 経 年 劣化 に よる 修復 や 色 を 塗り 直し た た め 。『「 ゴ ジラ 対 メ ガロ ] 
(73) で は スー ツア クタ ー の 交代 に より スー ツ が 完全 新造 され 、 大 きい 
目 が 特徴 。『 ゴ ジラ 対 メ カゴ ジラ 』(74) に ゃ 流用 され た が 、 背 びれ の 普 
び が 違っ て いる 。『 メ カゴ ジラ の 逆襲 』(75) も 同じ スー ツ の 流用 だ が 、 目 
つき が 鋭く 修正 され た 。 こ こ で は スー ツ を 中 心 に 解説 し た が 、 ゴ ジラ 映 
画 で は シー ン に よっ て ギ ニ ョ ー ル (ハン ド バ パペット ) や ミニ チュ ア 、 ラ ジコ 
ン 、 ス トッ プ ・ モ ーション ・ ア ニ メ 用 の ゴジ ラ が 作ら れ 、 使 われ て いる 。 


*・ 人 る べ と 」 8 
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(EZ6T) 「 ロ を メド 


平成 *VS ゴ ジラ シリ ー ズ 
(1984 一 199 う 5) 


平成 ・VS ゴ ジラ シリ ー ズ の ゴジ ラ は 第 1 作 同 様 に 恐怖 の 対象 と し て 現れ た 。 復 活 作 で ある 1984 年 の 
『 ゴ ジラ 』 で は 身長 も 建造 物 の 高層 化 に 伴い 80m に 変更 され 、 ス ー ツ と サイ ボッ ト の 2 種類 が 使わ れ 
た 。 ス ー ツ は 『 ゴ ジラ 』(54) に 回 帰し た 顔つき だ が 、 三 白眼 の 鋭い 目 と 犬歯 が 中 の よう に 見 える の が 
特徴 。 身 長 4.8m の 機械 仕掛 け の サイ ボッ ト は スー ツ と は 別 進 行 で 作ら れ 、 主 に アッ プ 用 と し て 使用 
され た 。『 ゴ ジラ VS ビオ ラン テ 』(89) で は スー ツ も 新造 され た 。 小 さめ の 頭 で 白 目 が か わからない の が 
特徴 。 こ の 原型 は 以降 の 平成 ・VYS ゴ ジラ シリ ー ズ 全 作 に 使用 され る こと に な る が 、 表 皮 の 付け 方 や 
塗装 、 内 蔵 さ れる メカ に よっ て 違い が 生ま れ て いる 。『 ゴ ジラ VS キン グ ギ ドラ 』(91) で は 設定 身長 は 
さら に 大 きく 、100m と な る 。 前 作 の スー ツ 2 体 が 修復 され て 使わ れ 、 白 目 が わか る よう に な っ た 。 前 半 
の 北海 道 に 現れ た ゴジ ラ は より 凶暴 な 顔つき に 改造 され て いる 。『 ゴ ジラ VS モス ラ 」』(92) で は メイ ン 
スー ツ が 新造 され 、 空 を 飛ぶ モス ラ が 相手 の た め 上 を 向く メカ が 内 蔵 さ れ て いる 。『 ゴ ジラ VS メカ ゴ 
ジラ 』(93) で も スー ツ が 新造 され 、 頭 部 は 表皮 の 付け 方 な ど を 変え る こと で 違う 表情 と な っ て いる 。 
身体 は 腰 の 位置 が 高く 《 な り 、 足 が 長め に な つ で いる 。 ス ー ツ は 『 ゴ ジラ VS スペ ー ス ゴジ ラ 」(94) で も 
新造 され 、 首 が 上 下 左右 に 動 《 メ カ を 内 蔵 し た 。 リ トル ゴジ ラ と の 対比 の た め 、 平 成 ・VYS ゴ ジラ シ 
リー ズ 最 大 の スー ツ と な っ た 平成 ・*VS ゴ ジラ シリ ー ジ 完結 編 『 ゴ ジラ VS デス トロ イア 』(95) で は ゴ 
ジラ が メル ト ダ ウン を 起こ し で 発光 し て いる た め 、 前 作 の スー ツ を 改造 し 860 個 の 電球 が 仕込 まれ 
た 。 顔 の 特徴 と し で は メル ト ダ ウン の 影響 で 目 の 虹 彩 も オレ ンジ に な っ て いる 。 ラ スト に 登場 する ゴジ 
ラジ ュ ニ ア が 変貌 し た ゴジ ラ は 、 メ ルト ダウ ン を し た ゴジ ラ の スー ツ を 黒く 塗っ た も の が 使わ れ た 。 


14.「 ゴ ジラ 対 メ カゴ ジラ 』 


1974 年 
3 月 21 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督 : 福 田 純 

特技 監督 : 中 野 昭 鹿 
4 福田 績 、 山 浦 弘 靖 


出演 : 大 門 正明 、 音 山 一 
也 、 田 鳥 令子 、 平 田 遇 彦 
ベル ベラ ・ リ ー ン 
84 分 カラ ー 
コー ブ 


シネ マス 


後半 で は 国際 
- 大 ロ 


ラ 誕 生 20 周 年 記 
海洋 博覧 会 の 開催 を 
ケ が 行なわ れ た 。 内 容 も スケ ー ル が 大 きく 、 ゴ ジラ 
と も う 1 体 の ゴジ ラ ( 正 体 は メカ ゴジ ラ ) が 戦う と い 
IS ラ は 全身 が 武 
器 と いう 最強 の 敵 怪 獣 で 、 キ ング ギド ラ と 並ん 
の 後 も ゴジ と 戦う ライ バル 人 怪獣 と な っ た 。 強 
る メカ ゴジ ラ を 倒す た め 、 沖 縄 の 守り 神 シ ー サ 
『 護 怪獣 キン シグ ダグ シ ー サ ー と し て ゴジ ラ を 助け る 。 


念 の 大 作 で 
年 に 控え た 沖縄 で 


ー ゃ 


18.「 ゴ ジラ VS キン グ キ ドラ 


1991 年 
12 月 14 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 

監督 ・ 脚 本 : 大 森 一 樹 
特技 監督 : 川 北 罰 一 
音楽 監督 : 伊 所 部 昭 


出資 : 中 川 豊原 功 
補 、 西 岡 徳島 、 小 高 恵 美 、 
原田 貴 和 子 


103 分 カラ ービス タタ 
念 作品 と な っ た 本 作 は 
と し て 最大 の 瑞 で ある キン グ キ 
ゴジ ラ の 第 害 を 訴え る 23 世 紀 か ら 


| 立 60 周 年 の 記念 
の 対戦 怪 中 
が 選ば れ た 


や っ て きた 未来 人 は 歴史 を 変え て が 誕生 し 
な いよ うに し た が 、 代 わり に 現れ た の は キン グ ギ ド 
ラ 。 し か し それ は 未来 人 の 罠 だ っ た 。 タ イム ・ パ ラ 


ドッ クス や アン ドロ イド な ど 、 当 時 の 人 気 映画 の 
響 や オマ ー ジ ュ も 散見 で きる 。 前 は ゴジ ラ の 

* 流 用 され た 伊福部 昭 が 音楽 監督 に 復帰 
し 、 フ ァ ン を 喜ば せ た 。 


1995 年 
12 月 9H 公 開 


製作 : 田 中 友幸 、 管 山 省 
茸 

監督 : 大 河原 孝夫 

特技 監督 : 川 北 坊 -- 

森 一 樹 

音 : 伊 福 部 昭 
出演 : 辰 巳 丈 郎 、 石 野 陽 
了 、 林 泰文 、 大 沢 き や か 、 
小高 恵美 

103 分 ご カラー プ ビス タダ 


平成 ・VS ゴ ジラ シリ ー ズ 完結 編 で 、 メ ルト ダウ > 
起こ し た ゴジ ラ の 死 が 描か れる 。 核 爆発 士 前 で 
E と な - > た ゴジ ラ が 日 本 に 現れ た 1、 


バー ニン グ 状 態 
1954 年 に 最初 の ゴジ ラ を 倒し た オキ > 
トロ イヤ ー の 影響 で 、 古 代 生 物 が 
スト ロイ ア が 誕生 し て いた 。 第 1 作 の エロ イン 河内 
桃子 の 再 登場 を 始め 、 第 1 作 へ の オマ ー ジ ュ が ちり 
ば め ら れ て いる 。 今 シリ ー ズ の ゴジ ラ は 番外 編 的 な 
『「 ゴ ジラ VS モス ラ 』 を 除き 、 常 に 自身 の 分 身 や 身 代 
わり と 戦っ て きた こと に な る 


26.『 ゴ ジラ メメ カゴ ジラ 」 


2002 年 
12 月 14 昌 公開 


製作 : 富山 省 香 


高杉 古 、 友 井 雄 発 、 水 野 
久美 
88 分 カラー 
コー ブ 


シネ マス 


平成 ・VS ゴ > 
類 側 の 対 ゴ 
年 の ゴジ ラ の 骨格 を 
完成 させ た 。 し か し 機 


体 ロ ボッ ト "3 式 機 
の テス ト 起 動 中 に ゴジ ラ が 


現れ 、 ゴ ジラ の 声 に 反応 し これ 
まで 動き 、CG や 
な 戦い を 見 


特撮 技術 の 進歩 


せる 


ラ シ リ ー ズ は 女性 の 主人 公 が 
駆 け て 女性 総理 大 臣 (水野 久 


15.「 メ カゴ ジラ の 逆襲 」 


1975 年 
3 月 15 晶 公開 


製作 : 田 中 友 議 

3 多 猪 四朗 
特技 監督 : 中 野 昭 鹿 
脚本 : 高 山 由紀 子 

音楽: 伊福部 昭 
々 木 勝彦 、 平 田 
彦 、 藍 と も 子 、 睦 五郎 大 
門 正明 
83 分 
コー プ ブ 


カラ ー ゲ シネ マス 


第 15 作 に し て 昭和 ゴジ ラ 最 終 作 。 第 1 作 か ら 昭 和 
ゴジ ラ の 名 作 を 撮っ て きた 本 多 猪 四郎 監督 が 6 年 
ぶり に 復帰 、 自 身 最 後 の ゴ ジラ 映画 (そし て 
作 ) と な っ た 代 福 部 昭 作 曲 の ゴジ ラ の テー マ 」 
再び 流れ 、 第 1 作 で 
た 平田 昭彦 


狂気 の 博 【 じ きせ る な ど 第 1 作 の アン チ テ ー セ 
で あり 、 原 点 回 帰 を 目指 し た 野心 作 で も ある 。 ラ スト 


の 夕陽 の 海 を 去っ て いく ゴジ ラ が 美しく も 切な い 。 


19.「 ゴ ジラ VS モス ラ 」 


1992 年 
12 月 12 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 

監督 : 大 河原 孝夫 
特技 監督 : 川 北 統 -- 
脚本 : 大 森 一 樹 

音楽 監督: 伊福部 昭 
出演 : 別 所 哲也 、 小 林 聴 
美 、 村 田 雄 沙 、 小 高 恵 美 、 
室田 明 

102 分 カラ ービス タ 


復活 ゴジ ラ 第 3 の 対戦 相手 は 、 ゴ ジラ が な ぜ か 勝 
て な い モ スラ 。 観 光 会 社 に よっ て イン ファ ント 鳥 か ら 
モス ラ の 卵 が 持ち 出さ れ 、 さ ら に “黒い モス ラ 
ラ 、 そ し て ゴジ ラガ が 日 本 を 襲う 。 当 初 は モス ラ 主 役 
の 『 モ ス : ザン 」 と し て 企画 され た が 「 ゴ ジラ 
VS キン グ ギ ドラ 』」 の ヒッ ト を 受け て ゴジ ラ 
れ た 。 ス トー リー は モス ラ と バト ラ 寄 り で 、 環 境 問 是 
が テー マ と な っ て いる 。 ま た 主人 公 が 離婚 し た 夫婦 
と いう 、 当 時 の 時 流 も 取り 入れ られ て いる 


23.『 ゴ ジラ 2000 ミレ ニア ム 』 


1999 年 

12 月 11 昌 公開 
製作 : 富 山 省 香 

覧 暫 : 大 河原 孝夫 
特殊 技術 : : 介 木 多 ニ 


: 村 田 雄 浩 、 同 部 寛 、 
西田 商 美 、 鈴 木 麻由 、 佐 
野 更 朗 
107 分 ご カラ ー 
テープ 


シネ マス 


4 年 ぶり の ゴジ ラ 第 23 作 。 本 作 か ら ミ レニ アム ゴジ 
ラ シ リ ー ズ と 呼ば れ 、1954 年 の 第 1 作 を 原典 と し て 
リブ ー ト され た 。 太 古 の 岩 塊 か ら 現 れ た UFO は 
スー パー コン ピュ ー タ ー に 侵入 し ゴジ ラ の 情報 を 
得 て 、 ゴ ジラ の 復元 ・ 再 生 能 力 を 持つ 細胞 を 礁 お う 
と する 。 情 報 化 の 時 代 へ の 度 肉 か 、 異 星人 ミレ ニア 
ン は 肉体 を 持た な い 高度 な 生命 体 G 細 胞 の 力 で 
肉体 を 得 よ うと する が 、G 細 胞 の 制御 が で きず 、 人 
獣 * オ ル ガ " と な っ て し まっ た 


27. 「 ゴ ジラ x モ スラ メメ カゴ 
東京 SOS」 

2003 年 

12 月 13 日 公開 


特殊 技術 : 浅 田 英 一 
脚本 : 横 谷 員 宏 、 手 塚 肌 明 
音楽 : 大 島 ミ チル 

則 濱 : 金 子 昇 、 吉 岡 美穂 、 
虎牙 光 揮 、 長 澤 ま るみ 、 大 
塚 ちひろ 
91 分 

ュ コープ 


カラ ー プ シネ マス 


これ まで 単独 の 世界 観 を 持つ ミ 
リー ズ だ っ た が 、 本 作 は 『「 ゴ ジラ メメ カ = 
編 。 同 時 に 1961 年 公開 の 「 モ スラ 』 の 

り 、 主 演 の 小泉 博 が | 同じ 中 條 信 一 役 で 出 8 
る 。 中 條 の 元 へ 42 年 ぶり に 小 美人 が 現れ 、 選 
の 骨 を 海 へ 返す よう 伝え る 。 そ の 直後 、 東 京 
し た ゴジ ラ に モス ラ が 立ち 向かっ て いく 。 本 作 で ゴ 
ジラ は 初め て 東京 タワ ー を 破壊 する 。 物 語 終 毅 
また も 暴走 する 機能 。 し か し 、 ラ スト は 感 的 な ゴ 
ジラ 映画 と な っ て いる 


1984 年 
12 月 15 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督 : 橋 本 幸治 
特技 監督: 中 野 史 鹿 


電光 田中 健 、 
沢口 靖子 、 宅 麻 伸 、 夏 木 
陽介 

103 分 カラ ービス タ 


に より ゴジ ラ 
は 日 本 に ゴ 


が 日 覚め 、 日 本 を 襲う ぅ 「 ア メリ カ と ソ連 
ジラ へ の 戦術 核兵器 の 使用 を 要請 する ……。 第 1 
作 同様 に 大 人 向け と し て 制作 され 、 米 ・ ソ ツ と 政府 の 
駆け 引き な ど 政 治 的 な 描写 も 多い 。 タ イト ル が 第 1 
作 と 同じ た め 「84 ゴ ジラ 」 と も 呼ば れ 、 昭 和 59 年 公 
開 だ が 、 便 宜 上 平成 ゴジ ラ 第 1 作 と され る 


20.「 ゴ ジラ VS メカ ゴジ ラ j 


1993 年 
12 月 11 昌 公開 


製作 : 田 中 友幸 
監督 : 大 河原 孝夫 


水引 : 人 
出演 : 高 嶋 政宏 、 佐 野 量 
了 、 小 高 恵美 、 原 田 大 二 


Or り 上 げた 本 か ら * 
主軸 と な る ラ の 同種 
ビー ゴジ ラ が 登場 。 ゴ ジ の 
ぃ 感情 を 持つ 存在 と し て 描か れ て いく 。 そ し て 永遠 
の 名 脇役 ラド ン も 、 中 盤 、 よ り 9 衝 本 が キー ジ ド 
ン と し て 復活 し メカ ゴジ ラ と 戦う 


24.「 ゴ ジラ メ メガ ギ ラス 
G 消 雅 作戦 


2000 年 
12 月 16 昌 公開 


製作 : 富 山 省 召 

監督 : 手 塚 昌明 
特殊 技術 : 鈴 木 健二 
脚本 : 析 原 寛 司 、 三 村 洪 
音楽 : 大 島 ミ チル 
垢 : 田 中 美里 、 谷 原 意 
介 、 勝 村 政 信 、 伊 武 雅刀 、 
星 由 濡 子 
105 分 カラー 
コー ブ 


シネ マス 


1954 年 の ゴジ ラ 上 陸 で 東京 が 壊滅 首都 が 大 阪 
に 移転 し た 日 本 が 舞台 の パラ レル ワー ルド 作品 


ゴジ ラ は 倒さ れ て お ら ず 、 特 別 G 対 策 本 部 は 新兵 
器 デ ィ メ ンション ・ タ イド を 開発 する が 、 実 験 の 失敗 


で 太古 の 星 由 メガ ニュ ー ラ が 現代 に 現れ 、 巨 大 怪 


を 受け て 、 E 人 公 の 辻 森 桐子 (田中 
組織 G グ ラス パー の 隊長 と いう : 
リー ン エ ネル ギー 問題 や 開発 に 絡む 政治 家 の 汚 職 
な ど リ アル な 描写 も 見 られ る 。 


28.『 ゴ ジラ 
FINAL WARS」 


2004 年 
12 月 4 昌 公 開 


提 作 : 癌 山 省吾 


音楽 : キ ー ス ・ エ マー ツン 
肌 深 : 松 岡 員 宏 、 攻 川 愉 、 
ドン ・ フ ライ 、 水 野 真紀 、 北 
村 一 輝 
125 分 カラ ー 
コー ブ 


シネ マス 


年 記念 作 で あり 、 ミ レニ アム ゴジ ラ シ 
リー ズ 最 修作 ジラ の 集大成 的 作品 と し て 作ら 
、 平 成 版 代 E 撃 」 を 目指 し 、 シ リー ズ 最 高 15 
# 場 し た 。 地 球 に 妖星 ゴラス が 衝突 する 
星人 は 、 友 好 の 証 と し て 世界 各地 に 
現れ て いた 汰 を 消滅 させ る れ は X 星 人 の 戻 
ゴジ ラ 作 品 だ け で な く 、 東宝 特撮 作品 
どの オマ ー ジ ュ や 引用 が ちり ば め ら れ て いる 。 オ ー 
ブフ ェ ッ ツ タイ トル は 「 セ ブン 」(95) な どの カイ ル ・ ク ー 

パー が 編集 し 、 音 楽 を 世界 的 ロッ ク ・ ス ター の キー ス ・ 
エマ ー ソ ン が 担当 し た 


17.『 ゴ ジラ VS ビオ ラン テ 』 


1989 年 
12 月 16 昌 公開 


製作 : 還 中 友幸 

監 司 ・ 脚 本 : 大 森 一 司 
特技 想 叔 川北 転 
音楽 : す き や ま こう いち 

介 濱 : 三 田村 邦彦 、 田 中 

好 子 、 高 嶋 政 伸 、 小 高 恵 

美 、 峰 艇 

105 分 カラ ービス タ 
平成 初 の 対戦 も の と な っ た 本 作 の スト ー リ ー は 、 一 般 
公募 か ら 選 ば れ た 。 時 代 を 予 上 史 し た よう な バイ オ ・ テ 
クノ ロジ ー が テー マ で 、 前 作 で 残さ れ た ゴジ ラ の 体 組 
織 =G 細 胞 カ の 物語 の 中 心 と な っ て いく 。 
G 細 胞 の 争奪 戦 が 繰り 広げ られ る な か 、 人 間 と 凌 徴 
細胞 を 組み 合わ せ た 怪 獣 ビ オラ 

は 呼び 寄せ ちら れる か の よう に 向かっ て いく 
ぃ する 能力 を 持つ 三枝 未希 (小高 恵美 ) も 
平成 シリ ー ズ を 通し て の 重要 人 物 と な る 


21.『 ゴ ジラ VS 
スペ ー ス ゴジ ラ 』 


1994 年 
12 月 10 昌 公開 


製作 : 田 中 友 議 
協同 製作 : 党 山 省 香 
監督 : 山 下 臣 章 
特技 監督 : 川 北 統一 
脚本 : 机 原 寛司 

音楽: 服部 隆之 

則 濱 : 模 爪 和 美 、 
米山 善吉 、 中 中 形 、 佐 原 
健二 

108 分 ご カ ラー ビス タ 


に VS ゴジ ラ シ リ ー ズ を 本 し 、 ト ライ ス 
ー 版 T「GODZILLA』 を 公開 する っ た が 、 
和 作 が 遅れ た た め に 急速 作 られ た の が 本 作 宇宙 
に 飛散 し た ビオ ラン テ の G 細 胞 と 結晶 生命 体 が 融 
衝 化し て 誕生 し た スペ ー ス ゴジ ラ が 地球 
0 M.O.G.E.R.A.$ 登 
ジラ は リト ル ゴ ジ ラ へ 成長 する 。 ゴ ジ 
の Ho 本 戦う 


25. 「 ゴ ジラ モス ラ キン グ ギ ドラ 
大 怪獣 総 攻撃 」 


2001 年 
12 月 15 昌 公開 


製作 : 富 山 省 吾 
監督 : 金 子 修 介 
特殊 技術 : 神 谷 誠 
脚本 : 長 谷川 寺 一 、 


横谷 


崎 竜童 、 小 
林 正 寛 、 佐 野 更 郎 、 天 本 英世 
105 分 プ カラー シネ マス 
コー ブ 


設定 で 1954 年 の ゴジ ラ 上 陸 以 来 、 怪 獣 
日 本 が 舞台 。 静 岡 か ら 上 陸 し た ゴジ 
区 川 ) 、 モ スラ (』 最 珠 
獣 が 立ち 向かう 。 平 成 


維 )、 ギ ドラ ( 魏 色 維 ) の 護国 聖 
メラ 3 部 作 (95・96・99 ) を 
、 ゴ ジラ を 徹底 的 
ジラ に 龍 わ れ た 人 の 死 を 
り 設定 を 一 新 し レキ ング ギ 


2016 年 
Z 月 29H 公 開 


製作 : 市 川南 

脚本 ・ 総 監督 : 誠 野 秀明 
監督 ・ 特 技 監 督 : 桶 日 真 
過 

音楽: 沙 巣 詩郎 

出演 : 長 谷川 博 己 、 人 竹野 
内 豊 、 石 原 き と み 、 高 良 健 
吾 、 市 川 実 日 子 
119 分 カラ ー 
コー ブ 


シネ マス 


12 年 ぶり の 復活 作 は 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 」 
(95 一 96) の 庵野 秀明 が 総 し 話題 と な っ た 。 こ 
れ ま で 1 が 現れ な か っ た 日 本 が 畠 台 で 、 ゴ ジラ 
を 一 種 の 災害 と し て 描い た ュ レ ーション 映画 、 
突如 、 羽 田 沖 か ら 出現 し た ゴジ ラ に 政府 は 右 往 左 
往 し な が ら 対処 し よう と する 。 数 々 の 災害 を 経験 し 
て きた 日 本 で し か 作れ な い 映 画 で 、> 
ゴジ ラ の 東京 破壊 レシ レーン は 圧巻 。 幅 広い 層 に 支持 
され 、 観 客 動員 551 万 人 、 興 収 82.5 億 円 の 大 ヒッ ト 
と な っ た 


995) 


ジラ VS プス トロ イア 


ミレ ニア ゴジ ラシン リー グズ 
(1999-200 の 


1999 年 公開 『 ゴ ジラ 2000 ミレ ニア ム 』 の スー ツ は 平成 ・VS ゴ ジラ シリ ー ズ と 
は 違う フォ ルム を 持つ 新しい ゴジ ラ が 作ら れ た 。 身 長 の 設定 は 55m に 変更 さ 
れ 、 大 き な 口 と 稲妻 の よう な 鋭利 で 大 き な 背 びれ が 特徴 。『 ゴ ジラ メメ ガ ギ ラ ヌ ンマ 

G 消滅 作戦 』(00) の スー ツ は 前 作 の 型 か ら 新規 に 作ら れ 、 身 体 の 色 を 明る め NN ゃ 
に 変更 。 徹 底 し た 悪役 と し て 描か れ た 『 ゴ ジラ モス ラ . キン グ ギ ドラ 大 怪獣 総 Ku す 
攻撃 ](01) の ゴジ ラ は 、 新 た に スー ツ が 作ら れ て いる 。 設 定 身長 は 前 作 よ りや 
ゃ 大き 目 の 60m に 変更 され た が 、 実 際 に 作ら れ を た スーツ は ほ 2m20cm と いう シ 


久 
を 
全 
そ を 


リー ズ 最 大 級 の ゃ の で 、 足 元 も 厚底 靴 の よう に な っ ゆい た どい う 。 い か つい 顔 「 ゴ ジラ 

つき が 特徴 だ が 、 自 目 だ け の 不気味 な 目 が 恐 作 感 供 麗 き 趣 て で いる 。『 ゴ ジラ 2000 と こ 

X メ カゴ ジラ 』 (02) と 『 ゴ ジラ x モ スラ メメ カゴ ジラ 東京 S@SW03) は 、 身 体 ミレ ニア ム 』 sz 
は 「 ゴ ジラ 2000 ミレ ニア ム ] の 原型 の 流用 と な り 頭 部 が 新規 共 形 だ が 、 姿 勢 が 2 革 「 ゴ ジラ メメ ガ ギ ラス < 穀 
直立 に 近く な っ た 。『 ゴ ジラ メモ スラ メメ カゴ ジラ 東京 SOS」 で は 前 作 で 機能 に 受 、 志 G 消 滅 作戦 」 


けた 大 き な 傷 が 胸 に 残っ て いる 。 設 定 身長 100m と 再び 巨 天 化し た 『 ゴ ジラ (2000) 
FINAL WARSJ(04) は 、 ア クシ ョ ン 重 視 の 細身 体形 と な り 、 内 っ た 耳 が 特徴 だ 。 


『 ゴ ジラ 
FINAL WARS] 


(2004) 


『 ゴ ジラ ※ モス ラ 

X メカ ゴジ ラテ 

東京 SOS」 
(2003) 


「 ゴ ジラ モス ラ キン グ ギ ドラ 2 2 
大 怪獣 総 攻 撃 | 『 ゴ ジラ x メカ ゴジ ラ 」 


②001) (2002) 


ゃ アポ ーー ハー 

| シン ・ ゴ ジラ l』 | ゴ ジラ ー-1.0』 
新 時 代 の ゴジ ラ は 第 1 作 を リス ペク ト し な が ら も ゃ 自由 で 新た な 発想 の ゴジ ラ が 登場 。『 シ 
ン ・ ゴ ジラ 』(16) は 初 の 完全 フル CG で 、 人 間 の 体形 や 動き を 想起 させ な い 。 未 知 の 完全 
生物 で 設定 身長 は 118.5m。 体 内 で 自己 破壊 と 再生 を 繰り 返し て 形態 変化 し な が ら 進 化 
する 。 第 1 形態 は オタ マジ ャ クシ 状 と され 、 第 2 形態 は サメ の ラブ カ 似 、 第 3 形態 は 水棲 生 
物 か ら 陸 棲 生 物 へ 進化 、 第 4 形態 は 感情 の な い 目 で 、 エ ネル ギー( 捕 食 ) を 必要 と し な い 
た め 乱 杭 歯 で 舌 は な い 。 尾 は 異様 に 長く 、 尾 や 背びれ か ら も 熱線 を 発射 可能 。 ラ スト で 
尾 に 現れ た 第 5 形態 は 異形 な 人間 の よう だ っ た 。1945 年 ご 1947 年 と いう ゴジ ラ 映 画 最 古 
の 時 代 設 定 に 出現 (ゴジ ラ ザ ウ ルス を 除く 《) し た 『 ゴ ジラ ー1.0』(23)$ フ ラル CG と な り 、 設 
定 体高 は 50.1m。 放 射 熱 線 も ゃ 尾 か ら 順 に 背びれ が 伸び て いき 、 一 気 に 引 っ 込ん で 吐く の 
上 が 特徴 。 原 子 爆弾 の イン プロ ー ジ ョ ン 方 式 に 発想 を 得 た 演出 に な っ で いる 。 損 傷 と 再生 
に よっ て 顔 に 傷 を 負っ た 姿 $ 特 徴 的 だ 。 


( 文 : 租 之 内 円 ) 


日 本 各地 に 現れ て いる ゴジ ラ は 
て き 70。 さ ほ 


北海 道 「 テ ジラ VS キン グ ギ ドラ 』(91) で ゴジ 
ラ は 、 さ っ ぽ ろ テ レビ 塔 を 倒し た 後に 地下 街 を 踏 
み 抜い て 転倒 、 起 き 上 が る と 一 帯 を 破壊 し た 。『 ゴ 
ジラ 2000 ミレ ニア ム 』(99) で は 根室 に 現れ 、 駅 周 
辺 を 火 の 海 に し た 。 


プ ジ ラ VS キン グ ギ ドラ 


@ TOHO CO.. LTD 

陸 葉 県 「 ゴ ジラ VS メカ ゴジ ラ 」(93) で の 決 
戦は 幕張 ベイ エリ ア で 、 幕 張 メ ッ セ や 千葉 マリ ン 
スタ ジア ム ( 当 時 ) な ど 一 帯 が 瓦 院 の 山 と 化し た 。 


東京 都 銀座 「 ゴ ジラ 」 (54) で ゴジ ラ は 
品川 沖 か ら 銀 座 へ と 向かい 、 松 坂 屋 、 銀 座 ・ 和 光 
(当時 )、 日 劇 な どの 名 所 を 破壊 。 日 本 一 の 繁華 街 
も 一夜 に し て 壊滅 状態 に な っ た 。『 ゴ ジラ 』(84) で も 
0 MS PSSP 
米 軍 の 攻撃 を 受け た ゴジ ラ が 熱線 を 広範 囲 に 

射 し 、 銀 座 の 街 が 破壊 され る 場面 が ある 。 そ し て 
『 ゴ ジラ ー1.0」(23) で は 、 戦 後 復興 を 遂げ た 1947 年 
の 銀座 を ゴジ ラ が 紅 う 。 晴 海 通り を 歩き 、 数 寄 屋 橋 
を 踏み 抜く 。 そ し て 日 劇 と 隣接 する 朝日 新聞 東京 
本 社 を 破壊 。 惨 状 を 伝え ん る レポ ー タ ー が 立っ て いた 
マツ ダビ ル ゃ 崩壊 する 。 ゴ ジラ の 熱線 に よっ て 、 銀 
座 に は キノ コ 雲 が 立ち 上 が り 、 黒 い 雨 が 降っ た 。 


2 TOHO CO。 LTD 

信 国 会 議事 堂 『 ゴ ジラ 』 (54) で 壊さ れ た 国 
会 議事 堂 は 、『 ゴ ジラ < モス ラメ メカ ゴジ ラ 東京 
SOS」.(03 ) で も 、 ゴ ジラ と 再起 動 し た 機 龍 が 激 
突 し 、 組 み 合 っ た 2 体 が 倒れ こん で 破壊 され る 。 
『 ゴ ジラ ー1.0』(23) で は 四 号 戦車 が ゴジ ラ に 向 か 
い 砲 撃 。 そ の 後 、 熱 線 に よっ て 吹き 飛ば され て 
いる 。 


信 新 宿 「 ゴ ジラ 』 (84) で は 新宿 住友 ビル や ホ 
テル セン チュ リー ハイ アッ ト ( 当 時 ) な ど 新 宿 副 都 
心 を 破壊 。『「 ゴ ジラ VS キン グ ギ ドラ 』 (91) で は 完 
成 し た ば か り の 新 都庁 を 前 に ゴジ ラ と メカ キン グ 
ギド ラ が 決戦 。 上 空 の キン グ ギ ドラ を 狙っ た 放射 
熱線 が 都庁 上 部 を か すめ て 破壊 し た 。 その 後 も 、 
キン グ ギ ドラ の 引力 光線 や ゴジ ラ が 倒れ こむ な 


容赦 な く 全国 の 史跡 や 観光 名 所 を 破壊 し 
* は ゴジラ が これ まで に 興 撃 、 破 壊し た 斑 な スポ ッ ト を 紹介 する 。 


ど し て 徐々 に 破壊 され て いっ た 。『 ゴ ジラ 2000 
ミレ ニア ム 』J(99) で は 新宿 駅 を 破壊 し 、 ミ レニ ア 
ン の UFO が 着地 し て いた 東京 オペ ラ シ テ ィ に ゃ 
放射 熱線 を 浴び せ た 。 


人 @ 古 場 ・ 了 臨海 副 都心 「 ゴ ジラ VS デス トロ イ 
ア 』 (95) の 最終 決戦 は 臨海 副 都心 が 舞台 で 、2 
体 の 激突 で 東京 ビッ グ サ イト が 瓦 確 の 山 と 化し 
た 。『 ゴ ジラ メメ ガ ギ ラス G 消 滅 作戦 』 (00) で は 、 
台場 に 現れ た メガ ギラ ス に 放射 熱線 を 吐く 《 が 避 
けら れ 、 ホ テル ・ グ ラン パシ フィ ッ ク 。 メ リディア 
ン ( 当 時 ) が 吹き 飛ば され る 。 さ ら に メガ ギラ ス 
に 引き ずら れ た ゴジ ラ は 、 ア クア シテ ィ お 台場 に 
突っ 込ん で し まう 。 


信 東 京 タダ ワー ゴジ ラ 作 品 で は っ きり と 東京 タ 
ワー が 破壊 され た の は 『 ゴ ジラ メモ スラ X メ カゴ ご 
ジラ 東京 SOS」(03) の み 。 モ スラ に 向け た 放射 
熱線 を 避け られ 、 運 悪く 後ろ に あっ た 東京 タワ ー 
に 直撃 する 。『 ゴ ジラ FINAL WARS』 (04) の 
終盤 で は 、 地 球 に 向かっ て くる 限 石 に ゴジ ラ が 
放っ た ハイ パー スバ パイ ラル 熱線 に よっ て 大 
爆発 が 起き て 東京 は 焦土 と 化し 、 折 れ 曲 
が っ た 東京 タワ ー が 見 える 。 山崎 貴 監 督 作品 
『ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕 目 』 (07) の 冒頭 で 
は 茶 川 竜 之 介 が 描く 小説 の 世界 に ゴジ ラ が 登 
坦 。 熱 線 に よっ て 東京 タリ ワー が 半分 に 折れ 、 ゆ っ 
くり と 月 落し て いく 。 


神奈 川 県 「 ゴ ジラ VS モス ラ 』 (92) で 横浜 


みな と みらい 21 の 巨大 観覧 車 と ヨコ ハマ グラ ン 
ド イン ター コン チ ネ ンタ ル ホテ ル を 放射 熱線 で 
破壊 。・『 ゴ ジラ モス ラ キン グ ギ ドラ 天 怪 獣 総 攻 
撃 』 (01) で 横浜 ラン ド マ ー ク タワ ー を 吹き 飛ば し 
た 。『 ゴ ジラ メメ カゴ ジラ 』 (02) で は 機 龍 の テス ト 
起動 中 に 現れ た ゴジ ラ は 、 横 浜 ・ 八 景 島 シ ー 
パラ ダイ ス を 襲っ た 。『 ゴ ジラ モス ラ キン グ ギ ド 
ラ 大 怪獣 総 攻 撃 』(01) で は 箱根 ロー プ ウ ェ イ 
大 浦 谷 駅 が ゴジ ラ と バラ ゴン の 戦い に よっ て 破 
壊 。『 シ ン ・ ゴ ジラ 』(16) で は 江の島 近辺 を 通過 。 
『 ゴ ジラ ー1.0』 (23) で の 2 度目 の 上 陸地 点 は 鎌 
倉 で ある 。 


静岡 県 「 キ ンタ ュ ン グ 対 ジヌ](62) の 最 
終 決戦 の 場 は 富士 山 羽 。 ゴ ジラ と キン グ コ ング 
は ゃ も み 合 いな が ら 斜 面 を 転げ 落ち て いき 、 熱 海 
城 を 巻き 込ん で 破壊 、 海 へ と 落ち て いっ た 。 そ 
の 後 富 士 周 辺 は 決戦 の 地 と し て 登場 し て い 
る 。『 ゴ ジラ モス ラ キン グ ギ ドラ 大 怪獣 総 攻 
撃 』】(01) で は エス パルス ドリ ー ム プラ ザ 近 辺 
を 筐 撃 、 富 士 市 を 横断 し て いく 


長野 県 山崎 貢 監 督 の 出身 地 で ある 長野 県 


松本 市 に は 『 三 大 任 獣 地球 最大 の 決戦 』(64) 
で キン グ ギ ドラ が 興 来 。 キ ング ギド ラ が 巻き 起こ し 
た 突風 で 松本 城 が 破壊 され る 。 


愛知 県 「 モ スラ 対 ゴ ジラ 』(64) で は 、 尾 を 名 
古屋 テレ ビ 塔 (当時 ) に 巻き つけ て 倒 そ うと する も 
尾 が 抜け て 手前 の ビル に 激突 し 、 倒 れん て きた テ 
レビ 塔 が ゴジ ラ に の し か か っ た 。 名 古屋 城 で は 
堀 で 足 を 滑ら せ て 倒れ こみ 、 城 を 破壊 し た 。 


『 正 スラ 対 プ ジラ 」 ぐ TOHO CO., LTD. 
三重 県 『 ゴ ジラ VS メカ ゴジ ラ 』(93) で は 鈴鹿 
サー キッ ト に 届 来 。 ゴ ジラ の 柚 来 か ら 多 く の 来 場 
者 が 逃げ 惑う シー ン が ある 。 


福井 県 『 ゴ ジラ VS ビオ ラン テ 』(89) で は ビオ 
ラン テ と の 最終 決戦 地 は 若狭 湾 と な っ て いる 。 


京都 府 . 「 プ ジラ VS メカ ゴジ ラ 』(93) で 京都 に 
現れ た ゴジ ラ は 、 京 都 タ ワー NN 
飛ば し 、 五 重 塔 や 清水 寺 周 辺 を 破壊 し な が ら 
撃 し た 。 


大 阪 府 「 ゴ ジラ の 逆 細 』】(55) で ゴジ ラ は アン 
ギラ ス と 戦い な が ら 心 斎 橋 、 淀 屋 橋 へ と 移動 し 、 
大 阪 城 へ た どり 着く 。 組 み 合っ た 2 体 は 倒れ こ な 
よう に し て 大 阪 城 を 破壊 。『 ゴ ジラ VS ビオ ラン テ 』 
(89) で は 大 阪 ビジ ネス パー ク か ら 中 之 島 周 辺 を 
破壊 し た 。 


福岡 県 「 マ ジラ VS スペ ー ス ゴジ ラ 』(94) で 
は 、 福 岡 タ ワー に 巣 を 作っ た スペ ー ス ゴジ ラ を 目 
指す 途中 、 ア クロ ス 福 岡 な ど を 破壊 。 ス ペー スゴ 
ジラ と 対 財 し た ゴジ ラ は 重力 波 グ ラビ ・ ト ルネ ー ド 
に よっ て 持ち 上 げ ら れ 、 ヒ ルル ドン 福岡 シー ホー ク に 
激突 。 最 後 は ゴジ ラ が M.O.G.E.R.A. の 協力 を 
得 て 、 ス ペー スゴ ジラ が エネ ルギー を 蓄え て いた 
福岡 タワ ー を 倒壊 させ た 。 


【 と 
"WE 
『 ゴ ジラ VS スベ ペース ゴジ ラ 』 @ TOHO CO., LTD. 


大 分 県 「 マ ジラ VS スペ ー ス ゴジ ラ 』(94) は 


九州 の 多く の 県 が 被害 を 受け て お り 、 大 分 で は 
城島 後楽 園 ゆ うえ ん ち ( 当 時 ) に ゴジ ラ が 組 来 。 
別府 タワ ー 近 辺 に も ゴジ ラ が 現れ る 。 


旧 。 ーー の AT 


鹿児島 県 同じ く 「 エ ジラ VS スペ ー ス ゴジ 
ラ 』(94) で は 、 鹿 児島 済 か ら ゴ ジラ が 上 際 。 鹿 旧 
島 市 で 天文 館 通り や 鹿児島 城 が 破壊 され る 。 


文 : 竹之内 円 ) 


2 いざ 0 
ハリ ウッ ド の ゴジ ラ の よう に 
野獣 的 に 戦う の で ば な ぐ 、 
汎 と 神様 の 両方 を 兼ね 備え た 存在 と いう 意識 で 
< の て 才 か る いき まし た ね 。 


用 


二話 ゴ : ラ を 映像 化し て いま すね . その 時 
の の コ ン 3 みい 人 

「ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕日 』 の 時 は 、『 ゴ ジラ ・ モ スラ ・ キ ング ギド 
ラ 大 怪獣 総 攻 撃 』 の ゴジ ラ が 、 少 し イメ ー ジ に あり まし た 。 次 の 「 ゴ 
ジラ ・ ザ ・ ラ イド 大 怪獣 頂上 決戦 ] で は か な り ゴ ジラ を 研究 し て 、 か っ 
こい い ゴ ジラ を 目指 し た ん で す 。 その 時 は 僕 が 出し た ラフ な デザ イン 
を 、ZBrush と いう 3D で 彫刻 で きる ソフ ト の 凄腕 モデ リン グ ア ー テ ィ 
スト ・ 田 口 工 亮 若 が 、 さ ら に いい も の に 仕上 げ て くれ まし た 。 


ー 一 今回 の ゴジ ラ の デザ イン は 、 ど の よう な プロ セス を 
経て 決ま っ て いっ だ た の で すみ か ? 

最初 は いろ いろ 考え た ん で す 。 獣 感 を 強め た 細身 の 体形 の ゃ の や 今 よ 
りゃ 背びれ が 目立つ も の 、 ビ キ ニ 環 礁 で 体 の 半身 を 被爆 し て 、 半 分 は 
ケロ イド 状 で 半分 が ゴジ ラ っ ぽい も の な ど 、 か な り 試 行 錯誤 を 重ね ま 
し た 。 「 新 生 丸 」 の 機雷 で 顔 の 肉 が 取れ て か ら は 、 そ この 細胞 再生 に エ 
ラー が 出 て 、 牙 や 骨 が 見 えた “スカーフ ェ イ ス " 状 態 に な っ て し まう 
も の も ゃ も 考え まし た が 、 後 半 ず っ と その 顔 で 出 て くる の は どう か と 思っ 
て や め ま し た 。 今 回 の ゴジ ラ は 細胞 が 再生 する けれ ども 、 あ まり ひど 
い ダ メー ジ を 受け る と 完全 再生 で きず に エラ ー が 出る 。 元々 大 戸島 に 
いた 呉 爾 羅 が 、 ビ キ ニ 環 礁 の 原爆 実験 で 一 度 強 烈 な ダメ ー ジ を 受け た 
の に 、 再 生 し よう と 頑張 っ て この 姿 に な っ た と いう 設定 で すか ら 、 完 
成 し た 映画 で も 「 新 生 丸 ]」 の 機雷 に や られ た り 「 高 雄 ] に 砲撃 され て 再 
生 し た 部 分 は 他 と 顔 の 色 が 違っ て いる ん で す 。 そん な 試行 錯誤 の 未 に 、 
や は り デ ィ ス ・ イ ズ ・ ゴ ジラ と いう 部 分 は ある 程度 大 事 に し な きゃ い 
け な い と 思っ て 、 最 終 的 に は 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 」 の ゴジ ラ が 一 番 い 
いな と いう と と に な っ た ん で す 。 


ーー 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 」 の デザ イン に 戻っ て いっ だ 
わけ で すね 。 

理想 的 な ゴジ ラ を あの 時 作っ て いた の で 、 そ こ に 戻っ て プラ ッシュ アッ 
プ し て いこ とこ うと 。 あ の ゴジ ラ は ゴジ ラフ ァ ン の 間 で も 評判 が 良かっ た 
で すか ら 、 そ れ を 踏襲 する の が 一 番 い いと 考え た ん で す 。 


労 着 ざ る み の ゴ ジラ に は で き な い デザ イン に し よ ょ うと 思 


テイ ン は 決ま っ た と し て 、 今 回 の ゴジ ラ で 
特徴 的 な 部 分 は ? 
が 小さ く で が 大 く 、 全体 の フォ ルム と し て 三角 形 に 見 える 。 僕 は 


BK 人 プー デフ ェ い な いと 日 本 の ゴジ ラ に な ら な いと 思う ん で す 。 ハ リウ ッ 


打 の ゴジ ラ は 前 傾 姿勢 で 戦う 気 満々 だ けれ ど 、 日 本 の ゴジ ラ は 半分 神 
様 だ が ら 、 基 本 的 に は 直立 し て いる 。 それ で いて 人 間 の よう に は 見 え 
"な いよ うに 、 足 は 獣 脚 に し まし た 。 最初 か ら 獣 肝 に は こだわ り ま し た 。 
1 っ た ん で す 。 また 、 
恐竜 の よ * う な 動き を ある 程度 は で きる よう に し て 、 感 情 的 に な っ た 時 
に は ほ 体 を 激しく 動か す 。 で も ハリ ウッ ド の ゴジ ラ の よう に 野獣 的 に 戦 
う の で は な く 、 獣 と 神様 の 両方 を 兼ね 備え た 存在 と いう 意識 で すべ て 
考え て いき まし た ね 


ー 一 今回 の ゴジ ラテ で 印象 的 な の は 、 熱 線 を 吐く 時 の 育 び 
れ の 動き で すね 。 

背びれ が 徐々 に 伸び て いっ て 、 そ れ が 一 気 に 引 っ 込ん で か ら 熱線 を 吐 
くん で す 。 原子 爆弾 の 構造 は 要する に 、 核 物質 が 臨界 を 超え る よう に 
爆薬 の 力 で ひと まとめ に する と 、 大 爆発 が 起こ る 。 ゴ ジラ は 核 の 申し 
子 だ と 思っ て いる の で 、 そ の イメ ー ジ を 投影 し た 感じ で すね 。 また こ 
の ゴジ ラ は 熱線 を 一 度 吐い た ら 、 続 け て は 吐 け な い 。 一 発 必中 の 攻撃 
な の で 、 吐 くま で の 儀式 を し っ か り 見 せ て 、 大 変 な と と が 起こ っ て い 
る 感 を 出し た か っ た ん で す 。 


ー 一 他 に も 部 分 的 な が こだわり は あり ます か ? 


『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 と 同じ 方 向 へ 行か な いよ うに し よう と 思い まし た 。 す 
ご く 好 き な 作 品 な の で 、 あ の 映画 を 追い か け て 同じ 方 へ 行く と 逆 に ま 
ずい な と 。 だ か ら 『 シ ン ・ ゴ ジラ 」』 で は 長い し っ ぽ が 特徴 的 で し た が 、 
今回 は し っ ぽ の 長 さ は そう で も な い 。 た だ し っ ぱ ぽ が 素早 く 振り 回 され 
る と 、 街 が 大 変 な 被害 を 受け る と 。 また 目 の 形 は 最初 、 半 月 形 の * ゴ ジ 
ラ 目 ? に し た か っ た ん で す 。『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 は 人 間 の 目 に し て デザ イ 
ン し た と 文献 で 読ん を だ の で 、 こ っ ち は “ ゴ ジラ 目 " に し よう と 。 と ころ 
が 田口 有用 は 、 僕 が 何 回 オー ダー し て も ゃ も 人間 みた いな 目 に し て き て 。 で 
も 段々 これ は これ で 怖い 目 だ な と 思え て き て 、 田 口 君 の こだわ り を 活 
か し まし た 。 


ー 一 今回 の 映画 は 、 自 分 が 今 ま で や っ て きた こと の すべ て 
を 使っ た 集大成 感 が ある と 、 完 成 報告 会 見 で っ し ゃ っ て 
いま し だ ね 

自分 の 土 讐 に 連れ て こと な いと 、 こ の 映画 に 勝ち 目 は な いと 思っ て い 
た の で 、 か な り 得 意 ど ジャ ン ル を 取り 込み まし た 。 こ れ ま で 手掛け た 
『ALWAYS 三 丁目 の 夕日 」 シ リー ズ や 『 永 遠 の 0 」、『 ア ルキ メデ ス の 
大 戦 』、『 海 賊 と よ ば れ た 男 』 と いっ た “昭和 史 ” シ リー ズ の 要素 を 入れ 
な いと 、 勝 負 で き な い と 思っ た ん で す 。 そ うし た ら 今 まで 培っ て きた 
も の を いろ いろ 投入 する こと に な っ た の で 、 集 大 成 感 が 出 た 作品 に な 
り ま し た 。 あ と は ソフ ト の 進化 も ゃ 大 きか っ た 。 実は 『ALWAYS 続 ・ 三 
丁目 の 夕日 』 で 冒頭 の ゴジ ラ に よる 鈴木 オー ト 破 壊 シ レー ン を 作っ た 時 、 
一 人 の 技術 者 が ワン カッ ト 仕 上 げ る の に 6 カ月 間 か か りき り に な っ 
た ん で す 。 そ れ だ と 自分 が 思っ て いる も の を 作ろ うと し た ら 、 今 の 技 
術 と マシ ン の スピ ー ド で は 無理 だ と 思っ て 、 い つか ゴジ ラ 映 画 を 作る 
と いう 希望 は 一 度 封 還 し た ん で す よ 。 で も 『 シ ン ・ ゴ ジラ 」 を 観 て 、 こ 
こま で や れる よう に な っ た の か と 思っ て 、 自 分 も ゴジ ラ 映 画 を 作ろ うぅ 
と いう 気持 ち に な り ま し た ね 。 


今回 の ゴジラ に は と ん な イメ ー ジ を 持た せよ うと し ま 
し た か ? 

と て も 怖く お ぞ ま し い 存 在 だ けれ ど 、 ど こ か 惹か れ て し まう 。 そ ん な 
区 力 が 出せ な いか な と 思い まし た 。 そ れ と 、 神 様 に 会 っ た 時 の よう な 
感覚 が ほし か っ た 。 いざ ゴジ ラ を 倒し た ら 、「 大 変 た こと を や っ ちゃ っ 
た か も し れ な い 」 と 暴 休 の 念 が 沸き 上 が っ て くる 、 そ ん な 生物 を 超え 
た 雰囲気 を 持た せ た い と 思い まし た ね 


最初 は 、「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 」 と は 別 の 方 向 


性 の デザ イン も 検討 され て いた 。 そ の 内 の N 


- つ が 前 傾 安 勢 で 獣 感 の 強い ゃ の 。 か か と 
を 浮か せ た 足 の 形 は 最後 まで 引き 継が れ た 。 


顔面 に 受け た 機雷 に よる 傷 を 再生 し よう 


損壊 が ひど いた め 再 生 機能 に エラ ー が 生じ 、 類 に 


ヨル アテ 


まで 諸 が 生え て き て し まっ た と いう 設定 
で は の 表現 と し て 検討 され て いた 。 


ビキニ 環礁 で 原子 爆 
弾 に よっ て 右 半 身 が 
被 史 し 、 傷 完全 に 再 
生 せ ず ケ ロイ トド 状 に 
残っ て いる 、 と いう 設 
定 も 考え られ て いた 。 


と する も 、 


。CG な ら 


司 NQ 半 JNNU 


MA リル ンー 

の リグ ンダ | / - 
ニーー テ ーー ンー 一 アル リラ に し 
リグ ys - * 


最終 形 に 最も 近い デザ イン 。 直立 
し 、 胸 を 張っ た 姿勢 が 神々 し さ を 
感じ させ る 。 大 き な 脚 と 小さ な 頭 
で 、 三 角形 の フォ ルム に な っ て いる 。 


有 わ お 


「 シ ン ・ ゴ ジラ 』 が 残し た 宿 患 


本 作 『 ゴ ジラ -1.0』 は 、1954 年 公開 の シリ ー ズ 
第 1 作 目 と な る 『 ゴ ジラ 』 か ら 数 えて 通算 30 作 
目 の 国産 実写 ゴジ ラ 映 画 と な る 。 2024 年 は ゴジ 
ラ 誕生 70 周 年 に あたり 、 さ ま ざ ま な 意味 で 大 き 
な 節目 と な る 作品 な だ け に 、 そ の 生み の 過程 に 
お いて は 大 き な 苦 し み が あ っ た と いう 。 

前 作 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 も また 、『 ゴ ジラ FINAL 
WARS」 以来 約 12 年 お り と な る 国産 実写 ゴジ ラ 
映画 と いう 巨大 な 重圧 の も ゃ と で 公開 され た 作品 
だ っ た 。 2014 年 に 公開 され た レジ ェ ン ダリ ー・ ピ 
クチ ャ ー ズ 製作 の 『GODZILLA ゴジ ラ 』 が ヒッ 
ト を 記録 し て いた と は いえ 、 そ の 時 点 で 国産 実 
写 ゴ ジラ 映画 が どれ だ け の 観客 を 呼び 込め る か 
は 未知 数 。 し か し 蓄 を 開け て みれ ば 『「 シ ン ・ ゴ ジ 
ラ 』 は 興行 収入 82.5 億 円 と いう ゴジ ラ シ リ ー ズ 
史上 最大 の ヒッ ト を 記録 。" ゴ ジラ "と いう キャ 
ラク ター が 持つ ポテ ン シ ャ ル の 高 さ を 世 に 見 せ 
2( 沈 。 

だ が その 大 き な 成 功 ゆ え に 『「 シ ン ・ ゴ ジラ 』 と 
いう 作品 は シリ ー ズ の 製作 を 手掛け る 東宝 に と っ 
て 、 大 き な 重 石 に ちな っ て いた と いう 。 本 作 の 
企画 ・ プ ロ デ ュ ー ス を 務め た 岸田 一 晃 は 言う 。 
人 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 の 後 、 東 宝 社 内 で は 新た な 実写 ゴ 
ジラ 映画 の 企画 が いく つも 検討 され まし た 。 し 
か し 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 に 続く に 相応 し いと 思え る 
企画 を な か な か 生み 出す こと が で きま せん で し た 」 

同じ く 企画 ・ プ ロ デ ュ ー ス を 手掛け た 山田 兼 
司 も この よう に 語る 。 

「『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 は 、 現 代 を 舞台 に し た ゴジ ラ 映 
画 が や る べき こと を も れ な く や り 尽く し た 、 ま 
さ に エポック メイ キン グ と 言え る 作品 で す 。 そ 
れ を 観 た ファ ン の 期待 に 応え られ る 新た な 実写 


ゴジ ラ 映 画 を 生み 出す た め に は 、 ま っ た く 新 し 
い 未 知 の コン セプト が 必要 で し た 」 

数 々 の 企画 が 発案 、 検 討 さ れ 、 そ し て 消え て 
いく 中 で 、 や が て 『ALWAYS 三 丁 目 の 夕日 』 シ 
リー ズ や 『 永 遠 の 0 」、『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 な 
どの ヒッ ト 作 品 を 手掛け て きた 映画 監督 ・ 山 崎 
貴 に 白羽 の 矢 が 立つ 。 

「 山 崎 監督 は 、 日 本 で も 有数 の VFX 技 術 に 長け た 
監督 で ある と 同時 に 多く の ヒッ ト 作 を 生み 出し て 
きた 実績 も あり ます 。 さら に 『ALWAYS 続 ・ 三 丁 
目 の 夕日 』 の 冒頭 で ゴジ ラ を 登場 させ た よう に 、 そ 
の 深い ゴジ ラ 愛 に つい て も 東宝 社内 で は 広く 知ら 
れ て いま し た 。 “山崎 監督 に よる 実写 ゴジ ラ 映画 ” と 
いう 企画 は 、 東 宝 社 内 で “や る か や ら な いか "で は 
な く “ い つや る の か "と いう も の と し て 、 ず っ と 


温存 され て いま し た 。『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 に 続く 
そし て 通算 30 本 目 と な る 国産 実写 ゴジ ラ 映画 と 
し て 、 満 を 持 し て その 企画 が 本 格 始動 し た ん で す 」 
と 山田 は 言う 。 


監督 ・ 山 崎 貴 
「 ゴ ジラ 映画 の 監督 を し な いか と いう オフ ァ ー 
は 、 実 は 以前 に も 頂い て いた こと が ある ん で 
す 。『ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕日 』 の 後 く ら 
いで すね 。 こ の 作品 で ゴジ ラ を 登場 させ た と 
ころ 、 大 き な 反 響 を 得 ら れ 、 そ の 流れ で 一 度 
オフ ァ ー が あり まし た 。 た だ 「ALWAYS 続 ・ 
三 丁目 の 夕日 』 で は わずか 2 分 の ゴジ ラ の 登場 
シー ン の た め に 、 か な り の 数 の 人 員 と 時 間 を 投 
入 す る 必要 が あり まし た 。 当 時 の 技術 や 環境 で 
は 1 本 の ゴジ ラ 映 画 を 作れ る だ け の リソー ス 
は まだ な いと 判断 し 、 辞 退 し た ん で す 」 
『ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕日 』」 で の ゴジ ラ 
登場 は 山崎 貴 監 督 を 見 出し 、 彼 の 作品 を 漏れ な 


く プ ロ デ ュ ー ス し 続け て きた 阿部 秀司 が 粘り 
強く 東宝 に 交渉 を し て 許諾 を 得 た シー ン だ っ 
た (本 作 で は エグ ゼクティ ブ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー 
を 担当 )。 本 作 の 監督 ・ 脚 本 ・VFX を 務め た 
山崎 買 は 振り 返る 。 

「『ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕日 』 で ゴジ ラ を 


登場 ささ せる こと が で きた こと で 、 自 分 の 中 で 一 
旦 * ゴ ジラ 映画 を 撮り た い "と いう 欲望 が 落ち 
着い て し まっ た ん で す 。 そ の た め 、 ゴ ジラ 映画 
を 撮る 機会 が また や っ て くる と は 想像 も し て 
いま せん で し た 。 だ か ら 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 公 開 
時 に は “次 を や る 人 の ハー ドル は と ん で も な く 
上 が っ て し まい まし た ね ” な ん て 他人 事 の よう 
な 推薦 コメ ント を 寄せ て いる ん で す ( 笑 )*!」 
自分 自身 が まさ に “次 を や る 人 "に な っ て し 
まう こと に 返 巡 は な か っ た の だ ろう か ? 山 
崎 は その 疑問 に 対し て こう 答え る 。 
「 あ れ か ら 技 術 も マシン も ゃ 格段 に 進歩 し まし た 
し 、 僕 自身 も 映画 監督 と し て 多く の 経験 を 積ん 
で きま し た 。 ま た 、 幸 い に も る 『 ゴ ジラ -1.0』 の 
オフ ァ ー を 受け た 後に 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 
大 怪獣 頂上 決戦 」#? と いう アト ラク ショ ン の 映 
像 を 制作 する 機会 ちあ り 、 今 の 技術 と 環境 で あ 
れ ば 自分 が 理想 と する ゴジ ラ 映 画 を 作れ る と 
いう 確信 を 得 ま し た 」 


1942 年 一 194Z 年 と いう 時 代 
設定 

こう し て 記念 すべ き 30 作 目 と な る 国産 実写 
ゴジ ラ 映 画 の 監督 を 引き 受け る こと に な っ た 山 
崎 が 提案 し た アイ デア が 、“ 終 戦後 すぐ の 日 本 
を 舞台 に し た ゴジ ラ ” だ っ た 。 
「 や は り 僕 に と っ て は 1954 年 の /『 ゴ ジラ 』 が と て 
も ゃ 大きな 存在 で 、 そ の た め ゴ ジラ に 対し て “ 戦 


に っ 


人 / 
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争 の 化身 ? と いう イメ ー ジ が ある ん で す 。 だ か 
ら ゃ し 自分 が ゴジ ラ 映 画 を 撮る の な ら ば 、 戦 争 
の 匂い の 残る 時 代 一 一 終戦 直後 の 日 本 を 舞台 に 
し た い 、 と いう 気持 ち は ず っ と 昔 か ら あ り ま し 
た 。 ち ょ うど 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 が 現代 日 本 を 舞台 
に し た ゴジ ラ 映 画 と し て と て つも な く 完 成 度 
の 高い 作品 だ っ た こと も あり 、 あ まり 悩む こと 
な くそ の アイ デア を 提案 する こと が で きま し た 」 
と 山崎 は 言う 。 

2019 年 3 月 頃 、 山 崎 か ら 東宝 に メー ル で 新作 
ゴジ ラ の 自身 の プロ ッ ト ア イデ ア が 提出 され る 。 
当時 『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 の プロ デュ ー サ ー 
補 を 務め て いた 岸田 は 言う 。 

「 ち ょ うど 『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 の 制作 が 終盤 

に 差し 掛か っ た 頃 で し た 。 メー ル で ファ ー ス ト 
プロ ッ ト を 頂い た ん で す が 、 そ の 時 点 で 、 す で に 
“終戦 直後 の 日 本 が 舞台 で 、 元 特攻 兵 の 主人 公 を 
中 心 と し た 民間 の 人 々 が 、 ゴ ジラ と いう 巨大 な 
災厄 に 立ち 向かう "と いう 物語 の コア が 組み 込 
まれ て いま し た 。 その 後 、 何 度 か 打ち 合わ せ を 続 
け 『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 公 開 直 後 の 7 月 に 社内 
で 改め て 検討 会 が 開か れる こと に な り ま し た 」 

その 検討 会 に は 、 山 田 も 参加 し て いた 。 

「 僕 や 岸田 も 含め て 東宝 社内 に 主 だ っ た プロ 

デュ ー サ ー が 勢ぞろい し て 、 デ ィ ス カッ ショ ン 
を 交わ し た ん で す 。 普通 の 映画 で 、 こ れ だ け の 
プロ デュ ー サ ー が 集まる こと は そう そう あり ま 
せん 。 ゴジ ラ 映 画 だ か ら こ そ 、 で すね 。 そ れ ま 
で 無数 の 企画 が 検討 され て は 没 に な っ て いき 
まし た が 、 1 作 目 の 『 ゴ ジラ 』 よ り 前 の 時 代 一 一 
1945 年 1947 年 を 舞台 に する と いう 山崎 監督 
の アイ デア は 絶賛 で し た 」 


命 を 賭し て 戦う の で は な く 、 
生 を 追求 する た め に 戦う 物語 
戦後 の 日 本 を 舞台 に する と いう 、 山 崎 の アイ 
デア の いっ た い ど こ が 草 新 的 だ っ た の か 。 山 
田 は 言う 。 
「 山 崎 監督 の アイ デア で も っ と も 惹か れ た 点 は 、 
終戦 直後 と いう 日 本 が 国家 と し て も っ と も ゃ 脆 明 
だ っ た 時 代 を 舞台 に し て いる こと で す 。 旧 軍 は 
解体 され 、 自 衛 隊 も 創設 され て いま せん 。 政府 
の 機能 も 限り な く 縮 小さ れ て いま す 。 そのため 
ゴジ ラ と いう 巨大 な 災厄 に 、 市 民 は 自ら の 力 で 
立ち 向かっ て いく し か な い …… その テー マ が 
見 えた 時 に 、 大 き な 手 応え を 感じ まし た 。 人 知 
を 超え た 巨大 な 存在 と 相対 する 人 間 と いう の は 、 
世界 各地 の 神話 に も 見 られ る 、 時 代 を 超え た 普 
遍 的 な テー マ で す 。 それ ゆえ に 1947 年 と いう 時 
代 を 舞台 に し つつ も 、 現 代 の 我々 の 心 に 響く 作 
品 に な る と 確信 し た ん で す 」 

岸田 も 「 山 崎 監督 が 描き た い 物 語 は "ゴジ ラ 
対日 本 "で は な く 、“ ゴ ジラ 対人 間 ” で あり 、 そ 
の 人 々 に と っ て ゴジ ラ と は どう いっ た 存在 な の 
か 2? と いう ディ スカ ッ シ ョ ン を 重ね て いき ま 
し た 。 政府 や 官僚 、 軍 隊 で は な く “ 私 た ち " が ゴ 
ジラ に 立ち 向かう 。 その 芯 が 見 えて きた こと で 、 
“ 命 を 賭し て 戦う こと を 求め られ て し まっ た 時 
代 ” か ら "“ 市 民 が 主体 的 に な っ て 生 を 追求 する 
時 代 ” の 変化 を 、 ゴ ジラ と 遭遇 し て し まっ た 敷 
島 と いう 青年 を 通じ て 描く と いう コン セプト に 
た どり 着き まし た 」 と 語る 。 

本 作 の 宣伝 キャ ッ チ コピ ー“ 生 き て 、 抗 え 。” 
と いう フレ ー ズ に も ゃ 繋が る この 主題 は 、 山 崎 監 
連 が これ まで の 作品 を 手掛け る 中 で 、 徐 々 に 醸 
成 さ れ て きた も の だ と いう 。 

「『 永 遠 の 0 」 や ヤ 『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 な ど 、 こ 
れ ま で 第 二 次 大 戦 を 題材 に し た 映画 を 監督 する 
に あたっ て 、 さ ま ざ ま な リサ ー チ を 行っ て きま 
し た 。 それ に よっ て 大 戦中 の 日 本 が いか に 人 命 
を 軽視 し て きた か に つい て 、 知 り 過 ぎる ほど 知 
ら さ れ ま し た 。1 作 目 の 『 ゴ ジラ 』 に も 、 作 品 の 


中 心 に は 反戦 ・ 反 核 と いう テー マ が 大 きく 存在 
し ます 。 本 作 も その 意志 を 受け 継ぐ た め に 、 人 
命 を 軽視 し た 戦中 日 本 の アン チ テ ー ゼ と し て 
* 生 ” に 執着 する 物語 に し よう 、 と いう こと と は 強 
く 意 識 し て いま し た 」 

こう し て 山崎 監督 と 山田 、 岸 田 を 中 心 と する 
東宝 の プロ デュ ー サ ー 陣 と の ディ スカ ッ シ ョ ン 
は 幾度 も 重ね られ て いっ た 。 忌 憶 の な い 意 見 が 
交わ され 、 作 品 の 輸 郭 が 次 第 に 見 え 始め る 中 で 、 
つい に 山崎 は 脚本 の 執筆 に 取り か か る 。 だ が そ 
の タイ ミン グ で 、 本 作 の 制作 の 前 に 巨大 な 暗 雪 
が 垂れ 込め る 。 


新型 コロ ナッ イル ス 感 染 症 が 
残し た 影響 


2019 年 末 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID 
-19) と 呼ば れる 新た な 感染 症 が 世界 を 襲っ た 。 
爆発 的 な 感染 力 と 高い 危険 度 を 持つ この 感染 
症 の 墓 延 に よっ て 、 世 界 も 社会 も 大 き な 変 化 
を 余儀 な くさ れ た 。 そ の 影響 は 本 作 に も 及び 、 
制作 は 一 時 中 断 と な っ て し まう 。 

岸田 は 新型 コロ ナ の 到来 し た 当時 を 振り 返る 。 
「 コ ロナ 福 は 我々 映画 制作 を 行う 人 間 に と っ て 
も また 、 大 き な イ ン バ パク ト の ある 出来 事 で し 
た 。 映 画 は 集団 で 制作 する $ ぁ の で す 。 人 を 集め 
な けれ ば 映画 は 作れ ませ ん 。 し か し 当時 新型 
コロ ナ に つい て 感染 の 経路 も 判明 し て お ら ず 、 
どの よう な 対策 を すれ ば いい の か も ゃ 皆目 見 当 
が つき ませ ん で し た 。 数 百人 以上 が 関わ る “ ゴ 
ジラ ” と いう ビッ グ プ ロ ジェ クト だ か ら と そ 、 
制作 を 一 時 中 断 せ ざる を えま せん で し た 。 撮影 
の 目途 が まっ た く 見 えな く な っ た と いう こと 
で す 」 

制作 が 中 断 さ れ て も 、 阿 部 、 山 田 、 岸 田 、 
ROBOT の プロ デュ ー サ ー・ 守 屋 圭 一 郎 と 山 
崎 は 脚本 の 打ち 合わ せ と 執筆 を 続け 改稿 を 重 
ね て いく 。 そし て 新型 コロ ナ は 本 作 の 制作 だ 
け で な く 、 物 語 に ゃ 影響 を 与え て いく こと に 
な る 。 岸田 は 述懐 する 。 

「 ち ょ うど その 頃 に 書か れ た 脚本 か ら 、“ 民間 ”* 


や “無政府 /、“ 現場 ” と いっ た 言葉 が 強調 され 
始め る ん で す 。 議事 録 に も こう いっ た 言葉 が 無 
数 に 残っ て いま す 。 ま っ た く 未 知 の 感染 症 で あ 
る が 故に 、 国 や 政府 が すぐ に 適切 な 対応 を 取れ 
ず 、 後 手 に 回 り 、 人 々 が 自分 自身 の 力 で 考え て 
選択 し な けれ ば な ら な い 、 未 来 へ の 不安 を 誰 も 
拭っ て くれ な い 環 境 …… 政 府 が 機能 せ ず 、 人 々 
が 自ら の 力 で ゴジ ラ に 立ち 向かわ な けれ ば な ら 
な い 本 作 の 物語 と 現実 が リン ク し 始め まし た ] 
山崎 も る また 、 当 時 脚本 を 執筆 する 中 で 新型 コ 
ロナ が 大 き な 影 響 を 与え た こと を 人 厨 定 し な い 。 
導 作 自 ' の ヨコ ジジ ラル で は セロ ジマ ・ ナ カサ キ 
や 第 五福 竜 丸 事件 、1984 年 の 『 ゴ ジラ 』 で は 
米 ソ ツ 冷戦 、『「 シ ン ・ ゴ ジラ 」. で は 3.11…… ゴ ジ 
ラ 喘 画 は 常に その 時 代 の 写し 鏡 と な っ て きま 
し た 。『 ゴ ジラ -1.0』 も 企画 当初 こそ 特定 の 事 
件 や 事故 に 依存 し な い 、 普遍 的 な 物語 を 追求 す 
る つも ゃ もり で し た が 、 結 果 と し て 新型 コロ ナ と い 
う 世界 規模 の 大 災害 を 濃厚 に 映し 取り 、 現 実 世 
界 で は 新た な 戦争 が 勃発 し て いる 時 代 に も な 
り ま し た 。 や は り ゴ ジラ 映画 は 、 否応 な く 時 代 
的 な 要素 を は らん で し まう …… そん な 答 命 に 
ある と 感じ まし た ] 


見 る も の に 恐怖 を 抱か せる 新 
た な ゴジ ラ 

ゴジ ラ 映 画 に お いて コン セプト や スト ー リ ー 
に 並ん で 重要 と な る も の が ある 。 映画 の 主役 た 
る ゴジ ラ の 造形 だ 。 岸田 は 本 作 の ゴジ ラ デ ザ イ 
ン に つい て こう 語る 。 

「 前 作 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 に 登場 する ゴジ ラ は 、 こ れ 
まで 培 わ れ た ゴジ ラ 像 か ら 離 れ た 、 ま さ に 異端 
と も 言う べき ゴジ ラ で し た 。 それ に 対し て 本 作 
の ゴジ ラ は 、 こ れ ま で の 約 70 年 の 歴史 の 中 で 描 
か れ た ゴジ ラ へ の リス ペク ト を 持ち 合わ せつ つ 、 
より 強く 、 よ り 怖 い 正 統 派 ゴ ジラ を 目指 し まし た 」 

岸田 が 指摘 する よう に 本 作 の ゴジ ラ は 、 獣 の 
よう な 鋭い 顔つき 、 岩 肌 を 科 御 と させ る ゴツ ゴ 
ツ し た 黒い 肌 、 筋 骨 隆 々 の プロ ポー ショ ン な ど 、 
これ まで 我々 が 慣れ 親しん で きた ゴジ ラ の イメ ー 
ジ が コア に ある よう な 王道 の 追求 だ 。 

本 作 の ゴジ ラ の デザ イン に つい て は 、 山 田 も 
また 激賞 する 。「 ゴ ジラ に は 、 神 話 的 な 存在 と い 
うぅ 一面 も あり ます 。 か っ こよ さと 居 さ が 同居 す 
る 、 唯 一 無 二 の 存 在 感 が 必要 だ と 思う ん で す 。 


まさ に その 重要 な デザ イン 上 の ポイ ント を 、 山 
崎 監督 は 見 事 に 表現 し て くれ まし た 」 

約 70 年 の 歴史 を 総決算 し 、 そ の 本 質 を 見 事 に 

体現 し た 本 作 の ゴジ ラ の デザ イン の コン セプト 
に つい て 、 山 崎 は こう 語る 。 
「 1 作 目 の 『 ゴ ジラ 』 の 初代 ゴジ ラ と 同じ くら い 、 
金子 修 介 さん が 監督 し た 『 ゴ ジラ ・ モ スラ ・ キ ン 
グ ギ ドラ 大 怪獣 総 攻 撃 』 の 白目 を 尼 い た ゴジ ラ 
も 好き な ん で す 。 自分 の 中 で ゴジ ラ は 怖い 存在 
で あっ て ほし い 、 と いう 思い が あり 、 い か に し 
て 恐ろし い ゴ ジラ に する か と いう こと を 意識 し 
ま 乱 7 

本 作 の ゴジ ラ の デザ イン スケ ッ チ は 山崎 自身 

の 手 に よっ て 描か れ て いる 。 デ ザイ ンス ケッ チ 
を 見 る と 、 か な り 早 い 段 階 で 完成 デザ イン に 近 
い イ メー ジ が 決定 し て いた こと が わか る 。 
「 デ ザイ ンス ケッ チ の 段階 で は 、 核 実験 の 後遺 
症 で より 肌 に 生々 し い 傷 を 負わ せ た デ ザイ ン や 
鳥 足 の よう な 脚 を し た 俊 餅 そ うな デザ イン も 捕 
いて み ま し た 。 た だ 1 作 目 の 『 ゴ ジラ 』 と 近い 
時 代 設 定 に し た と いう こと も あり 、 か な り 早 い 
段階 で そう し た 変化 球 な デザ イン で は な い 、 土 
道 的 な ゴジ ラ に し よう と は 決め て いま し た 。 直 
前 に 監督 し た 『 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 』 で 自分 と し 
て は か な り 理 想 的 な ゴジ ラ を デザ イン で きた の 
も あっ て 、 本 作 の ゴジ ラ の デザ イン も その 影響 
を か な り 受 け て いま す ]」 

また 本 作 の ゴジ ラ の 特徴 と し て 、 人 間 に 対 し 
て 危害 を 加え る 描写 が より 具体 的 に 表現 され て 
いる こと が 挙げ られ る 。 岸田 は 語る 。 

「 こ れ ま で の ゴジ ラ 作 品 で 人 間 の 死 と いう も の 
表現 し て と な か っ た わけ で は あり ませ ん 。 例 え 
ば 1 作 目 で も 、 ゴ ジラ が 東京 を 撃 する 際 に 、 
逃げ 遅れ た 母親 が 子ども に 向かっ て 『 お 父 ち ゃ 
ま の と ころ に 行く の よ 』 と 語り か ける 痛烈 な 場 
面 が あり ます 。 1954 年 が 舞台 で ある こと を 考え 
れ ば 、 そ の 父親 が 戦争 で ビ に く な っ て いる の で は 
な いか ? と いう イメ ー ジ が 込め られ た よう な 演 


出 が な され て いま す 。 こ の よう に ゴジ ラ 映 画 は 


これ まで に も 人 間 の 死 と いう も の を し っ か り 


描い て きま し た 。 し か し 、 そ うし た 作品 で も 建 
物 ご と 破壊 し た り 、 画 面 外 で それ を 匂わ せ た り 、 
ゴジ ラ が 人 間 に 危 害 を 加え る 様子 を 間接 的 に 捕 
写す る 場合 だ が ほとん ど で し た 。 本 作 に お いて は 、 
人 々 が 生 を 追求 する 物語 で ある 以上 、 人 間 の 死 


の 描写 を 直接 的 に 表現 する こと で ゴジ ラ と いう 
存在 の 懲 ろ し さ を 描 く こ と は 必要 不可 欠 で し た 。 
さら に 今回 は 昭和 の 街並み に 登場 する 50m 級 の 
ゴジ ラ で す 。『 簡 単に 命 を 礁 われ る か も し れ な 
ぃ 抽 怖 』 を 体感 させ る サイ ズ 設 定 で し た ] 

より 恐怖 感 を 煽る 本 作 の ゴジ ラ の 表現 に 対し 
て 、 意 外 な こと に 東宝 か ら 制 約 や 細か な 注文 は 
特に な か っ た と いう 。 
「 も ちろ ん ゴジ ラ は 東宝 に 所 属す る スタ ー な の で 、 
その 表現 に お いて ある 程度 の "こう し て ほし い ”" 
と いう レギ ュ レ ーション は 存在 し ます 。 し か し 
同時 に 約 70 年 と いう 長い 歴史 の 中 で 、 ゴ ジラ も 
さま ざま な 表現 が 試み られ て きま し た 。 ゴジ ラ 
に は さま ざま な 表現 を 許容 する 器 が あり ます 。 
で すか ら 新 し い 表現 を 追求 する に あたっ て 、 予 
め 細 か な 制約 を 求め あこ と は し ませ ん 。 まし て 
ゃ 山崎 監督 の 場合 、 絶 大 な ゴジ ラ 愛 を 持っ て い 
る こと ゃ も あり 、 監 督 が 目指 す 表現 に 対し て NG 
を 出す と こと は な く 、 プ ラッ シュ アッ プ を 目指 す 
の み で し た 」 と 岸田 は 言う 。 


山崎 監督 作品 常連 の 精鋭 スタ ッ 
フ と 、 ゴ ジラ に 立ち 向かう 市 井 
の 人 を を 演じ る キャ スト 


新型 コロ ナ と いう 未 箇 有 の 危機 へ の 対処 法 を 
日 本 社会 が 少し 学び つつ ある 中 、 本 作 の 制作 
また 再開 され る 。 

本 作 の メイ ンス タッ フ と し て 集結 し た の は 撮 
影 ・ 柴 崎 幸三 、 照明 ・ 上 田 な り ゆ き 、 美 術 ・ 上 修 安 
里 、VFX デ ィ レ クタ ー・ 渋 谷 紀 世 子 、 音 楽 ・ 佐 藤 
直紀 な ど 、 山 崎 監督 作品 を 支え て きた 精鋭 た ち 。 

ゴジ ラ と いう 架空 の 存在 を 描き 出し 、 戦 後 の 
日 本 を 画面 上 で 再現 し て みせ る の は 、 山 崎 監督 
自身 も 所 属す る VFX ス タ ジ オ 白 組 。 日 本 最高 
峰 の VFX ス タ ジ オ の 最新 か つ 最 大 規模 の VF 
X 映 像 が 実現 し た 。 
山田 と 岸田 は スタ ッ フ だ け で な く 、 キ ャ ステ ィ 
ング に も 自信 を 覗か せる 。 

主人 公 で ある 元 特攻 兵 の 青年 ・ 敷 島 浩 一 役 に 
神木 隆之 介 、 敷 島 と と も に 終戦 後 の 日 本 を 生き 
る 女性 ・ 大 石 典子 役 に は 浜辺 美波 が キャ ステ ィ 
ング され た 。 ほ か に も 山田 裕 足 、 青 木 崇 高 、 安 
藤 サ クラ 、 吉 岡 秀隆 、 そ し て 佐々 木 蔵 之 介 と いっ 
た 実力 派 俳優 陣 が 脇 を 固め る (吉岡 は 「ALWAYS 
三 丁目 の 夕日 」 シ リー ズ ャ や 『 海 賊 と よ ば れ た 男 』 


以来 5 度目 の 山崎 監督 と の タッ グ と な る )。 
本 作 の キャ ステ ィング に つい て 岸田 は こう 語る 。 
「 こ れ ま で の ゴジ ラ 映 画 で 、 ゴ ジラ と いう 災害 
に 立ち 向かっ た の は 自衛 隊 や 科学 者 、 政 治 家 や 
官僚 と いっ た 人 た ち で し た 。 本 作 で は 市 井 の 
人 ん 々 が 中 心 と な っ て ゴジ ラ に 立ち 向かい ます 。 
キャ ステ ィング に お いて 重要 視 し た の は 、 戦 後 
を 生き る 一 般 人 で ある こと 。 戦後 と いう 舞台 で 
あり な が ら 現 代 の 一 般 市 民 ( 観 客 ) が 身近 に 思 
えて 感情 移 人 で きる 存在 で ある か どう か で し 
た 。 そう 考え た 時 に 、 メ イン の 神木 隆之 介さ ん 
や 、 浜 辺 美 波 さ ん に つい て は ほとん ど 迷 わ ず オ 
ファ ー す る と と が で きま し た 」 

山田 も また 主演 二 人 の 存在 の 重要 性 に つい て 
語る 。 「 神 木 隆之 介さ ん と 浜辺 美波 さん と いう 
若く 頼 $ ち し い キ ャ スト が 参加 し て くれ た こと は 、 
本 作 に と っ て と て ゃ 重要 な こと で し た 。 お 二 人 
の 演技 の お か げ で 終戦 直後 の 日 本 で ゴジ ラ に 立 
ち 向 か い 生 を 追求 する 人 々 の 物語 に 血 を 通わ せ 
る こと が で きま し た 。 こ と の メイ ン キ ャ スト を 中 
心 に まさ に ベス トキ ャ スト を 揃え る こと が で き 
た と 思い ます 」 

新型 コロ ナ と いう 大 難 に 見 狂 われ な が ら ゃ も 、 
まさ に 国産 実写 ゴジ ラ 映 画 30 作 目 に 相応 し い 、 
現代 日 本 映画 の 総力 と も いえ る 製作 体制 が 整 
えら れ た 『 ゴ ジラ -1.0』。 その 成果 を ぜひ 大 スク 
リー ン で 目撃 し て ほし い 。 

(取材 ・ 文 : 坂下 大 樹 (株 式 会 社 ジ ェ ネ ッ ト 〕 ) 


※1 推薦 コメ ント : 山 崎 貢 監督 が 当時 『 シ ン ・ ゴ ジラ 』 
の 広告 に 寄せ た 推薦 コメ ント 。 全文 は 以下 の 通り 。 

「 ゴ ジラ と いう コン テン ツ を 、 あ れ だ け 好 き な 物 を 詰 
め 込 みな が ら 上 昇 気流 に 再び 乗せ て し まっ た その 手 
腕 に 脱帽 で す 。 次 を や る 人 の ハー ドル は と ん で も な 
く 上 が っ て し まい まし た ね ] 
※2 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ イド 大 怪獣 頂上 決戦 」: 西 武 
園 ゆ うえ ん ち で 2021 年 5 月 より 稼働 中 の 映像 アト ラ 
クシ ョ ン 。 山崎 中 監督 と マル チク リエ イタ ー と し て 
活躍 する 株 式 会 社 刀 の シニア ・ ク リエ イ テ ィ ブ ・ デ ィ 
レク ター 津野 庄 一 郎 氏 が タッ グ を 組ん で 制作 され た 。 


< 


PROFILE | 1970 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 89 年 、 ミ 議 


ニチ ュ ア メー カー と し て 白 組 に 入社 後 、 伊 丹 十 三 
監督 の 『 大 病人 』(93) に デジ タル 合成 と し て 参加 


以後 多数 の CM、 映 画 等 の VFX に 従事 。 山崎 貴 監督 


の デビ ュー 作 『 ジ ュ ブ ナイ ル 』(00) か ら 、 白 組 が 制 
人 作 し た すべ て の 山崎 監督 作品 で VFX ディ レク ター 
を 担当 。『STAND BY ME ドラ えも ん 』 シ リー ズ 


14・20) ほか 3DCG 作品 で は 企画 プロ デュ ー サ ーl 


も 務め て いる 


" | 
こ 町 に は 、 な 流 
れ で 関わ っ て いっ た の で し ょ うか ? 
階 か ら 次 回 作 が ゴジ ラ 映 画 に な る か 
も し れ な いと 山崎 監督 あか ら 聞 いて いま し た 
「ALWAYS 続 ・ 三 丁目 の 夕日 
の ゴジ ラ の 演出 を 手掛け て お り 、 
する 強い 想い が 監督 に ある の を 知っ て いた の 
で 、 い よい よ 来 た な と 思い まし た ね 。 最初 に ブ 
を 読ん で 、 市 街 戦 は 避け られ な いと 想 
定 し て いた ん で す が 、 ク ライ マッ クス で 海洋 
連 で の 戦い を ぜひ や り た い ! と 監督 に 熱望 され 
た の で 、 こ れ は エフ ェクト な どの 部 分 で か な 
り の 準備 と 覚 格 を し な く て は な ら な いと 思い 
まし だ 。 


早い 段 


の 冒頭 シー ン 


ゴジ ラ に 対 


上 交 下 


水 の 表 現 が 難し いと い 
AB ょ うか? 

水 を CG で 表現 する の は と て も 大 変 で す 
ラ が 起こ す 独自 の 水 の 動き や 重力 表現 を 、 コ 
ンピュータ 上 で 何 度 も シミ ュ レ ーション させ 

る 必要 が ある ん で す 。 10 年 前 に 制作 し た 『 

NR SR 

や 海面 や 波 の うねり を 、 実 際 に 航行 し て い 

詳 船 を 空 撮 し 、 水 の 部 分 は 実写 を その まま 細 

CG の 空母 だ け 合 成 し て いた ん で す 。 2019 年 の 


氷 遠 


の 0 』 で は 


アル キメ デス の 大 戦 」 で は 、 冒 頭 5 分 半 の 戦 
艦 大 和 の 沈没 シー ン で 、 初 め て 水 の 表現 を す 
べ て CG で 作成 する こと が で きま し た 。 今回 は 、 


こ 担 当 し て も ら っ た エフ ェクト スタ ッ 
フ に 早く か ら 声 を か け 、 ま た マシ ン の スペ ッ 
ク ゃ 年 々 向上 し て 、 扱 いや すい ソフ ト も 揃い 、 


和 あ 了 和 上 


その 時 1 


シミ ュ レ ーション マシ ン も 


に 挑み ま し 2 


プロ ッ ト が 脚本 化 さ れ 、 監 督 が 絵 コ ン テ を 描 
ます が 、 描 か れ た コン テ は カッ ト ご 
と 、 ま た は カッ ト の 部 分 ご と に 分 解 さ れ 、 撮 影 


za w 

AA ゃ 、 

人 6 2 
も さ 、 


いて いき 


ズル 人 Mn 
ゲ - 


ゴジ 関 還 


に 関わ る すべ て の スタ ッ フ で 打ち 合わ せ し て 
いき ます 。 実 写 で 撮影 で きる も の と で 
も の に 分 け 、 い は VFX 
で 受け 持つ か 、 撮 影 で きる で も 、 ロ グ ケー ショ 
ン な の か スタ ジオ 撮影 な の か 、 セ ッ ト を 建て 
る の か グリ ー ン バッ ク が 必要 な の か 、 エ キス 
トラ は どの 程度 必要 か 、 
関わ る な ら ば どう する と 、 細 か い 打 ち 合 わせ 
を 何 度 も 繰り 返し 行わ れ て いく ん で す 
絵 コ ン テ の 後に は 、 プ リ ビ ズ 
の 制作 に 入る わけ で すね 。 


き な い 
どの 部 分 を 美術 で 、 あ る 


部 分 


アク ショ ン や 操 演 も 


2 


MM に スタ ッ フ 全体 で シー ン や カッ ト の イメ ー 
ジ を 共有 する た め に プリ ビズ は 制 Ma 
実際 の 撮影 状況 を 想定 し 、 使 用 する カメ ラ と 


コン テ を 基 に シー ン を 検討 
ー ン の 構成 、 表 現 方 


レン ズ を 用 いて 、 


する こと で 、 ア ング ル や シ 


法 の 変更 な ど が 判明 し 、 そ うな る と コン テ ま 
で 戻り 描き 直し 、 さ ら に 打ち 合わ せ 重 ね 、 新 た 
こ プ リ ビ ズ を 作成 …… と いう こと が 続い て い 


VFX デ ィ レ クタ は ? と 聞か れ た ら 「 監 督 
と 一緒 に VFX の 設計 を し て いく 仕事 ] と 
で す 。 な か な か 決ま ら な いこ と 
0 打ち 合わ 


スタ ッ フ 全員 が 共通 の 認識 を 持っ 


答 え 
ョ ジグ 、 ジリ 下 、 


まん で いく と いう の が 、 山 崎 組 の や り 


VEX の 組み 
が 、「 新生 丸 ] 

ろ は 、 実 際 に 
ます よね 。 


に 出 て くる 


0 の 
外洋 に 肌 て 撮 人 


これ が 『 海 賊 と よ ば れ た 男 . 


日 承 丸 
の よう な 大 型 船 で あれ ば 、 経 験 を 活か し て 船 


の 揺れ な ども クレ ー ン の 動き で 再現 で きる ん 
で す が 、「 新生 丸 ]」 の よう な 漁船 サイ ズ の 小型 
船 だ と 、 船 の 挙動 が 複雑 で 再現 し づら い 
で 外洋 へ 船 を 出し て 撮影 し た ん で す が 、 も の 
すご く 船 が 揺れ て 、 キ ャ スト の 皆さん は 本 当 
こ < 大 変 だ っ た と 思い ます 。「 新 生 丸 ]」 が ゴジ ラ 
に 追い か けら れる 場面 で は 、 後 方 に も う 1 隻 船 
(ター ゲッ NANA て 、 後 に 完成 画面 で は そ 
の 船 が CG の ゴジ ラ に な る ん で す よ 。 
ge 
上 げ て 、 船 が 斜め に な っ て い バ シシ 
ン に つい て は ? 
甲板 が 斜め に な っ て 人 物 が 落下 し て いく カッ 
ト は 、『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 で 戦艦 大 和 が 沈 
する 時 と 同じ 手法 を 用 いま し た 。 冬 め 0 
た 反動 で 乗組 員 た ち は 海 水 れ ん か ぶる は ず な の 
で 、 ゝ 2 ょ # ク レー ン で 甲板 を 持ち 上 げ て 族 
め に 0 タッ フ が バケ ツ で 0 
Rh 銀座 4 ダビ ル 屋 
ト で 、 報 道 軍 が ビル か ら 落 ち て いく と こ 
MP 手法 を 用 いて いま す 。 こ の 時 は いろ ん 
な 雑 物 を 屋上 に 配置 、 斜 め に し た 時 それ ら が 
実際 に 落下 し て いく よう に し まし た 。 こ 


て ご 


こ な っ 


ろ ゃ 、 


う い 


エ 


う や り 方 は ロー テク か も し れ な いけ れ ど 、 き 
ちん と カッ ト の 設計 が され て いる の で 、 効 果 
的 な 映像 に 仕上 お が る ん で す 
銀座 の 場面 で は 、 
ー ン が 全て さと 
これ まで の 時 代物 の 作品 で は 
て いた 建物 が 画 と し て 成立 し て いれ ば 
な 方 法 で 作っ て も よかっ た ん で す が 、 
CG で 作っ た 建物 を 破壊 す 
ぞ れ の 建物 が 、 例 えば レン ガ を 積み 上 げた 和 建 
物 な の か 、 コ ンク リー ト な の か 木造 か に よっ 
て 違う 。 し か も ゃ 表面 だ け で な く 、 材 質 を 考慮 し 
た 厚み や 内 部 構造 物 ま で 作り 込ん だ CG モ デ 
(ブレ イカ ブル ) で な いと いけ な い 
破壊 に 関わ っ た CG の スタ ッ フ は 、 撮 影 が 始 
まっ た 頃 か ら コ ツ コ ツ と 作り 始め て いま し た 。 
ま た 、 建 物 を 壊す た め に は 、 ゴ ジラ が どん な 動 


き を す も 決ま っ て いる 


そ RE 建っ 
どん 
回 は 


る 。 そ うな る と それ 


な の で 


る の か も ゃ 要 が ある の で 、 


ラ の アニ メー ショ ン 作 業 も 早い 時 期 か ら 
り 、 そ れ ら が 出来 上 が っ て か ら よ う や く 
ュ レ ーション が 開始 と 、 か な り の 時 間 を 
必要 と し まし た 。 


ゴジ ラ 自 体 の 表現 で 気 を 付け た 


に た ET 
西武 園 ゆ うえ ん ちの 「 ゴ ジラ ・ ザ ・ ラ 
怪獣 頂上 決戦 」] の 映像 を 制作 し た 経験 が 、 す こ 
た と 思い ます 。 あ の アト 
ン に よっ て 、 ゴ ジラ が 間近 に 迫っ て くる 恐怖 
や 絶望 感 を 私 た ち 自 身 が 体感 し て いま すか ら 
ね 。 な ん と か あの 恐怖 を 、 映 画 を 観 に 来 た お 和 客 
さん に も 経験 し て も らい た いと 思っ て いま し 
た 。 麗 怖 が 迫っ て くる 感じ を 出す た め に 、 
ラ の 重量 感 は 意識 し まし た 
ゴジ ラ に よっ て ぐず ぐず と 壊れ て 
ど 効 果 が 出 て いた と 思い ます 。 そ れ と ゴジ ラ 
と 人 間 と の 同 上 存 で すね 
背景 に 見 える ゴジ ラ の 足 と 、 そ の 足元 を 逃げ 
惑う 人 々 を 一 緒 に 捕らえ た 恐怖 感 。 そ れ は ブ 
リ ビ ズ の 段階 で 何 度 も シミ ュ レ ーション し て 


決め て いっ た 構図 や 撮り 方 で し た 


く 大 きか っ ラク ショ 


TI ジ 
ゴジ ラ の 動き 
いく 建物 な 


- フ レー ム 内 で の 時 


会 見 で 山崎 監督 は 、 こ れ ま で や っ 
ょ の 集大成 いう 言葉 を 


2 こ 
帝 っ て いま し た 。 
私 も そう だ な と 思い ます 
の 夕日 」 シ リー ズ 以 降 、 海賊 
と よ ば れ た 男 』、『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』 な ど “ あ 
る 時 代 ” を 表現 する 作品 と 、『DESTINY 鎌倉 
も の が た り 』」 や お ば けず か 
ん 」 の よう に 存在 し な いも の を 存在 する か の 
様 に 表現 する 作品 が 、 今 回 の 


『ALWAYS 三 丁目 


「 永 遠 の 0 」 や 、 


ーー 和 多 ド ジ タグ 


その 両方 の 要素 


映画 に は 入っ て いる と 思い ます 。 今 まで w 作 
し た 作品 に と て も 幅 が ある の で 、 さ ま ざ ま な 


ノウ ハウ を スタ ッ MP そ 
れ に よっ て 、 和 失敗 や 経験 値 か ら 学 ん で きた こ 
間 の 重ね が 、 今 回 の 作品 に は 活か され て 
いる と 思い ます 。 最初 に 企画 を 聞い た 時 に “ 昭 
” と いう ワー ド が 出 て き て 、 こ れ は 
る な と 思い まし た 。 山崎 
な っ た と 


和 の ゴジ ラ 
山崎 監督 に 向い て い 
監督 だ か ら こ そ や れる ゴジ ラ 映 画 に 
思い ます 


FX MIAKING 


山崎 監督 が 描い た 絵 コ ン テ 。 シ ー ン の お お ま か な イ メー ジ で 絵 が 描か れ て いる 

ン ーー プリ ビズ 。 この 段階 に 入る と カメ ラ レ ン ズ や 構図 、 ゴ ジラ と 手前 の 
人 々 と の 距離 感 ま で 、 実 写 の 撮影 章 、CG スタ ッ フ の 間 で 細か い 撮 り 方 が 決め 込ま れ て い ! 
く 。③ マ ツ ダ ビル の 屋上 で 、 ゴ ジラ 襲 来 を レポ ー ト する 報道 陣 の 芝居 を グリ ー ン バッ ク 』 
の 前 で 撮影 。 俳優 た ち が ゴ ジラ を 見 つめ る 目線 の 高 さ な ど が 重要 に な る 。 ①CG で 作っ 
た ゴジ ラ と 破壊 され た 建物 の グレ ー モ デル 。 画面 に 描か れる も の の 形 が 、 こ こ で 決定 す 
る 。 ⑤ 破 壊 に よっ て 周囲 に 充満 する 煙 の エフ ェクト を 付け る 。 煙 を ゴジ ラ の どこ を 隠す 
ほど 濃く する か な ど 、 そ の 加減 に よっ て リア リティ が 生ま れる 。 ⑥CG 調整 用 に 色分け 
され た マス ク 。 これ を 指標 に 細か い 部 分 を 調整 し て いく 。 ⑦ カ ラー グレ ー デ ィング を 施し 、 
K 道 陣 が 馴染 ん で こ 色 合い を 整え た 完成 画面 


* 見 える よう ! 


D 山 崎 監 督 に よる 絵 コ ン テ 。 ② プ リ ビ ズ 。 周 り の 建物 な ど は 、 ま だ 仮 の 物 を は め 
込ん で ある 。③ ゴ ジラ に 追わ れる 和 群衆 を 実写 で 撮影 。 群衆 の 右側 に グリ ー ン バッ 
ク が 張ら れ て いる の は 、 完 成 画面 の 撮影 イメ ー ジ だ と 、 最 初 は 群衆 に カメ ラ が 寄っ 


て 、 彼 ら が 逃げ る 様 を 横 位置 の 移動 撮影 で 撮り 、 そ の 背景 に 銀座 の 街並み を 後 で 
CG 合 成す る た めで ある 。 ④ 完 成 イ メー ジ の グレ ー モ デル 。 広 範囲 に わた っ て 建 


物 が 作り 込ま れ て いる こと が わか る 。⑤ カ ラー グレ ー デ ィング を 施し た 完成 画 
面 。 劇 中 で は 逃げ る 群衆 に 寄っ 0 始ま り 、 そ の まま 引い て ゴジ ラ も ゃ 
含め た 償 最 映像 へ と た どり 着く 1 カッ ト で 表現 され て いる 。 : 


D 山 崎 監督 に よる 絵 コ ン テ 。 ② プ リ ビ ズ 。 この 段階 で 「 新 生 丸 ] と 、 追 う ゴ ジラ が 

どの くら い 距 離 が 離れ て いる か を 決め る 。 ゴ ジラ が 手 を 伸ばし て 届か な いく ら 
い ぃ の 距離 感 に し て お か な いと 、「 新 生 丸 ]」 が 逃げ 切れ な いか ら だ 。 また ゴジ ラ と 「 新 
が 画面 の どこ に 位置 す のか の 生還 も 決定 する 。 ③ 実 際 に 外洋 に 出 て 、 追 わ 

し る 「 新 生 丸 」 を 撮影 。 後ろ の に 見 える の が ター ゲッ ト 船 で 、 そ の ポジ ショ ン 、「 新 半 
丸 」 と の 距離 は プリ 1 ana と に 準じ て 撮影 する 。 ④ 水 面 か ら 顔 を 出 』 
し た ゴジ ラ の 水しぶき 。 こ の ホワ イト ウォ ー タ ー の 表現 が 繊 組 で 、 こ の エフ ェ ク 
< 手間 が か か っ た 。 ⑤ タ ー ゲ ッ ト 船 を ゴジ ラ と 入れ 替え た 完成 画面 。 


PKB E 


自生 。 


: 丁 目 の 夕 日 』(05) で 第 29 回 日 本 アカ デミ 


1970 年 生ま れ 、 千 葉 県 出身 。 93 年 、 東 京 音楽 大 学 作曲 科 を 卒業 後 、 映 画 、TV ド ラマ 、C 


M な ど 、 様 々 な 音楽 分 野 で 幅広 く 活 躍 。 山崎 足 監 


し た の を 始め 、『ALWAYS 続 T 
楽 を 担当 する の は 今回 で 16 本 目 に 


上 と の コン ビ で は 『ALWAYS 賞 最 優秀 賞 を 3 ALW/ 3 
目 の 夕日 』(07)、『 永 遠 の 0』(13)、『 海 賊 と よ ば れ た 男 』(16) で 優秀 畠 き 、 山 崎 作品 の 音 3 
他 に 『 海 疲 』 シ リー ズ (04・06・10・12)、『 る ろう に 全 心 』 シ リー ズ (12・14・21)、『 劇 場 版 コー ド ・ プ ブル ー 一 ドク ター へ リ 緊急 救命 一 』(18)、 


マス カレ ー ド ・ ホ テル 』(19)、『 罪 の 声 』(20) 、 


マス カレ ー ド ・ ナ イト 』(21)、 


『 レ ジェ ンド & バ タフ ライ 』(23) な ど 、 多 数 の 映画 音楽 を 担当 


本 当 に こん な こと が 起こ っ た の で は な いか 、 と いう 茎 怖 心 が 


観客 の 方 々 の 感情 に 出 て くる 音楽 演出 に し た いと 思い まし た 。 


ーー- 音楽 リス ト を 振 見 し ます と 、 、 と いう 有 柚 怖 心 が 観客 の 方 々 の 感情 に 出 て 
「Fear 閑 れ ]「Pain 痛み ]「Confasion | くる 音楽 演出 に し た か っ た ん で す 。 感情 を わ 
混乱 [Despair 絶望 ]「Hope 希 望 | | か りや すく な ぞ っ た り 、 フ ォ ロ ー す る よう な 
「Resolaudon 決意 ] 等 ん の カテ ゴリ ー 音楽 は 極力 控え まし た 。 
が あり ます 。 
ーー ゴジ ラ の 登場 場面 で 伊福部 昭 さ 
ん の 楽曲 が 流れ た あと 、 ゴ ジラ が 熱 
線 で 銀座 の 街 を 其 壊 きせ る くだ り で 
の 響き (Despair 絶望 ]) が 今 作 の 佐 
藤 る ん の ゴジ ラ の テー マ と 受け 取り 
ま し た 。 その 前 、 ゴ ジラ が 海上 で [高雄 ] 
を 破 壊 する 箇所 で も 奏で られ ます 。 


今回 は 画 を 見 な い 段 階 、 撮 影 に 入 
で 、 台 本 を 読ん で 湧い た イメ ー ジ 
曲 を 8 曲 か 9 曲 く らい 、 こ うい う 曲 が 必要 だ ろ 
うな 、 と いう こと と で 書い た ん で す 。 映画 に 関 
し て 言え ば 画 を 見 ず に 音楽 を 書い た の は 初め 
て で す 。 台本 を 読ん だ 時 の イン スピ レー ショ 
を 大 事 に し た いと いう 想い が あり まし た 。 


る 前 の 段階 
に 基づい た 


それ で 監督 に 、 こ ん な 方 向 の 音楽 は どう で す も ちろ ん 伊福部 先生 の 曲 が ゴ ジラ の 主題 曲 な 
か ? と 提案 さき せ て いた だ きま し た 。 も ちろ ん ん で す が 、 僕 の 曲 で 敢えて ゴジ ラ の メイ ン テ ー 
それ だ け で は 足り な い の で 、 映 像 が 完成 し て に する の だ と し た ら 、 あ の 曲 だ ろう な 、 と 思っ 
か ら 新 た に 作っ た 曲 も あり ます が 、7 割 、8 割 て いま し た 。 恐ろし い 対 象 で も ある し 、 崇 高 
は その 時 に 書い た 曲 で すね 。 1 曲 1 曲 は も っ と な 存在 で も ある 。 “怖い "だ け だ っ た ら ゴ ジラ 


長い ん で す が 、 当 然 、 画 に は め る と すべ て が 
フル に 使え る わけ で は な い の で 、 画 に 合わ せ 
る よう に 構成 し 直し た り 、 ア レン ジ を 若干 し 
直し た り し で いま す 。 


の 音楽 と し て 表現 で き な い で すし 、 神 々 し さ 
と いう 感覚 は 恐怖 と は 対極 で し ょ う が 、 同 居 
で きる よ : うな 音楽 0 の 2 の りら の 8 
と いう イメ ー ジ が あり まし た 。 伊福部 先生 の 
楽曲 は 新 録 を し て いま す 。 Ap は 若 
F 違 いま す が 、 な る べく 原 曲 に 忠実 に 作り 直 
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ーー その 鳴り と 対 時 する の が 、| 岩 電 
の 初 登場 場面 、 敷島 が | 岩 電 ] で ゴジ ラ 
に 向かっ て いく と ころ 、「| 海 神 作戦 の 
クラ イマ ックス 、 エ ンド ロー ル を 人 る 
IResolueion 決意 | で すね 。 


ほ は ゴジ ラ に 合 


ーー と で ロイ を まち HH さす 、 ドジ ガイ 
で 硬質 な サッ ンド を 押し 出す 音楽 演 
出 を 積極 的 に 採ら れん て いま す 。 


誰 $ が 知っ て いる ゴジラ? と いう 天 き ぐ で 
し っ か り と し た 土台 が あり ます 
の で 、 説 明 過 多 な 音楽 は か えっ 
て この 映画 の 質感 を 幼稚 に 
し まう 気 が し まし た 。 状況 を 説 
明 す る 、 怖 が ら せ る と いっ た 目的 
の 音楽 は 、 逆 に 緊張 感 、 遇 揚 感 、 恐 
怖 感 な ど を 消し て し まい ます か 
ら 。 今度 の ゴジ ラ 映 画 に 
れ は 合わ な いし 、 今 の 時 代 
に も ふさわしく な い 。 ド 
キュ メン 
タリ ー 映 
画 を 観 て 
る か の よ 
うな 、 か つ で て 本当 
に こん な こと が 起 
こっ た の で は な い 


「Despair 絶望 ] が ゴジ ラ 側 だ と する と 、 
敷島 の 覚悟 、 決 意 の 場面 に つけ た 


音 


| Resolution 決意 


が 人 間 側 と な り ま 
1 おき GESI2t 生 2 

CE 
ディ が 印 


象 的 と か いう の で は な く 、 感 じ て で もら うだ け 
で いい よう な 音楽 を 作り た か っ た ん で す 。 伊 
福 部 先生 の 曲 が ど っ し り と 軸 を 作っ て 、 他 の 
曲 は 無意識 の うち に 体 の 中 に 染み 人 人 っ て い 
く よ う な 「 聴 く 音楽 」 で は な く 「 感 じ る 音楽 
を 書い た つも り で す 。 


ー 一 従来 の ゴジ ラ 喘 画 音 楽 と は 明 
ら か に 次 元 の 異な る 音楽 世界 が 築 


の 2 ルル ま まり 7 だ ら 


台 や コン セプト が し っ か り し て いれ ば 、 実 
は 音楽 は 色々 な チャ レン ジ が 許さ れ ま す 。 こ 
は それ が あり ます 。 それで 少し ゃ 迷 
いな く 、 あ れ ほ ど 振 りき っ て 音楽 が 書け た の 


だ 思い 叶 ま 8 


の 映画 に 


(取材 ・ 文 : 小林 河 


オォ オリジナル ・ サ ウン ド ト ラ ッ ク 


「 ゴ ジラ -1.0」 


【 国 内 盤 CD】 
品番 :RBCP-3502 
価格 :2.750 円 (税込 ) 
2023 年 11 月 4 日 ( 土 ) 
発売 予定 


【 国 内 毅 LP】 
品番 : RB 下 -2089 
価格 :700 円 (税込) 

2023 年 12 月 15 日 ( 金 ) 
発売 予定 


発売 元 : ラン プリ ング ・ レ コー ズ 


スタ ッ フ プロ フィ ー/ 


エグ ゼクティ ブ ・ プ ブロ テ ュ ー サ ー 


1978 年 生ま れ 、 静岡 県 出身 。 2001 年 、 


に 入社 。『 マ リ と 子犬 の 物語 


東宝 
|(07)7 か ら プ ロ 
デュ ー サ ー を 務め 、『 僕 等 が いた 前 篇 / 後 
篇 『 悪 の 教典 』(12)、『 君 の 膝 臓 を た べた い 』 
(17)、『 検 察 側 の 罪人 」(18) な ど を 手掛け る 

エグ ゼクティ ブ ・ プ プロデュー サー と し て 、『 シ 


『 
B 
秀 


ン ・ ウ ルト ラマ ン 」』『 ゴ ー ス トブ ッ ク お ば け 
ず か ん 』『 ア キラ と あき ら 有 百花 』(22)、『 怪 


物 」(23) な ど を 担当 


企画 ・ プ ロ テ デュ ー ス 


は 月 夜 に 光り 輝く 』(19)、! 


エグ ゼクティ ブ ・ プ ロ テ ュ ー サ ー 
1949 年 生ま れ 、 東 京都 出 身 。 86 年 

に 映像 制作 会 社 ROBOT を 設立 。 

2010 年 3 月 に 退職 し 、 創 業者 ・ 顧 問 に 

就任 。 同年 7 月 、 阿部 秀司 事務 所 を 

設立 。 山崎 足 監 督 作品 
グ ゼ クティ ブ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー を 務 
め て いる ほか 、『RAILWAYS』 シ リー 
ズ (10・11・18) な ど 、 多 く の 映 画 を 製 
作 。 『ALWAYS 三 丁目 の 夕日 』(05) 
で 藤本 賞 ・ 特 別 賞 、 エ ラン ドー ル 賞 
を 受賞 。『 永 遠 の 0」(13)、『STAND 
BY ME ドラ えも ん 』(14) で 藤本 賞 
を 受賞 し て いる 。 


SG) 


1991 年 生ま れ 、 大 阪 府 出身 。 関西 学院 大 学 社会 学部 卒業 後 、 東 宝 に 
入社 。 『 君 の 騰 臓 を た べた い 」(17) で アシ スタ ント プロ デュ ー サ ー 
を 務め 、 以 降 は プロ デュ ー サ ー と し て 『OVER DRIVE』(18)、『 君 
アル キメ デス の 大 戦 」(19)、『 弥 生 、 三 月 


- 君 を 愛し た 30 年 -』(20)、『 思 い 、 思 われ 、 ふ り 、 ふ られ 』(20)、「『 ゴ ー 


スト ブッ ク お ば けず か ん 』(22)、 


今夜 、 世 界 か ら こ の 恋 が 消え 


で $ も 」』(22)、『 プ ラッ クナイ トバ パレード]」(22) な ど を 手掛け た 


プロ デュー サ ー 


阿部 長 


し すぎ て る 』J(13)、 


ロロ デュー サー と NG 


鎌倉 あの が た り 」』(17)、 


目 .! 


1978 年 生ま れ 、 神 奈川 県 
と し て 『BRAVE HEARTS 
永遠 の 0 」(13) を 担当 し た 後 、 ラ イン プ 


『 海 賊 と よ ば れ た 男 』(16)、『DESTINY 


i 身 。 ROBOT に 入社 し 、 制 作 担当 


海 着 (12)、『 カ ノ ジ ョ は 嘘 を 愛 


『 ア ルキ メデ ス の 大 戦 』(19) を 担当 。 


プロ デュ ー サ ー を 務め た 作品 に 『 ゴ ー ス トブ ッ ク 。 お ば け 
ず か ん 』(22) な ど が ある 。 


ライ ソン プロ デュ ー サ ー 


櫻井 紋 史 


1982 年 生ま れ 、 群馬 県 出身 。 フ リー の 制作 部 と し て 、 
『BALLAD 名 も な き 恋 の うた 』(09) か ら 山 崎 中 監督 作品 
に 参加 し 、 そ の 後 も 『 永 遠 の 0』(13)、『 海 賊 と よ ば れ た 男 

(16)、『DESTINY 鎌倉 あ ものがたり 』(17)、『 ア ルキ メデ ス 
の 大 戦 』(19)、『 ゴ ー ス トブ ッ ク お ば けず か ん 』(22) な 
ど 数 多く 担当 。 現在 は ROBOT に 入社 し 、 プ ロ デ ュ ー サ ー 


を 務め る 。 


揚 


SN 


示 央 辛 ニ 


1958 年 生ま れ 、 栃 木 県 出身 。 日 本 大 学芸 術 学部 
映画 学科 卒業 。 『 ザ ・ 中 学 教師 』(92) が 劇 映画 デ 
ビュ ー 作 。『 毎 日 が 夏休み 』(94) で 第 38 回 三浦 
賞 を 受賞 『 ジ ュ ブ ナイ ル 』(00) か ら 山 崎 足 監 

と コン ビ を 組み 、 第 29 回 日 本 アカ デミ ー 賞 
上 人 = 本目 
]』(05) や 、 同 賞 ・ 第 38 回 の 最 優秀 賞 に 輝 
いた 『 永 遠 の 0」(13) な ど 、 実 写 作品 で 多く を 担 


当 し て いる , 


企画 ・ プ ブロ デコ ユー ス 


田 兼 司 


1979 年 生ま れ 、 埼 玉 県 出身 。 慶應 義塾 大 学 法学 
部 政治 学科 卒業 。 テレ ビ ゼ 朝 目 に て プロ デュ ー 
サー と し て ドラ マ 「BORDER」 シ リー ズ (14・17 
/ EX) 、「dele」(18/ EX) な ど を 手掛け 、2 度 の 
東京 ドラ マ ア ウォ ー ド 優秀 賞 を は じ め 、 ギ ャ ラ 
クシ ー 賞 を 3 度 受賞 。 2019 年 に 東宝 に 移籍 。 複 
数 の 映画 作品 を プロ デュ ー ス し 、 最 新作 『 怪 物 』 
(23) で カン ヌ 国 際 映 画 祭 脚本 賞 ・- ク ィ ア パルム 


1968 年 生ま れ 、 神 奈川 県 出身 。 2001 年 、ROBOT 
に 入社 。 同社 映画 部 の プロ デュ ー サ ー と し て 
多く の 作品 に 関わ る 。 主 な プロ デュ ー ス 作品 に 、 
『 タ イ ヨ ウ の うた 』(06)、『 重 力 ピ エロ 」(09)、『 映 
鈴木 先生 』(13)、『3 月 の ライ オン 前 編 / 後 
編 』(17) な ど が ある 。『ALWAYS 三 丁目 の 夕日 』 
(05) か ら 『 ゴ ー ス トブ ッ ク お ば けず か ん 』(22) 
ES ほぼ すべ て の 山崎 足 監 督 作品 に 関わ っ て 


Se 
いる 。 


画 


照明 
1954 年 生ま れ 、 熊 本 県 出身 
『「 ウ ンタ マギ ルー』(89) で 照 


明 技 師 と し て デビ ュー。『 月 
は どっ ち に 出 て いる 』(93)、 


第 22 回 日 本 アカ デミ ー 賞 最 
優秀 照明 賞 を 受賞 し た 「 愛 
を を う ひ と 』(98) を 担当 し 
た 後 『 ジ ュ ブ ナイ ル 』(00) 
か ら 山 崎 足 監督 作品 に 参加 。 
『 永 遠 の 0』(13) で $ 第 38 回 
日 本 アカ デミ ー 賞 最 優秀 照 
明 賞 に 輝い て いる 。 他 に 「 い 
ま 、 会 い に め ゆき ます 』(04)、 
空中 庭園 』(05)、『 孤 高 の メ 
ス 』(10)、『 閉 鎖 病 棟 一 そ 
れ ぞ れ の 朝一 』(19) な ど 。 


0t ら ちご 9 田 


美術 


1962 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 85 年 、 
サン ク ・ ア ー ル 入社 。 CM の 美術 
を 担当 し た 後 、『7 月 7 日 、 晴 れ 1(96) 
で 映画 で 術 に 初 参 加 。 山崎 貢 監 督 
作品 に は 『 ジ ュ ブ ナイ ル J(00) 以 
降 、 ほ と ん どの 実写 映画 で 美術 を 
手掛け 、『ALWAYS 三 引 目 の タ 
日 』(05) と 『 永 遠 の 0』(13) で 日 本 
アカ デミ ー ie を 受 
賞 。 ま た 、『 バ ケモ ノ の 子 』(15)、 
『「 竜 と そば か す の 姫 』(21) な ど ア 
ニ メ 作 品 の 美術 設定 も 担当 。 


上 
上 
女 
上 


奥田 司 | 


1967 年 生ま れ 、 神 奈川 県 出身 。 山崎 足 監 督 の 
すべ て の 実写 映画 で 特 機 を ee て いる 。 その 
他 の 担当 し た 作品 に 、『 愛 を と を う ひ と 』(98)、 
「 真 夏 の 方 程 式 』(13)、『 舞 既 は レデ ィ 』(14)、 
『 世 界 か ら 猫 が 消 を えた な ら 』(16)、『 忍 び の 国 』 
(17)、『SUNNY 強い 気持 ち ・ 強 い 愛 ](18)、『AI 
崩壊 (20)、『 い の ちの 停車 場 』(21)、『 ホ リッ ク 
xxxHOLiC」(22) な ど が ある 


能 田 児 革 侯 


1968 年 生ま れ 、 大 阪 府 出身 。『 ス ウィ ー ト 
ホー ム 』(89) の 特 機 助手 と し て 初め て 映 
画 に 携わり 、『 八 月 の 狂詩曲 』(91) の 小道 
具 、『 静 か な 生活 』(95)、『HANA-BI』(98) 

の 装飾 助手 を 経て 、『 ざ わざ わ RNN ](00) 
か ら 装 飾 を 担当 。 山崎 中 監督 作品 ( 
『Returner リタ ー ナ ー』(02) か ら 参 0 | 婦 
以降 は ほぼ すべ て の 実写 映画 の 装飾 を 担 
当 。 他 に 『 海 氏 ウミ ザル 』『 血 と 骨 』(04)、 
「 あ の 頃 。』(21)、『 と ん び 』(22) な ど 。 


編集 


1967 年 生ま れ 、 神 奈川 県 出 
身 。 編集 技師 ・ 谷 口 登 司 夫 

こ 師 事 し 『 ロ マン ヌス (96) 
県 集 技 帥 と し で デビ ュー。 

スウ ィング ガー ルズ 』(04)、 
(0 = 丁目 の 夕日 』 
(05)、『 永 MM 8 旧 
本 アカ デミ ー 賞 最 優秀 編集 
賞 を 受賞 。 山崎 軸 監 督 の ほ 
ほぼ すべて の 実写 作品 で 編集 
を 務め て いる ほか 、『 す ば ら 
し き 世 界 』(21)、『 マ イ ・ ブ 
ロー クン ・ マ リコ 』 土 を 喰 


ら う 十 二 ヵ 月 』」(22) な ど を 


立 郷 

首 秋 担当 。 
井上 奈 : 上 
1985 年 生ま れ 、 広 島 県 出身 。 こ れ ま で 音響 効果 担当 と し て 、 選曲 


「 金 メダ ル 男 』『 ぼ く の お じ さ ん 』『 裏 切り の 街 』(16)、 
コア 』(18)、『 悪 の 華 』(19)、『 ず っ と 独身 で いる つも り 2」(21 
「 さ が す 』『 女 子 高生 に 殺さ れ た い 』『 ホ リッ ク xxxHOLiC』『 モ 


| SN 


由 


エ カ レ は オレ ンジ 色 』『 ゴ ー ス トブ ッ ク お ば けず か ん 』『 窓 


辺 に て 』(22)、『 炎 上 する 君 』(23) な ど を 手掛け て いる 


へ アメ イク 


IT 


鹿児島 県 出身 。 ベ レッ ツア スタ ジオ 所 
属 。 山 崎 貴 監督 作品 で は 『ALWAYS 三 丁 
目 の 夕 日 」 シ リー ズ (O05・07・12)、『SPACE 
BATTLESHIP ヤマ ト 』(10)、『 永遠 の 0』 
(13)、『 海 賊 と よ ば れ た 男 』(16)、『 ア ルキ メデ 
ス の 大 戦 』(19)、『 ゴ ー ス トブ ッ ク お ば けず 
か ん 』(22) な ど を 担当 。 他 に 『HANA-BI」(98) 
を 始め と する 北野 武 監督 作 や 、『 さ か な の こ 』 
PLAN 75』(22) な ど 。 


分 


1977 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。『 明 日 が あ 


THE MOVIE」(02) の スタ イリ スト 人 た 
ち 、 衣 裳 と し て 映画 『ALWAYS 三 丁目 の 
夕日 」 シ リー ズ (05・07)、『K-20 怪人 二 十 面 相 ・ 


伝 』(08)、『 永 遠 の 0 』(13)、『 海 賊 と よ ば れ た 男 』 


(16)、『DESTINY 鎌倉 $ る の が た り 」』(17)、『 ア 
ルキ メデ ス の 大 戦 』(19)、『 キ ネ マ の 神様 』(21)、 

「 こ ん に ち は 、 母 さん 』(23)、TV ド ラマ 「 海 猿 
UMIZARU EVOLUTION」 (05/ CX) 、「24 
JAPAN」(20ー21/ EX) な ど を 担当 。 


録音 


1978 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 録音 技師 と し て 
の 主 な 作品 に 『 味 園 ユ テニ バー ス 」』(15)、『 金 メ 
ダル 男 」(16)、『 ち は や ふる - 結 び -』『 君 が 君 で 
人 『 ハ ー ド ・ コ ア 』(18)、 は アン ドナ イト 』 

見 えな い 目 撃 者 』(19)、『 映 像 研 に は 手 を 

! 』(20)、『 く 《 れ な ず め 』 和 よっ つっ 2 
人 RI 。 れ た い 』『 ゴ ー ス 
トブ ッ ク お ば けず か ん 』(22) な ど が ある 


カラ リス ト 


1985 年 生ま れ 、 茨 城 県 出身 。 ポ スト プロ ダク 
ショ ン で の カラ リス ト を 経て 、2021 年 に 亀井 
Se 人 隊 0 

タ ジ オ 、ARTONE FILM を 設立 。 映画 や 、 
NetfHix オリ 者 | の カラ リス ト と 
し て 活躍 。 主 な 担当 作品 に 『 ゴ ー ス トブ ッ ク 

お ば けず か ん 』(22)、 間 rg 
行く 『 リ ボル バー・ リ リー』(23)、NetHix ドラ 
マ 「First Love 初恋 」(22)、| サ ンク チュ アリ - 聖 
域 -|(23) な ど が ある 


1965 年 生ま れ 、 鹿 児島 県 出身 。 こ れ ま で 選 
曲 担当 と し て 、『 踊 る 大 捜 構 線 』」 シ リー 

(10・12)、『SP 革命 篇 』(10)、『 ス トロ ベ 
リー ナイ ト 』『 真 夏 の 方 程 式 』(13)、『HERO」 
(15)、『 マ スカ レー ド ・ ホ テル 』『 マ チ ネ の 
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慌 タ レン ト プ ロ モー ショ ン  Y ブ ロダ クシ ョ ン / 茨 城 
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工藤 将 亮 安部 孝明 
水野 貴之 宮本 約 生 
マイ ケル ・ ア リア ス 


角屋 拓海 坂井 孝太 朗 石川 燕 朝 


中 澤 美 波 
安藤 服 瑞 子 
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5 5 5 : 7 ぁ 
甘 " 志水 
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6 es 筑波 海軍 角 空 際 記 信人 < め 天 美浦 村 ちく せい ロケ ーション サー ビス 
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越 真一 郎 
姓 上 ロケ 協力 
で 大和 ベル マリ ン 株 式 会 社 鈴木 雅紀 
七海 丸 岡田 昌彦 美波 丸 大 鏡 崇 司 哲 遊 丸 井谷 才 也 爺 栄 丸 大 杉 栄典 
森 業 那 ブルー ジャ ン キ ー 
大 城 仁 和幸 船舶 安井 和弥 村井 訂 
第 二 吾 祥 。 松浦 新太郎 田 雄介 川 人 侍 司 
サポ ー ト ダイ バー 中 川 二 
人 式 会 社民 仁和 所 家 思 株式 全社 。 仁 YWnahaMarrehenaao 
Andante24 遠州 漁業 協同 組合 は まま つ フ ィ ル ムコ ミッ ショ ン 
立原 拓也 木 料 優太 浜名 光生 協同 組合 (の ② amimw 泊 名 商人 環境 財 団 


プロ ダク ショ ン 協 力 

電 橋 勘 太 東宝 スタ ジオ 東宝 ポスト プ ロタ ダク ショ ン セ ンタ ー 東宝 ミュ ー ジ ッ ク 東宝 映像 美術 

県 な 店 還 日 酸 明 と - OO) 株 式 会 社 オリ ー ブ ・ ア ー ト 

eo 松竹 胡 僅 ベレ ッ ツア スタ ジオ SIG EFFECTS 
の gg ivirw %S% AEroNE FMA A 
フェ イス ミュ ー ジ ッ ク 回 ら ロ O〒T "コマ ンド Z アン シブ ル タ イ トル 
三 映 の 台本 ビッ グフ ァ イ ター ブロ ジェ クト 厚 MG SOT 人 Putsoung 

山崎 倫明 @⑯> 店 

岩田 普 生 me ・Pau 

勝見 泰介 芝 野 充 夫 加藤 鍋 


山崎 倫明 清水 俊文 広瀬 真 
有田 武将 東 幸司 大 竹 隆道 
河田 次 郎 郷 右近 弘 己 七 栗 優太 朗 


取材 ・ 資 料 協力 
海上 自衛 隊 海上 保安 庁 
新聞 提供 読売 導 聞 社 
archival footage courtesy of Periscope Film / 写真 w_p_0 / イメ ー ジ マー ト 
令 野 正英 渡辺 鉄工 株 式 会 社 JMU_JMU デ ィ フ ェ ン スシ ステ ムズ 株 会社 礎 秦 - 坂本 仁 
錠 昌 拓 基 協会 J. フ ロン トリ テイ リン グ 史 料 館 車両 史 編 さん 会 東京 者 交通 局 板橋 祐 己 
正光 院 し ょ うけ い 館 ( 戦 人 精 者 史料 館 ) 株 式 全社 只 美 富士 フィ ルム 株 式 会社 記 四 
全日 本 クラ シッ ク カ メラ クラ ブ 山田 慎也 axst 情 ッ 回 和信 【 詞 KONicA AINOLA 
<⑬> FukApA SALVAGE 鉄道 被服 研究 会 東京 大 学 アイ ツ ト ー プ 総合 セン ター 助教 栓 垣 正吾 
吉田 英明 横浜 国立 大 学名 准 孝 授 根上 生 也 横江 国 立 大 学 教授 田中 良 選 
陣 pA7KM 。 大 和 ミ ュー ジ ァ ム TTP 錠 : 1 坂井 田 洋治 
工藤 恵 康 KOKUYO 佐藤 飛島 た いみ ち < プ カマ ロー ベ つ 杯 生 
や バン 得 東 邦 大 学 日 本 赤十字 社 日 本 ラジ 博物館 有限 会 社 三野 
ウィ ンダ ムネ クス ト 新 橋 店 タマ ヤ 計 測 シ ステ ム 株 式 会 社 不 二 技 術 研究 所 
印西 市 立 印 放 攻 科 問 械 歴史 資料 館 上 記 放 報 園 515 資 料 館 笹原 大 


制作 協力 
阿部 秀司 事務 所 


VFX ブ プロダクション 


白 組 
ビー 


制作 プロ ダク ショ ン 
TOHO ス タ ジ オ 


r9 


監 叔 脚本 VFX 山崎 吐 
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本 プロ グラ ム の 一 部 また は 全部 の 無断 複写 複製 * 転 訳 載 等 (WEB サ イト で の 使用 を 含む ) を 禁じ ます 


2023 年 10 月 20 日 現在 の 情報 を も と に 編集 ・ 制 作 を お こない まし た 2 ンジ 8 友 
N WP 


ゴジ ラ 70 周 年 記念 作品 「 ゴ ジラ -1.0」 本 編 の ウラ 側 すべ て を 閉じ 込め た 完全 記録 集 が 発売 決定 ! 
The Record of 


-1.0 


東宝 が 、 ゴ ジラ 70 周 年 記念 作品 、 そ し て 国産 実写 30 作 目 記 念 作品 と し て 満 を 持 し て 製作 し 、 今 まさ に 全 世 界 の 注目 を 浴び 
て いる 『 ゴ ジラ -1.0』。 本 作 は いか に し て つく られ た の か ? 2019 年 の 企画 初期 か ら 、 制 作 過程 、 そ し て 宣伝 ・ 公 開 まで を 膨大 
な 秘 基 資 料 、 央 に スタ ッ フ 50 名 以上 へ の 取材 と と も に 余す と ころ な く 記録 。 また VFX に 関し て は 山崎 貴 監督 と VFX デ ィ レ クタ 
ー 渋 谷 紀 世 子 監修 の も と に 誌面 で 制作 過程 を 徹底 解説 。 ま さ に 本 編 の ウラ 側 すべ て を 豪華 仕様 に 閉じ こめ た 永久 保存 版 ! 


秘 三 資料 特別 取材 ライ ンプ ロ デ ュ ー サ ー 装 飾 カラ リス ト 


加 電 We 要 電 統 更 衣 田 折 旧 石山 将弘 
初期 プロ ッ ト 、 初 期 シ ナリ オ 、 TP 脚本 ・VFX 音楽 録音 音響 効果 
初期 デザ イン 、 ゴ ジラ デザ イ 山崎 貴 佐藤 中 紀 竹内 久 更 電 上 人 奈津子 
ン 画 の 変遷 、 ゴ ジラ ラフ モデ エグ ゼクティ ブ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー 撮影 特 機 胡 裳 
D | 補 7 と 
光 、 ゴジ ラ 3D CC モデ ル 、 プ 阿部 秀 品 柴崎 壮 > 奥 昌 悟 水鳥 愛 子 
の 0 企画 ・ プ ロ デ ュー ス 照明 VFX デ ィ レ クタ ー へ アメ イク 
リピ ズ 多数 、 公 獣 の リグ 、 ロ 山田 基 司 / 伏 田 一 昌 ト 田 な り ゆ き 渋 符 紀 世子 宮内 千代 
ケ ハ ン 写 真 、 大 戸島 演出 プラ プロ デュ ー サ ー 美術 編集 助監督 
ン 、 バ ラッ ク 配 置 図 、 新 生 丸 同 部 薬 / 補 屋 ま 一 郎 上 條 安 単 宮 委 導 治 安達 克 平 
デザ イン プラ ン 、 銀座 リサ ー se 
2 皮 井 孝太 朗 
チ 資 料 、 銀 座 街並み 3DCG 制 演出 部 準備 応援 
作 過 程 、 実 物 大 震 電 制 作 記録 、 水野 貴之 
劇 中 登場 艦船 (高雄 ・ 雪 風 ・ 響 ) WAR 
小池 達 
資料 お よび CC 制作 用 図面 、 震 吉相 
過程 、 ゴ ジラ 成体 お よび 呉 爾 般 朋 修 
苺 (進化 前 ) ス ケー ル 図 、 ゴ ジ 丘 卓 交 中 
3 掃海 監修 
ラ 撮 影 用 モッ ク 特 写 、 衣 装 * 小 相澤 輝 曲 河上 康 時 
道具 特 写 、 劇 中 登場 書類 特 写 、 VFX 
ロケ 撮影 記録 写真 、 ス タ ジ オ 高橋 正紀 
植木 導 行 / 時 崎 達 拓 


撮影 記録 写真 、 撮 影 ・ 照 明 プ ラ 
ン 、 海 神 作戦 ゴジ ラ 進 撃 プ ラ 
ン 、 山 崎 貴 監 督 に よる エフ ェ 
クト 演出 案 メモ 、 喘 呼 エ フェ ク 
ト 、 破 壊 エ フェ クト 、CC コ ン 
ポジ ッ ト 制 作 過程 、CG 各 シー 


中 日 拓 洋 7 日 折 更 
松本 玉 / 長 谷川 界 斗 
金原 凌 央 / 申 倉 寛 隆 
HLTE 発 / 艇 山 和 隆 
上 西 座 思 / : 宅 智 逐 
安藤 信也 / 宅 真司 


風 人 計 備 木 騰 じ 

ン 完成 まで の 完全 解説 、 マ ッ 生 奨 / 小 高度 人 
ト 画 、 美 術 デザ イン 画 、 美 術 大 久保 保 黄 松元 問 
プラ ン 3DR 面 、 劇 中 使用 ロゴ MeeeleWpeednleg 

RC 江村 甘 番 民有 

ーー 5 IMB 

Mu 元 内 義則 / 佐 々 本 利 人 
過程 、 グ レー ディ ング デー タ 細山 正 半 


写真 、 各種 宣 伝 物 、 広 告 ほか 、 


3 曲 川 届 男 / 注 車 卓 思 
テマ 
図版 資料 1.500 点 以上 。 や 


(以上 、 自 組 ) 

江 場 左 知子 /F 浜 歳 
(以上 、Fude) 
河原 休 樹 / 取 本 洋 

株 式 会 社 CHOTOTU) 


発行 : 東 宝 株 式 会 社 ライ ツ 事 業 部 
編集 : 株 式 会 社 東宝 ステ ラ 
TM & @ TOHO CO., LTD. (以上 、 


好評 予約 受付 中 ! 


GODZILLA STORE 


予価 :13.200 円 ( 税 抜本 体 価 格 12.000 円 ) 
ハー ドカ バー 上 製本 / 三 方 痛 ケ ー ス / 輸 送 用 ダン ボー ル 入 /A4 版 変形 / 全 400 ペ ー ジ (予定 ) 
発売 予定 日 :2024 年 3 月 * お 申し 込み 期間 他 詳細 に つき まし て は ゴジ ラ ・ ス ト ア HP を ご 参照 くだ さい 


* 仕 様 ・ 内 容 等 は 変更 の 場合 が ご ざい ます 。 予め ご 了承 くだ さい 


クリ アフ ァイル セッ ト ロロ 円 
A4 サ イズ 用 2 種類 1 組 


メタ リッ ククリ アフ ァイル 4 ヨロ 円 
A4 サ イズ 用 メタ リッ ク 仕 様 


うき ロク リア ファ イル BB ロロ 円 
A4 サ イズ 用 3D 仕 様 ( 表 の み ) 


〇 


メダ ル 円 カー ド ケ ー ス 


直径 約 5cm 1 フロ 円 
ケー ス 付 き 約 11X7.5X1.5cm 


メタ リ ッ ク ド 下敷 


B5 サ イズ メタ リッ ク 仕 様 ( 表 の み ) 


バイ ンダ ー 1. ヨ ヨロ 円 
A4 サ イズ 用 内 ポケ ッ ト 付き 


ー ト O 


トリ プル クリ アフ ァイル BB 円 
A4 サ イズ 用 3 ポケ ッ ト 仁 欄 


敷き 4 ヨロ 円 


クリ ー ナ ー ク ロス 


プロ ジェ クタ ターキー ホルダ ー 
B ロ 円 


約 13.5cm 
ボタ ン 電 池 (LR41) 4 個 使用 
※ テ スト 用 電池 付き 


ネッ クス トラ ッ プ 


1.54 ロ 円 了 
ネッ ク 紐 : 全長 約 80cm 青 びれ 
リー ル : 取り 外し 可能 ー ホ ル ダ ー 
裏面 クリ ッ プ 付 き "全員 


全長 約 13.5cm 


ポス トカ ー ド セッ ト 量 品 円 
0 お 10 枚 1 組 


ーー ip 


ボー ル ベ ペン 日 円 
全長 約 15cm フロ ー テ ィング 仕様 


ーーーー . 居 


スト ラッ プ : 
全長 約 13cm 


スマ ー ト フォ ン ケ ー ス 
ら , ら 0 ロロ 円 
約 9X16.5cm 
※ 推 奨 スマ ー ト フォ ン サ イズ : 
約 7X15X12cm 以 内 


メッ シュ ベン ポーチ 1,1 ロ ロ 円 G 
約 21X11cm チャ ー ム 付き 
ーー 
メガ ネ ケ ー ス 1, 昌 ロ 幅 - ト 1O 
約 17X7x4.5cm 
マイ クロ ファ イ バ ー 製 
クリ ー ナ ー ク ロス 付き ステ ンド グラ ス 風 レリーフ キー ホル ダー 
e し お り 1.10 ロ 円 
ビン バッ ジ セ ッ ト ヨロ 円 1. ら 1 ロ 円 約 3.5X11cm 表面 半 立体 
ロゴ : 約 3.5X3.8cm ゴジ ラ : 約 3.6X4cm 約 5x14.2cm 


2 種類 1 組 


約 10X9.3cm 


ブック カ バー 1.10 ロ 円 
文庫 本 用 サイ ズ チャ ー ム 付き 


< 旨 3 


GODZILLA-1.0 


約 8.5X9.8cm 約 5.5X10cm 


ステ ッ カ ー セ ッ ト ら 55 ロ 円 
メタ リッ ク 仕 様 3 種類 1 組 


直径 約 7.5cm 高 さ 約 9cm 
持ち 手 : カラ ビ ナ タ イブ 


に 


約 17X20.4cm 


] 


1. つ 1 
人 どけ 


直径 約 7.5cm 高 さ 約 8.5cm 
転写 プリ ント 


直径 約 9cm 
中 の 足跡 プレ ー ト は 取り 外し 可能 で す 


ププ 
全長 約 10cm (金具 含む ) 


フォ ンタ ブ : 約 6X10cm 
スト ラッ プ : 幅 約 1cm 
全長 約 70cm 

長 さ 調節 機能 付き 


直径 約 3.2cm 
全長 約 6.5cm 


1 = 


< 


全長 的 12cm 


フリ ー サ イズ 
( 頭 周 り 約 5560cm ) 


剤 績 仕様 約 30X35 メ マチ 12.5cm 持ち 手 : 約 5X16cm 


オー ロラ 答 プ リン ト 


刺繍 仕様 し サイ ズ 
約 身丈 70X 身幅 53X 
肩幅 47 X 袖丈 63cm 


L サ イズ : 約 身丈 74X 身幅 55 メ L サ イズ : 約 身丈 74X 身幅 55X 
肩幅 50X 袖丈 22cm 肩幅 50X 袖丈 22cm 約 1 7.5x31 X6cm 1 3 バン ダイ 「 ム レーモン スタ ー シ リ ー ズ ゴジ ラ (2023 )」 の 劇場 限定 バー ジョ ン 
XL サ イズ : 約 身丈 78X 身幅 58 メ XL サ イズ : 約 身丈 78X 身幅 58X ワッ ペン : メタ リッ ク 仕 様 約 35x39x11cm 本 体 色 は クリ アブ ルー で キラ キラ の ラメ 入り で す 
肩幅 53X 袖丈 24cm 肩幅 53X 袖丈 24cm フロ ント ポケ ッ ト 付 き 
全高 約 15.5cm 
価格 は 全て 税込 み (10%) で す 。 画像 は 実際 の 商品 と は 異な っ て 見 える 場合 が ご ざい ます 。 商品 の デザ イン ・ 仕 様 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。 TM&@ TOHO CO., LTD 


中 叫 い = 3 ーー 
・|・| レロ < ご 注文 は ゴジ ラ ・ ス ト ア WEB サ イト に て お 受け いた し ます 


。 計 光 泡 容 hZ 民 


GODZILLA STORE ※ 代 人 金 は 商品 代金 + 配 送料 ほか 決済 手数 料 を 別途 頂戴 い す 。 品切れ の 際 は ご 容赦 下さ い 。 


ママ 


TM &@ TOHO CO., LTD 


※ 当 社 に よる 来場 者 アン ケー ト 調 査 結 ! 


敬 異 の 9 * 
満足 度 プ 6 ワー ルト クラ ス の 半 絶 スリ ル が こと に ! 


映画 の 後 は 、 こ れ に 乗ら ず に 何 に 乗る !? 


剛 59E 山 の に グ 9 人 6 上 プン フ ゲラ イ ド の 渡 細 か つ 大 迫力 の 喘 像 を 創り 上 げ 


や ッ 洲 つ * レン ュ ミュ ッ ラ oy * 
吊 識 で は あり 本 ミ コー2 多 人 吹 西 プン フー.01 の 監 上 - 肝 本 -VFX を 手がけ た 
ン 4 オリ ティ で 、 息 つく 購 も 人 境 / か 山崎 貴 監督 か ら 、 最 新 コ メン ト を お 届け ! 
や ラ ュ とぶ あ な た に 内 人 か か 2 ーー ーーーーーーーーーーーーーーー 
ゃ キン グ オ ド プ たち が あ な 問 に 2 2 も し 映画 を 気に入っ て も ら え た な ら 、 ぜひ ゴジ 
ヒネ 科 さ る. リル が いつ の リー ラ : ザ ライ ド も 体験 し て みて くだ さい 。 
本 能 を 皇 さ ある て 渦 へ と 巻き 」 粒 そこ に は 実物 大 の 任 演 バト ル に 巻き 込ま れる 
な まう 穫 絶 大興 但 の Ra 本 上 2 ん で も な い 興 礁 が あり ます 。 すぐ 目 の 前 で ! 
笑 代 と じ ま 0 タン 1 A 中 RGI ゴ ジラ と キン グ ギ ドラ が 戦い ます !| 
和 人 ライ ド ・ ア ト フ クン ヨー ・ EE 還 還 畔 新 シ ステ ム で 空中 に 突き 出さ れ 、 足 下 が ぉ 
放 う フ 和 附 1 ト as 放つ か な い 全く の 無防備 な 状態 で 激戦 の 中 に 
“ 時 2 、。 靖 簡 語 放 り 込 まれ る 衝撃 は 、 ここ 西武 園 ゆう えん ち 
VFX-JAPAN ア ワー ド 2023 M RA、 人 の ゴジ ラ ・ ザ ・ ラ イド で し か 味わう こと は 
ショ ー ト フィ ルム 部 門 。 NYA 出来 ませ ん 。 
' Pr みっ 「 ゴ ジラ -1.0」 の 興奮 を を の まま に 、 


最 優秀 賞 受賞 ( 
LR 


テー マ パ ー ク の アト ラク ショ ン 史 上 初 の 快挙 ! 


LIVE! 画 起 園 ゆ うえ ん ム ち 


プリ ー ム する と 総 腔 60 太 以 た の 束 守 評 ミュ ー ジ アム か 完成 


マガ ジン で は 制作 秘話 な ど WW ん 


多彩 な 読み も の を 掲載 。 


マガ ジン に は 映画 や 登場 怪獣 の 解説 、 製作 の 裏話 、 
当時 の 貴重 な ゴジ ラグ ッ ズ な ど 多 彩 な 読み も の を 
掲載 、 な か で も 、 造 形 師 に よる フィ ギュ ア 解 説 は 
処 見 だ 。 さ ら に 毎 
号 、 迫 力 ある 怪獣 
ビ ピン ナッ プ も 付属 
する 。 


読者 全員 ウレ ゼ シ ンド 


人生 第 ら 3 号 の ご 量 読 DeAgostini 


COLLECTIBLES 


詳細 ・ お 申し 込み は WEB ま た は お 電話 で ! 


語 | 刊 ーー 特 別 価 格 あら め る 詩 代 の 宝 生 包 が 旬 硫 の 大 ス ケー ル で る 


997? 


第 2 号 以降 通常 価格 2.699 ws 


EETT 証 


時 


[プレ ー ト サイ ズ ] H89 x W63mm 


48 gg0120-161-428 ECOTMS2G 


みく だ さい 、 
mA deagostinl.jp/company/user/index.phD 


※ デ ザイ ン ・ ス ペッ ク 等 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 10.00 一 16:OO 年 末年 始 を 除く 
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回 商品 の 詳細 は 


こち ら か ら 


q』 チェ ッ ク 


https://toy.bandai.co.jp/Series/godzilla/item/ 


サン ダ (1966) ガイ ラ (19366) 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の 至 歌 「 フ ラン ケン シュ タイ ン の 棚 畑 
サン ダ 対 ガイ ラ サン ダ 対 ガイ ラ 


ゴジ ラ HG 東宝 怪獣 
ら 023 年 12 月 発売 予定 
還 CDO 
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GASHAPON. 
DEPARTANENTSTORE 
所 
war -N 
= 、 
和 ジ Saw 
に に LOy] 
劇場 作品 に 登場 する や 
伴 獣 “モン スタ ー" を 
リア ル な 仁 形 と ご に 約 139mm 
7 NNW 
NN 


we ゃ > ニー リ )2 
ング ル 023) 
一 価格 :3.520 円 (税込 ) 田 好 評 発売 中 
還 対 人 年 齢 :3 歳 以上 


(の ジラ (2023) 


玉 価 格 :7。150 円 (税込 ) 較 発 売 日 :2023 年 11 月 11 日 
田 対 象 年 齢 :3 成 以上 和 


ea 
人 は 画 像 は イメ ニ ジ で す 。 


※ 画 像 と 商品 と は 多少 異な り ま す の で 、 ご 了承 くだ さい 。 


※ 画 像 は イメ ー ジ で す 。※ 価 格 は メー カー 希望 小売 価格 で す 。 ※ 通 信 料 は お 客 様 の ご 負担 と な り ます 。 


※ 画 像 と 商品 と は 多少 異な り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 ※ こ の 広告 の 掲載 内 容 は 2023 年 1 1 月 時 点 の も の で す 。 Tk 1 
ロ る に 9 696 0520『 090= 3 
TM& @ TOHO CO. LTD. W 
の ボ 
デ ガン ン 
ウン デ 


| メー カー 希望 小売 価格 


im900m 


( 税 10 % 込 ) 
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アク リル スタ ンド 
の ンー 江 も 
_ わら * _| 婦 曳 途 陣 


酒井 ゆう じ 超 絶 造形 コレ クシ : 


ゴジラ (2023) SOFVICS が 7 
1 原 彩 色 酒井 ゆう じ " 


モン スタ ー ヘ ッ ド マグ ネッ ト 


ゴジラ (2023) eVes (は キャ ン パス 財 イ ラス ト ボ ー 
臣 を 


人 遇 Ver ーー "2023 年 1 記 16 日 ( 土 ) ょ り 順 次 発売 予 呈 


" 約 23cm 原型 彩色 酒井 ゆう じ 
FRPoYSPSS YRO eerarees か の SO 詳し い 情報 は 一 番 くじ 倶楽部 を チェ ッ ク !!P 
ます 。 / 了 と な り ま す 。 ※ 画 像 と 実際 の 異な る 場合 が ご ざい ・ ji i 

ます 。※ 掲 載 され て いる 内 容 は 予告 な く 変更 する 場合 が ご ざい ます 。 ※ 掲 載 内 容 は https://1kuji.com/products/godzllla4 


2023 年 9 月 時 点 の も の で す 。※「 一 番 く じ 」 お よび 「 ラ スト ワン ] は 登録 商標 で す 。 半生 生じ ゴジラ 


TM & @⑥ TOHO CO., LTD. 


株 式 会 社 BANDAI SPIRITS 


東京 都 港 区 三田 三 丁目 5-19 〒108-0073 


BANPRESTO 二 BANDAI NAMCO 


『 ゴ ジラ -1.0 
怪獣 喘 撃 ゴジ ラ .(2023) 
< 全 1 種 > 
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2023) 


※ 掲 載 内 容 は 2023 年 9 月 時 点 の 物 で す 。 ※ 登 場 時 期 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 
※ 商 品 の 登場 時 期 は 各 施 設 の 状況 等 に より 異な り ま す 。※ 画 像 と 実際 の 商品 と は 多少 異な る 場合 が あり ます 。 


※ 最 新 情報 は [パン プレ スト ナビ ]」 を ご 確認 くだ さい 。 Eeec に バン プレ スト ナビ 回 
TM & e TOHO CO., LTD. Dee 


NN と 
大 
トノ 


Y。 細 の グ g 』  ・ 。 
. ゴ ジラ .(2023) 


2023 年 11 月 発売 予定 


証 | メー カー 希望 小売 価格 : 14.850 円 (税込 ) 
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ョ tamashiiweb.com XX et features ( 〇 ) @instamashii 
トー コ 
 ) Tamashii Nations Japan 株 式 伝 社 BANDAI SFPI に 


人 格 は メー カー 希望 小売 価格 ( 税 10%) で す 。 ※ 画 像 は 実際 の 商品 と は 一 部 異な る 場合 が あり ます 。 ※ 画 像 は イメ ー ジ で す 。 ※ て の 広告 は 2023 年 9 月 現在 の も の で す 。 東京 都 港 区 三田 三 丁目 5-19 〒108-0073 
発売 月 は 予定 で す 。 予告 なく 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ※ 対 象 年 齢 15 才 以上 。 ※ こ の 二 次 元 コー ド は アク セス 解析 の た め に Cookie を 使用 し て いま す 。 アクセス 解析 は 匿名 で 収集 され て お り 、 
人 を 特定 する も の で は あり ませ ん 。 この 機能 は Cookie を 無効 に する こと で 収集 を 拒否 する て と が で きま す の で 、 お 使い の デバ イス の ブラ ウザ の 設定 を ご 確認 くだ さい 。 
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